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BMWへようこそ
BMW Motorrad をご購入いただき、ありがとうございます。世界中で
多くの熱狂的なファンを持つBMW Motorradのライダーの一員となら
れたことを、心から歓迎いたします。あらゆる交通状況のなかで、
安全にライディングを楽しんでいただくためには、購入された新規
車両をよく理解し、親しんでいただくことが大切です。

本書について
新しいBMWモーターサイクルを使用される前に、まず本書をお読みく
ださい。本書には、BMWモーターサイクルを操作し、あらゆる機能を
充分に活かすための情報が掲載されています。

また、ライダーの安全やモーターサイクルの信頼性を確保し、愛車の
価値を末永く維持するための整備とお手入れに関する情報が掲載さ
れています。

将来、もしご使用のBMW モーターサイクルを売却される場合には、
本書も一緒にお渡しくださいますようお願いいたします。本書は、
本車両にとって重要な構成部品のひとつです。

BMWと共に、安全で快適なライディングをお楽しみください。

BMW Motorrad
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4 一般的な情報

全体図
本書の第2章には、ご使用になら
れるモーターサイクルの全体図
があります。「サービス」の章に
は、実施されたメインテナンスお
よび修理作業がすべて記録され
ます。保証期間が満了した後で
修理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要条件になります。
Rider's Manual は、モーターサ
イクルにとって重要な構成部品
のひとつです。将来、もしご使用
のBMWモーターサイクルを売却さ
れる場合には、本書も一緒にお渡
しくださいますようお願いいた
します。

記号と意味
注意 リスクレベルの低い危
険にさらされます。回避し

ないことにより、軽度または中程
度の怪我や損傷に至るおそれが
あります。

警告 リスクレベルが中程
度の危険にさらされます。

回避しないことにより、死亡また
は重傷を負ったり、重度の損傷に
至るおそれがあります。

危険 リスクレベルの高い危
険にさらされます。回避し

ないことにより、死亡または重傷
を負ったり、重度の損傷に至りま
す。

重要事項 特別な注意事項お
よび予防処置。回避を怠る

と車両や装備品の損傷を招き、
保証の対象外になる可能性があ
ります。

注意事項 モーターサイクル
の制御、点検、調整などの

手順に関する個々の情報と、お手
入れについての一般的な情報を
示します。

作業内容の指示を示し
ます。

作業の結果を示しま
す。

説明のある参照ページ
を示します。

アクセサリーや装備に
関する情報の末尾を示
します。

締付けトルク。

仕様（諸元）。

LA 国別仕様。

OE オプション装備
BMW Motorrad オプショ
ン装備は、モーターサイ
クルの製造時に工場で
装着されます。
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OA アクセサリー

BMW Motorrad アクセサ
リーのご購入および
取り付けにつきまして
は、BMW Motorradディー
ラーにて承ります。

ABS アンチロックブレーキ
システム。

D-ESA 電子調整式サスペン
ション。

DTC ダイナミックトラク
ションコントロール。

DWA 盗難警報装置（DWA）。

EWS 電子式イモビライ
ザー。

RDC タイヤ空気圧コント
ロール

装備
BMW Motorrad のご購入に際しま
しては、それぞれお選びいただい
たご希望の装備が装着されたモ
デルとなっています。本書では、
BMW がご用意しているオプショ
ン（OE）および選択したアクセサ
リー（OA）について説明していま
す。そのため、ご使用のモーター
サイクルには装着されていない
装備についての説明が含まれて
いる場合がございますことをご
了承ください。同様に、国別の仕
様により、図示されているモー

ターサイクルと異なる場合があ
ります。
ご使用のモーターサイクルに、
本書に記載されていない装備が
含まれている場合には、別途ある
個別の説明書の記載をご参照く
ださい。

仕様（諸元）
本書に掲載されている寸法、重
量、性能に関する情報はすべて、
DIN（ドイツ工業規格）およびそ
の許容差規定に基づいて表記さ
れています。
本取扱説明書のテクニカルデー
タと仕様は基準として参照して
ください。選択されたオプショ
ン装備、国別仕様または各国
の測定方法などの理由により、
モデル別のデータは本書と異
なることがあります。詳細デー
タについては自動車登録証でご
確認いただけます。あるいは、
BMW Motorradディーラー、その他
の認定サービスパートナー、また
は専門の整備工場にお問い合わ
せください。車検証のデータが
常にこの取扱説明書のデータよ
り優先されます。



6 一般的な情報

本書の記述について
BMW Motorrad の高い安全性お
よび品質は、デザイン、装備、
アクセサリーに関する絶え間
ない開発によって支えられて
います。そのため、本書の記述
が実際のモーターサイクルとは
異なる場合があります。また、
BMW Motorrad はそのような誤り
を完全に排除することはできま
せん。したがって、記載内容や
図、説明について責任を負いかね
る場合がありますことをご理解
くださいますようお願い申し上
げます。

補足情報

BMW Motorradディーラー
BMW Motorrad ディーラーはいつ
でもご質問にお答えします。

インターネット
車両の Rider's Manual、アク
セサリーの操作および取付
説明書、技術関連情報など、
BMW Motorrad に関する一般
的な情報については、bmw-
motorrad.com/manuals をご覧
ください。

認証および運転許可
車両の認証およびアクセサリー
に関する官庁の使用許可は、bmw-
motorrad.com/certification で
ご確認いただけます。

データ処理について

一般的な情報
車両にはコントロールユニット
が取り付けられています。コン
トロールユニットは、データを車
両センサーから受信したり、自身
で生成または交換するなどの処
理を行います。いくつかのコン
トロールユニットは車両の安全
機能に必須であったり、ドライビ
ングアシスタントシステムなど
のように走行をサポートしたり
します。さらにコントロールユ
ニットはコンフォート機能やイ
ンフォテイメント機能を可能に
します。
保存または転送されたデータの
取り扱いに関する情報は、車両
メーカーの個別カタログなどで
得ることができます。

個人特定
各車両には一義的な車両識別番
号が付けられています。国に応
じて、車両識別番号、ライセン
スナンバープレートおよび該当
官庁により車両所有者を特定す
ることができます。さらに、使用
した ConnectedDriveユーザーア
カウントなどにより車両で集め
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られたデータによってもドライ
バーや車両所有者を特定するこ
とができます。

データ保護法
車両使用者は有効なデータ保護
法にしたがい、メーカーや個人
データを収集または処理する企
業に対して特定の権利を有しま
す。
車両使用者は、車両使用者の個人
データを保存する機関に対して
無償および包括的な情報開示請
求権を有します。
この機関とは次のようなものが
あります：
車両メーカー
認定サービスパートナー
専門の整備工場
サービスプロバイダー

車両使用者はどの個人情報が保
存され、どのような目的でその
データが利用され、どこに由来す
るのか、についての情報を請求す
ることができます。これらの情
報を請求するには、所有または使
用証明が必要です。
情報開示請求には他の企業や機
関に転送されたデータに関する
情報も含まれます。
車両メーカーのウェブページに
は、有効なデータ保護に関する
注意事項が記載されています。
このデータ保護に関する注意事
項には、データの削除や訂正を行
う権利についての情報も含まれ

ます。車両メーカーはインター
ネットでも、連絡先データやデー
タ保護委託会社の問い合わせ先
を記載しています。
車両所有者はBMW Motorrad ディ
ーラーまたはその他の認定サー
ビスパートナー、専門の整備工場
において車両に保存されたデー
タを有償で読み出すことができ
ます。
車両データの読み出しは、法的に
定められた車載コンピューター
診断装置（OBD）用ソケットから行
います。

データ開示請求のための法的要
件
車両メーカーは有効な法の範囲
内で、保存されているデータを官
庁に提供する義務があります。
必要範囲のデータ提供は、犯罪証
明など個別のケースで行われま
す。
国の機関は有効な法の範囲内で、
個別のケースにおいてその機関
でデータを車両から読み出す権
利を有します。

車両の作動データ
車両を作動させる際、コントロー
ルユニットがデータを処理しま
す。
例えば以下が含まれます：



8 一般的な情報
ホイール回転数やホイール速
度、動作遅延などの車両や個別
コンポーネントのステータス
メッセージ
温度などの環境状況

処理データは車内でのみ処理さ
れ、通常は揮発性データです。
このデータは作動時間外にはメ
モリーされません。
コントロールユニットなどの電
子部品は、技術情報を保存する
ためのコンポーネントを含みま
す。これは車両状態や部品への
負荷、イベント、エラーに関する
情報を一時的または長期的にメ
モリーすることができます。
これらの情報は一般に、以下のよ
うなコンポーネント、モジュー
ル、システム、および環境の状態
を示すものです：
システムコンポーネントの作動
状態、例えば充填レベル、タイ
ヤ空気圧など。
重要なシステムコンポーネント
の機能異常、故障、例えばライ
トおよびブレーキ
特別な走行状況での車両の反
応、例えばドライビングスタビ
リティコントロールの作動
車両損傷の状況に関する情報

これらのデータはコントロー
ルユニット機能の実行に必要で
す。さらにこれらのデータは機
能不良の検出と解消、車両メー

カーによる車両機能の最適化に
使用されます。
これらのデータの大部分は揮発
性であり、車両自体でのみ処理さ
れます。一部のデータのみ、状況
に応じてイベントまたはディ
フェクトメモリーに保存されま
す。
例えば修理作業、サービスプロセ
ス、保証、品質保証などでサービ
ス業務が要求される場合、車両か
らこれらの技術的な情報と車両
識別番号を読み出すことができ
ます。
情報の読出しはBMW Motorrad
ディーラーまたはその他の認定
サービスパートナーあるいは専
門の整備工場で行うことができ
ます。読出しには、法律で規定さ
れた車載コンピューター診断装
置（OBD）用ソケットを使用しま
す。
データはサービスネットワーク
の各拠点で集計、処理、利用され
ます。このデータは車両の技術
的な状態を記録し、故障の発見や
補償義務および品質改善の遵守
のために使用されます。
さらにメーカーは製造物責任法
により製品監視義務を担ってい
ます。この義務を果たすために、
車両メーカーは車両からの技
術的なデータを必要とします。
これに加えて、車両からのデータ
は顧客からの補償および保証要
求の検査にも使用されます。
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車両のエラーおよびイベントメ
モリーは、BMW Motorrad ディー
ラーまたはその他の認定サービ
スパートナーあるいは専門の整
備工場において修理またはサー
ビス作業の範囲でリセットする
ことができます。

データ入力と車両へのデータ転
送
一般的な情報
装備に応じて、コンフォート設
定および個人設定を車両にメモ
リーし、いつでも変更することが
できます。
例えば以下が含まれます：
ウインドシールド位置の設定
サスペンション設定

例えばスマートフォンを介して、
データを車両のエンターテイメ
ントおよび通信システムに送信
することができます。
これは装備に応じて異なりま
す：
再生用音楽などのマルチメディ
アデータ
ナビゲーションシステムまたは
内蔵のナビゲーションシステム
と接続して利用されるアドレス
帳データ
入力された目的地
インターネットサービスの利用
に関するデータ。これらのデー
タは車両にローカルでメモリー
することができます。あるいは
スマートフォン、USBメモリー、

MP3 プレーヤーなど、車両と接
続された機器に入っています。
これらのデータを車両にメモ
リーした場合は、いつでも削除
することができます。

これらのデータを第三者へ転送
することは、オンラインサービ
スの利用の枠組みにおいて個人
の希望に基づいてのみ行われま
す。これはサービス利用時の希
望設定によって異なります。
モバイル端末機器の接続
装備に応じて、スマートフォンな
ど、車両と接続されたモバイル
端末機器を車両の操作エレメン
トにより制御することができま
す。
その場合、モバイル端末機器の
画像と音声をマルチメディアシ
ステムを介して出力することが
できます。同時に、モバイル端末
機器に特定の情報が伝送されま
す。接続方式によって、位置デー
タとその他の一般車両情報など
がこれに含まれます。これによ
り、ナビゲーションや音楽再生な
ど、選択したアプリを最適に利用
することができます。
その他のデータ処理の方式は、
使用される各アプリのプロバ
イダーによって規定されます。
可能な設定の範囲は、各アプリ
とモバイル端末機器のオペレー
ティングシステムにより異なり
ます。
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サービス
一般的な情報
車両が無線ネットワークを使用
する場合、車両とその他のシス
テム間でのデータ交換が可能と
なります。無線ネットワークは、
車両固有の送受信ユニットによ
り、または個人的に使用するス
マートフォンなどのモバイル端
末機器を介して実現されます。
この無線ネットワークを介して
いわゆるオンライン機能を利用
することができます。これには、
車両メーカーまたは他のプロバ
イダーによって提供されるオン
ラインサービスやアプリが含ま
れます。
自動車メーカーのサービス
自動車メーカーのオンライン
サービスの場合、各機能の説明
は取扱説明書やメーカーのウェ
ブページなど適切な箇所にあり
ます。そこには、関連するデータ
保護法の情報も記載されていま
す。オンラインサービスを利用
する際には、個人に関するデータ
が使用されることがあります。
データ交換は、例えば車両メー
カーの専用 ITシステムとの安全
な接続を介して行われます。
サービス提供の範囲を超える個
人データの収集、処理、利用は、
法律による許可、契約による取決
め、または同意に基づいてのみ行
われます。また、全てのデータ接
続をオンまたはオフにすること

もできます。法で定められた機
能については除外されます。
他のプロバイダーのサービス
他のプロバイダーのオンライン
サービスを利用する場合、これ
らのサービスはその都度該当す
るプロバイダーの責任ならびに
データ保護条件および利用条件
の下で行われます。その際に交
換される内容に対し、車両メー
カーは何ら影響を与えません。
第三者のサービス範囲における
個人データの収集および処理の
方法、範囲、目的についての情報
は、該当するサービスプロバイ
ダーにお問い合わせください。
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全体図

02



左側面 14
右側面 15
シート下 16
左コンビネーションスイッチ 17
右コンビネーションスイッチ 18
メーターパネル 19



14 全体図

左側面

1 電源ソケット ( 180)
2 シートロック ( 71)
3 ショックアブソーバーの調

整 ( 103)
4 オイル注入口とオイルレベ

ルゲージ ( 146)
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右側面

1 スプリングプリロードの調
整 ( 102)

2 リヤブレーキフルードリ
ザーバータンク ( 152)

3 フロントブレーキフルード
リザーバータンク ( 150)

4 車両識別番号、型式プレー
ト（ステアリングヘッドのと
ころ）

5 クーラントレベル表示（サ
イドフェアリングの後ろ
側）( 154)
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シート下

1 ツールキット ( 144)
2 バッテリー ( 171)
3 メインヒューズ ( 174)
4 診断コネクター ( 176)
5 ヒューズ ( 175)
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左コンビネーションスイッチ

1 ハイビームとパッシングラ
イト ( 54)

2 クルーズコントロー
ル ( 63)

3 ハザードランプ ( 55)
4 ASC/DTC ( 56)
5 Dynamic ESA ( 57)
6 ウインカー ( 55)
7 ホーン
8 MENU ロッカースイッ

チ ( 77)
9 Multi-Controller

操作エレメント ( 77)
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右コンビネーションスイッチ

1 グリップヒーターの操
作 ( 70)

2 走行モードを選択す
る ( 60)

3 イグニッションキルスイッ
チ ( 53)

4 スターターボタン ( 112)
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メーターパネル

1 インジケーター／警告
灯 ( 22)

2 シフトポイント用フラッ
シュ

3 TFT ディスプレイ ( 23)
( 24)

4 DWA 発光ダイオード（LED）
( 68)
Keyless RideOE 装備

無線キー用インジケー
ター ( 50)

5 フォトダイオード（メーター
パネルライトの輝度調整用）
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インジケーター／警告灯 22
TFTディスプレイのPURE RIDE画面 23
TFTディスプレイ（メニュー画面） 24
TFTディスプレイのSPORT 1画面 25
TFTディスプレイのSPORT 2画面 26
警告表示 27
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インジケーター／警告灯

1 左側ウインカー ( 55)
2 ハイビーム ( 54)
3 ジェネラル警告灯 ( 27)
4 右側ウインカー ( 55)
5 駆動システム故障警告

灯 ( 37)
6 ASC/DTC ( 41)
7 ABS ( 40)
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TFTディスプレイのPURE RIDE画面

1 エンジン回転数表
示 ( 83)

2 スピードメーター
3 ライダー情報ステータス

バー ( 81)
4 クルーズコントロー

ル ( 63)
5 速度制限情報 ( 83)
6 走行モード ( 59)
7 シフトアップ推奨 ( 84)
8 ギヤインジケーター、ニュー

トラル位置で「N」（アイドリ
ング）が表示されます。

9 時計 ( 84)
10 接続ステータス ( 87)
11 ミュートスイッチ ( 84)

12 操作サポート
13 グリップヒーターレベ

ル ( 70)
14 外気温度警告 ( 33)
15 外気温度
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TFTディスプレイ（メニュー画面）

1 スピードメーター
2 クルーズコントロー

ル ( 63)
3 速度制限情報 ( 83)
4 走行モード ( 59)
5 ライダー情報ステータス

バー ( 81)
6 シフトアップ推奨 ( 84)
7 ギヤインジケーター、ニュー

トラル位置で「N」（アイドリ
ング）が表示されます。

8 時計 ( 84)
9 接続ステータス ( 87)
10 ミュートスイッチ ( 84)
11 操作サポート

12 グリップヒーターレベ
ル ( 70)

13 外気温度警告 ( 33)
14 外気温度
15 メニューエリア
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TFTディスプレイのSPORT 1画面

走行モードPro OE 装備

1 最大DTCトルク低減
2 現在のDTCトルク低減
3 エンジン回転数表示
4 最大制動減速度
5 現在の制動減速度
6 現在のバンク角
7 最大バンク角
8 エンジン回転数表示の単

位：1分間あたり1000回転
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TFTディスプレイのSPORT 2画面

走行モードPro OE 装備

1 最大DTCトルク低減
2 現在のDTCトルク低減
3 エンジン回転数表示
4 前回のラップタイムと基

準タイムの差または現在の
ラップタイムと基準タイム
の差

5 基準タイム：現在登録され
ているラップで最速のもの、
またはかつて登録された最
速ラップ

6 現在のラップタイ
ム ( 65)

7 エンジン回転数表示の単
位：1分間あたり1000回転

8 操作サポート
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警告表示

表示
警告は対応する警告灯により表
示されます。
警告はジェネラル警告灯と TFT
ディスプレイのダイアログ画面
の組み合わせで表示されます。
警告の緊急性に応じて、ジェネラ
ル警告灯が黄または赤に点灯し
ます。

ジェネラル警告灯が、警告
の緊急度に応じて表示され

ます。
以降のページに警告表示の一覧
があります。

チェックコントロール表示
ディスプレイのメッセージには
複数の異なる表示方法がありま
す。優先度に応じて異なる色と
記号が使用されます：
緑色の CHECK OK 1：メッセージ
なし、値は最適。
白い円と小さな「i」2：情報。

黄色の三角表示 3：警告メッ
セージ、値が最適範囲から逸
脱。
赤い三角表示 3：警告メッセー
ジ、値が限界に到達

値の表示
アイコン 4 には複数の異なる
表示方法があります。評価に応
じて異なる色が使用されます。
数値 8 と単位 7 の代わりに、
テキスト 6 も表示されます：
アイコンの色
緑：(OK)現在の値は最適。
青：(Cold!)現在の温度は低す
ぎる。
黄：(Low! / High!)現在の値は
低すぎるか高すぎる。
赤：(Hot! / High!)現在の温度
または値は高すぎる。
白：(---)有効な値なし。値の
代わりに線 5 が表示されます。

個々の値の評価の一部は、
一定の走行時間または速

度を超えて初めて可能になり
ます。測定条件が満たされてい
ないために測定値が表示可能に
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なっていない場合は、値の代わり
にプレースホルダーとして線が
表示されます。有効な測定値が
ない間は、色付きアイコンの形式
での評価も行われません。

チェックコントロールダイアロ
グ画面
メッセージはチェックコント
ロールダイアログ画面 1 として
通知されます。
同じ優先度のチェックコント
ロールメッセージが複数ある場
合、メッセージは発生した順序
で切り替わりながら、了承確認
するまで表示され続けます。
アイコン 2 が有効表示されて
いる場合、マルチコントロー
ラーを左に傾けて了承確認する
ことができます。
チェックコントロールメッセー
ジは状況によって変化しなが
ら、メニューMy Motorcycle の
ページに追加タブとして添付さ
れます ( 79)。故障が存在し
ている間は、メッセージを再度
呼び出すことができます。
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警告表示一覧
インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

が表示されます。 外気温度警
告 ( 33)

黄色で点灯
する。

無線キーが有効範囲
内にない。

無線キーが受信範
囲外 ( 33)

黄色で点灯
する。

無線キーバッテ
リーは50%。

無線キーのバッテ
リー交換 ( 34)

無線キーバッテリー
が弱い。

黄色で点灯
する。

が黄色で表示されま
す。

車両電装システム
電圧不足 ( 34)

バッテリー電圧！

赤色で点灯
する。

が赤で表示されま
す。

車両電装システ
ム電圧が限界
値 ( 34)バッテリー電圧が低

下している！
赤色で点灯
する。

が赤で表示されま
す。

充電電圧が限界
値 ( 35)

バッテリー電圧が低
下している！

黄色で点灯
する。

不具合のあるバルブ
が表示されます。

ライトバルブの故
障 ( 35)

点滅します
（黄）。

不具合のあるバルブ
が表示されます。
DWA バッテリーが弱
い。

DWA バッテリ
ーが弱ってい
る ( 36)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

黄色で点灯
する。

盗難防止用バッテ
リーが放電状態。

DWA バッテリー
が空になってい
る ( 36)

赤色で点灯
する。

クーラント温度が高
すぎる！

クーラント温度が
高すぎる ( 37)

点灯しま
す。

エンジン！ 駆動システムの故
障 ( 37)

赤色で点滅
する。

駆動システムの重
大な故障 ( 38)

点滅しま
す。
黄色で点灯
する。

エンジン制御の通信
がない。

エンジンコント
ロール機能停
止 ( 38)

黄色で点灯
する。

エンジン制御内に故
障。

エンジンがエマー
ジェンシーモー
ドになってい
る ( 38)

赤色で点滅
する。

エンジン制御内に深
刻な故障！

エンジン制御の重
度の故障 ( 38)

転倒検知センサーが
故障

転倒検知セン
サーが故障してい
る ( 39)

サイドスタンドモニ
ターが故障。

サイドスタン
ドモニター故
障 ( 39)

点滅しま
す。

ABS 自己診断が
終了していな
い ( 39)

点灯しま
す。

ABS は制限付きで使
用可能！

ABSの故障 ( 40)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

点灯しま
す。

ABSが故障！ ABS 機能停
止 ( 40)

点灯しま
す。

ABS Proが故障！ ABS Pro 機能停
止 ( 40)

素早く点滅
します。

ASC/DTC の介
入 ( 41)

ゆっくり
と点滅しま
す。

ASC/DTC の自己診
断が完了していま
せん ( 41)

点灯しま
す。

Off! ASC/DTC が
OFF になってい
る ( 41)駆動制御はOFF の状

態。
点灯しま
す。

駆動制御の機能を制
限している！

ASC/DTC の使用に
制限 ( 41)

点灯しま
す。

駆動制御が故障！ ASC/DTC の不具
合 ( 42)

黄色で点灯
する。

サスペンション調
整が故障！

D-ESA の故
障 ( 42)

リザーブ容量に達し
ました。近いうちに
ガソリンスタンドに
向かってください

フューエルリザー
ブ容量に達してい
る ( 43)

点滅します。 ギヤが学習されて
いない ( 43)

緑色で点滅
します。

ハザードランプ
は ON の状態で
す ( 43)緑色で点滅

します。
が白で表示されま
す。

サービス期
限 ( 44)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

サービス実施時期！ サービス期
限 ( 44)

黄色で点灯
する。

が黄色で表示されま
す。

サービス時期を過
ぎている ( 44)

サービス時期超過！
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外気温度
外気温度は TFT ディスプレイの
ステータスバーに表示されま
す。
停車している時には、エンジン
放射熱により外気温度の測定に
誤差が生じる場合があります。
エンジン放射熱の影響が著しい
場合には、値の代わりに横線が一
時的に表示されます。

外気温度が以下の限界値未
満になると、路面が凍結す

るおそれがあります。

外気温度の限界値

約3 °C
この温度を下回ると、TFTディス
プレイのステータスバーで外気
温度表示が氷結晶アイコンとと
もに点滅します。

外気温度警告
が表示されます。

考えられる原因:
モーターサイクル付近で測定さ
れた外気温度は 3 °C を下回って
います。

警告

3 °C以上でも路面が凍結するお
それあり
事故の危険
外気温度が低い場合、橋の上
や陰になった暗い路面は凍結
しているおそれがあることを
考慮してください。

よく注意して走行してくださ
い。

無線キーが受信範囲外
Keyless RideOE 装備

黄色で点灯する。

無線キーが有効範囲内にな
い。イグニッションを再度

ONにすることができない。
考えられる原因:
無線キーとエンジンエレクトロ
ニクス間の通信に障害が発生し
ています。
無線キーのバッテリーを点検し
ます。
Keyless RideOE 装備
無線キーのバッテリー交
換 ( 52)。
走行を続行するにはスペアキー
を使用します。
Keyless RideOE 装備
無線キーのバッテリーが空に
なっているか、または無線キー
の紛失 ( 51)。
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走行中にチェックコントロー
ルダイアログが表示されても、
落ち着いていてください。走行
は続行できます。エンジンは停
止しません。
故障した無線キー
はBMW Motorradディーラーに交
換を依頼してください。

無線キーのバッテリー交換
Keyless RideOE 装備

黄色で点灯する。

無線キーバッテリーは
50%。機能制限はない。
無線キーバッテリーが弱
い。集中ロック機能が制限

されている。バッテリーを交換
すること。
考えられる原因:
無線キーのバッテリーがフル容
量ではありません。無線キーの
機能は、限られた時間内のみ保
証されています。
無線キーのバッテリー交
換 ( 52)。

車両電装システム電圧不足
黄色で点灯する。

が黄色で表示されます。

バッテリー電圧！ 不要な
電力消費機器をOFF にす

る。

車両電装システム電圧が低すぎ
ます。走行を続けると、車両エレ
クトロニクスがバッテリーを放
電します。
考えられる原因:
電流消費量の大きい電装品（ヒー
ター機能付きベストなど）が使用
されている、多くの電装品が同時
に使用されている、またはバッテ
リーの故障。
不要な電装品を OFFにするか、
車両電装システムから外してく
ださい。
不具合がまだ生じるか、接続さ
れている電装品がなくても発
生する場合には、できる限り早
くBMW Motorrad ディーラー（最
善）または専門の整備工場に故
障の修理を依頼してください。

車両電装システム電圧が限界値
赤色で点灯する。

が赤で表示されます。

バッテリー電圧が低下し
ている！ 電力消費機器

がOFFになった。バッテリーを点
検すること。

警告

車両システムの機能停止
事故の危険
走行を続けないでください。
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車両電装システム電圧が限界値
です。走行を続けると、車両エレ
クトロニクスがバッテリーを放
電します。
考えられる原因:
電流消費量の大きい電装品（ヒー
ター機能付きベストなど）が使用
されている、多くの電装品が同時
に使用されている、またはバッテ
リーの故障。
不要な電装品を OFFにするか、
車両電装システムから外してく
ださい。
不具合がまだ生じるか、接続さ
れている電装品がなくても発
生する場合には、できる限り早
くBMW Motorrad ディーラー（最
善）または専門の整備工場に故
障の修理を依頼してください。

充電電圧が限界値
赤色で点灯する。

が赤で表示されます。

バッテリー電圧が低下し
ている！ Battery is not

being charged. Check battery
status.

警告

車両システムの機能停止
事故の危険
走行を続けないでください。

バッテリーが充電されていませ
ん。走行を続けると、車両エレク
トロニクスがバッテリーを放電
します。
考えられる原因:
オルタネーターの故障またはオ
ルタネータードライブの故障、
バッテリーの故障またはヒュー
ズの溶断。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ライトバルブの故障
黄色で点灯する。

不具合のあるバルブが表示
されます：
ハイビームが故障！

左フロントウインカーが故
障！ または右フロントウ

インカーが故障！
ロービームが故障！

フロントポジションが故
障！
デイライトが故障！

テールライトが故障！
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ブレーキライトが故障！

左リヤウインカーが故障！
または右リヤウインカー

が故障！
ライセンスプレートライト
が故障！

正規ディーラーに点検を依頼す
ること。

点滅します（黄）。

不具合のあるバルブが表示
されます：
アダプティブヘッドライト
の故障。正規ディーラー

に点検を依頼すること。

警告

車両の照明手段の機能停止に
より、車両が通行中に気付かれ
ずに見過ごされる
安全に関わる危険
故障したバルブはできるかぎ
り早急に交換します。できれ
ば、常に適切な予備バルブを
携行してください。

考えられる原因:
ライトバルブが故障していま
す。
目視点検を行い、故障したバル
ブを見つけ出します。
LED バルブをアセンブリー
で交換します。その交換

はBMW Motorrad ディーラー
（最適）または専門の整備工場に
依頼してください。

DWAバッテリーが弱っている
盗難防止装置(DWA) OE 装備

DWA バッテリーが弱い。制
約なし。正規ディーラー

へ予約を入れること。
このエラーメッセージは、
短時間、Pre-Ride-Check（走

行前点検）の直後にのみ表示され
ます。
考えられる原因:
DWAバッテリーがフル充電されて
いません。DWAの機能が保証され
るのは、バッテリーのターミナル
を外している場合、ごく限られた
時間内のみです。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

DWAバッテリーが空になっている
盗難防止装置(DWA) OE 装備

黄色で点灯する。

盗難防止用バッテリーが放
電状態。独自のアラームな

し。正規ディーラーへ予約を入
れること。

このエラーメッセージは、
短時間、Pre-Ride-Check（走

行前点検）の直後にのみ表示され
ます。
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考えられる原因:
DWAバッテリーが充電されていま
せん。DWAの機能は、バッテリー
のターミナルを外している場合、
保証されません。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

クーラント温度が高すぎる
赤色で点灯する。

クーラント温度が高すぎ
る！ クーラントレベルを

点検。荷重を下げて走行し冷却
すること。

重要事項

オーバーヒートしているエン
ジンでの走行
エンジンの損傷
必ず下記の処置を順守してく
ださい。

考えられる原因:
クーラントレベルが低すぎま
す。
クーラントレベルを点検す
る ( 154)。

クーラントレベルが低すぎる場
合：
クーラントを補充す
る ( 154)。

考えられる原因:
クーラント温度が高すぎます。
可能であれば、エンジンを冷ま
すために部分負荷域で走行しま
す。
渋滞中はエンジンを停止させま
す。ただし、ラジエターファン
の作動を止めないために、イグ
ニッションは ONのままにして
おきます。
クーラント温度が頻繁に高くな
りすぎる場合には、できるかぎ
り早くBMW Motorradディーラー
に故障の修理を依頼してくださ
い。

駆動システムの故障
点灯します。

エンジン！ 正規ディー
ラーに点検を依頼するこ

と。
考えられる原因:
エンジンマネジメントシステム
が、有害物質の排出に影響を及ぼ
したり、出力を低減させたりする
故障を診断で検出しました。
BMW Motorradディーラーに故障
の修理を依頼してください。
走行を続行することは可能で
す。ただし、有害物質の排出規
定値を超えています。
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駆動システムの重大な故障

赤色で点滅する。

点滅します。

考えられる原因:
エンジンマネジメントシステム
が、エキゾーストシステムの損傷
に至るおそれのある故障を診断
で検出しました。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
走行を続行することは可能です
が、推奨されません。

エンジンコントロール機能停止
黄色で点灯する。

エンジン制御の通信がな
い。複数のシステムが該

当。最寄りの正規ディーラーま
で慎重に運転すること。

エンジンがエマージェンシー
モードになっている

黄色で点灯する。

エンジン制御内に故障。引
き続き走行可能。最寄りの

正規ディーラーまで慎重に運転
すること。

警告

エンジンのエマージェンシー
モードにおける特殊な走行特性
事故の危険
急激な加速や追い越しは避け
てください。

考えられる原因:
エンジンコントロールユニット
に故障が発生しています。極端
な場合には、エンジンが停止し、
その後始動できなくなります。
その他の場合には、エンジンはエ
マージェンシーモードで作動し
ます。
走行を続けることは可能です
が、通常どおりのエンジン性能
は発揮できない可能性がありま
す。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

エンジン制御の重度の故障
赤色で点滅する。

エンジン制御内に深刻な故
障！ 引き続き走行可能。最

寄りの正規ディーラーまで慎重
に運転すること。
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警告

エマージェンシーモードでの
エンジンの損傷
事故の危険
低速で走行し、急激な加速や
追い越しは避けてください。
可能であれば車両の回収を依
頼し、専門の整備工場に、出来
ればBMW Motorradディーラー
に故障の修理を依頼してくだ
さい。

考えられる原因:
エンジンマネジメントシステム
が重度の不具合につながるお
それが不具合を検出しました。
エンジンはエマージェンシー
モードにあります。
高負荷高回転数域での走行は、
できるかぎり避けてください。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
走行を続行することは可能です
が、推奨されません。

転倒検知センサーが故障してい
る

転倒検知センサーが故障 正
規ディーラーに点検を依頼

すること。

考えられる原因:
転倒検知センサーが機能してい
ません。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

サイドスタンドモニター故障
サイドスタンドモニターが
故障。引き続き走行可能。

静止してエンジン停止！ 正規
ディーラーに点検を依頼するこ
と。
考えられる原因:
サイドスタンドスイッチまた
はその配線が損傷しています。
5 km/h を下回るとエンジンが停
止します。走行を続けることは
できません。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

ABS自己診断が終了していない
点滅します。

考えられる原因:
自己診断が終了していないた
め、ABS機能は使用できません。
ホイールセンサーを点検するに
は、モーターサイクルを数m走行
させる必要があります。
ゆっくりと発進します。自己診
断が完了するまでABS機能が使
用できないことに注意してくだ
さい。
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ABSの故障

点灯します。

ABS は制限付きで使用可
能！ 引き続き走行可能。最

寄りの正規ディーラーまで慎重
に運転すること。
考えられる原因:
ABSコントロールユニットが故障
を検知しました。ABS機能は制限
付きで使用可能です。
走行を続行することは可能で
す。ABS のエラーメッセージに
つながる可能性のある状況につ
いて、詳細情報をご確認くださ
い ( 131)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ABS機能停止
点灯します。

ABSが故障！ 引き続き走行
可能。最寄りの専門の整備

工場まで慎重に運転すること。
考えられる原因:
ABSコントロールユニットが故障
を検知しました。
走行を続行することは可能で
す。ABS 機能が使用できないこ
とに注意してください。ABS エ
ラーメッセージにつながりか
ねない特別な状況に関するそ

の他の情報に注意してくださ
い ( 131)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ABS Pro機能停止
走行モードPro OE 装備

点灯します。

ABS Pro が故障！ 引き続
き走行可能。最寄りの正規

ディーラーまで慎重に運転する
こと。
考えられる原因:
ABS Proコントロールユニットが
故障を検知しました。ABS Pro 機
能は使用できません。ABS機能は
引き続き制限付きで使用可能で
す。ABSは直進走行でのブレーキ
でのみサポートを行います。
走行を続行することは可能で
す。ABS Pro のエラーメッセー
ジにつながる可能性のある特別
な状況についての詳細情報をご
確認ください ( 131)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
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ASC/DTCの介入

素早く点滅します。
ASC/DTC がリヤホイールの

不安定な状態を検知し、トルク
を制限します。インジケーター
／警告灯は、ASC/DTCの介入より
も長く点滅し続けます。これに
より、厳しい走行状態の後でも、
ライダーは制御が正常に行われ
た旨のフィードバック表示を目
にすることができます。

ASC/DTCの自己診断が完了してい
ません

ゆっくりと点滅します。

考えられる原因:

ASC/DTC の自己診断が完
了していません

ASC/DTCは、自己診断が完了し
なかったため、使用できませ
ん。(ホイールセンサーを点検
するには、モーターサイクルが
最低速度に達する必要があり
ます：min 5 km/h)
ゆっくりと発進します。数 m走
行後、ASC/DTC インジケーター
および警告灯は消灯しなければ
なりません。

ASC/DTCインジケーター／警告灯
が点滅し続けます。
BMW Motorradディーラーに点検
を依頼してください。

ASC/DTCが OFFになっている
点灯します。

Off!

駆動制御はOFFの状態。

考えられる原因:
ASC/DTCシステムが、ライダーに
よってOFFにされました。
ASC/DTC 機能を ON にす
る ( 57)。

ASC/DTCの使用に制限
点灯します。

駆動制御の機能を制限し
ている！ 引き続き走行可

能。最寄りの正規ディーラーま
で慎重に運転すること。
考えられる原因:
ASC/DTCコントロールユニットが
故障を検知しました。

重要事項

コンポーネントの損傷
センサーなどの故障、それに起
因する機能不良
ライダーまたはリアシートの
下に物を搬送しないようにし
ます。
ツールキットをロックしま
す。
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角速度センサーを損傷しないよ
うにします。
ASC/DTC機能の使用に制限があ
ることに注意してください。
走行を続行することは可能で
す。ASC/DTC の故障につながり
かねない状況についての詳細情
報をご確認ください ( 133)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ASC/DTCの不具合
点灯します。

駆動制御が故障！ 引き続
き走行可能。最寄りの正規

ディーラーまで慎重に運転する
こと。
考えられる原因:
ASC/DTCコントロールユニットが
故障を検知しました。

重要事項

コンポーネントの損傷
センサーなどの故障、それに起
因する機能不良
ライダーまたはリアシートの
下に物を搬送しないようにし
ます。
ツールキットをロックしま
す。

角速度センサーを損傷しないよ
うにします。
ASC/DTC ならびにエンジンブ
レーキトルクレギュレーターの
機能を使用できないことに注意
してください。
走行を続行することは可能で
す。ASC/DTC の故障につながり
かねない状況についての詳細情
報をご確認ください ( 133)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

D-ESAの故障
黄色で点灯する。

サスペンション調整が故
障！ 引き続き走行可能。最

寄りの正規ディーラーまで慎重
に運転すること。
考えられる原因:
D­ESA コントロールユニットが
故障を検知しました。原因は
ショックアブソーバーまたはス
プリング調整、あるいはその両方
である可能性があります。この
状態にあるモーターサイクルで
は、ショックアブソーバーが極め
て硬くなっている可能性があり、
特に悪路では乗り心地が不快に
なります。それとは別に、スプリ
ングプリロードの調整が誤って
いる可能性もあります。



43
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

フューエルリザーブ容量に達し
ている

リザーブ容量に達しまし
た。近いうちにガソリンス

タンドに向かってください。

警告

燃料不足による不規則なエン
ジン回転またはエンジン停止
触媒コンバーターの損傷、事故
を起こす危険
フューエルタンクを空にしな
いでください。

考えられる原因:
フューエルタンクには、リザー
ブ用フューエルがまだ最大容量
入っています。

フューエルリザーブ容量

約3.5 l
給油手順 ( 122)。

ギヤが学習されていない
シフトアシストPro OE 装備

ギヤインジケーターが点滅
します。ギヤシフトアシス

トProは機能していません。

考えられる原因:
シフトアシストPro OE 装備

トランスミッションセンサーの
学習が不完全です。
アイドリングの学習を行うに
は、ニュートラル N に入れ、
停止状態でエンジンを 10 秒以
上作動させます。
クラッチ操作によりすべてのギ
ヤに切り替えて、それぞれのギ
ヤで10 秒以上走行します。
トランスミッションセンサーの
学習が正常に行われると、ギヤ
インジケーターの点滅が止まり
ます。
トランスミッションセンサーの
学習が完全に行われると、ギヤ
シフトアシスト Proが記載通り
に機能します ( 139)。
学習に失敗した場合は、
BMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場に不
具合の修理を依頼してくださ
い。

ハザードランプはONの状態です
緑色で点滅します。

緑色で点滅します。
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考えられる原因:
ハザードフラッシャーはライ
ダーによってONにされました。
ハザードランプを操作す
る ( 55)。

サービス表示
サービス時期を過ぎた場合
には、期日または走行距離

に関する指示を示すため、さらに
ジェネラル警告灯（黄）が点灯し
ます。
サービス時期を過ぎた場合、
チェックコントロールメッセー
ジが黄色で表示されます。さら
に、サービス、サービス時期、
残余走行距離が、メニュー画面MY
MOTORCYCLE およびサービス実施
時期 にエクスクラメーション
マーク（!）付きで強調表示され
ます。

サービス期日まで 1カ月以
上あるのにサービス表示が

表示されている場合、実際に即し
た日付に再度調整する必要があ
ります。この症状は、バッテリー
の接続が切られた場合に発生す
ることがあります。

サービス期限
が白で表示されます。

サービス実施時期！ 専門の整備
工場にサービスの実施を依頼す
ること。

考えられる原因:
走行距離または日付に基づく
サービスの実施時期が来ていま
す。
サービスを定期的
にBMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場で受
けてください。
車両の作動安全性および走行安
全性が維持されます。
車両価値の最適な維持が保証さ
れます。

サービス時期を過ぎている
黄色で点灯する。

が黄色で表示されます。

サービス時期超過！ 専門の整備
工場にサービスの実施を依頼す
ること。
考えられる原因:
走行距離または日付が原因で、
サービスの期限が切れていま
す。
サービスを定期的
にBMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場で受
けてください。
車両の作動安全性および走行安
全性が維持されます。
車両価値の最適な維持が保証さ
れます。
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48 取扱方法

イグニッションスイッチ／ステ
アリングロック

キー
車両キーは2本あります。
キーを紛失した場合は、電子式イ
モビライザー（EWS）に関する注意
事項に従ってください ( 53)。
イグニッションスイッチ／ステ
アリングロック、タンクキャッ
プ、シートロックは、1本の同じ
キーで操作できます。

ケース OA 装備
トップケース OA 装備

ご要望により、ケースおよびトッ
プケースも同じキーで操作する
ようにできます。この件につき
ましては、BMW Motorrad ディー
ラー（最適）または専門の整備工
場にお問い合わせください。

ステアリングロックをロックす
る
ハンドルを左に回します。

ハンドルバーを少し動かしなが
ら、キーをポジション 1 に回し
ます。

イグニッション、ライトとすべ
ての電気回路が OFF になりま
す。
ステアリングロックがロックさ
れます。
キーを抜き取ることができま
す。

イグニッションをONにする

キーをポジション 1 に回しま
す。
ポジション／パーキングライト
とすべての機能回路が ONにな
ります。
エンジンを始動することができ
ます。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 113)
ABS 自己診断が実施されま
す。( 114)
ASC 自己診断が実施されま
す。( 114)
DTC 自己診断が実施されま
す。( 115)
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ウェルカムライト
イグニッションを ON にしま
す。
ポジション／パーキングライト
が短時間点灯します。

イグニッションをOFFにする

キーをポジション 1 に回しま
す。
ライトがOFFになります。
ステアリングロックが解除され
ます。
キーを抜き取ることができま
す。
追加装備機器は限られた時間内
で使用可能です。
電源ソケットからバッテリーの
充電ができます。

KEYLESS RIDE によるイグニッ
ション
Keyless RideOE 装備

キー
無線キーを検索している間
は、無線キー用表示灯が点

滅します。
無線キーまたは予備キーが検出
された場合は消えます。
無線キーまたは予備キーが認識
されない場合は、一時的に点灯し
ます。
お客様にお渡しするのは、無線
キー 1 本ならびにスペアキー
1本です。キーを紛失した場合に
は、電子式イモビライザー（EWS）
に関する注意事項に従ってくだ
さい ( 53)。
イグニッション、タンクキャッ
プ、盗難警報装置は、無線キー
を使用して制御します。シート
ロック、トップケース、ケース
は手動で操作することができま
す。

無線キーが手に届く範囲
にないと（ケース内または

トップケース内など）、車両を始
動することはできません。
無線キーがない状態が続くと、
バッテリーを保護するため、イグ
ニッションが約1.5分後にOFFに
なります。
無線キーを身に着けておく（ジャ
ケットのポケットなど）か、また
は予備キーを携行することをお
勧めします。
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Keyless Ride の走行可能
距離無線キー

Keyless RideOE 装備
約1 m

ステアリングロックをロックす
る
前提条件
ハンドルバーを左方向へ回しま
す。無線キーは受信範囲内です。

ボタン 1 を押し続けます。
ステアリングロックが音をたて
てロックします。
イグニッション、ライトとすべ
ての電気回路が OFF になりま
す。
ステアリングロックをロック解
除するには、ボタン 1 を短く押
します。

イグニッションをONにする
前提条件
無線キーは受信範囲内です。

イグニッションは、以下の2 通
りの方法で ONにすることがで
きます。

バリエーション 1：
ボタン 1 を短押しします。
スモールライトおよびすべての
電気回路がONになります。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 113)
ABS 自己診断が実施されま
す。( 114)
ASC 自己診断が実施されま
す。( 114)
DTC 自己診断が実施されま
す。( 115)

バリエーション 2：
ステアリングロックがロックさ
れている状態で、ボタン 1 を押
したまま保ちます。
ステアリングロックがロック解
除されます。
ポジション／パーキングライト
とすべての機能回路が ONにな
ります。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 113)
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ABS 自己診断が実施されま
す。( 114)
ASC 自己診断が実施されま
す。( 114)
DTC 自己診断が実施されま
す。( 115)

イグニッションをOFFにする
前提条件
無線キーは受信範囲内です。

イグニッションは、以下の2 通
りの方法でOFFにすることがで
きます。

バリエーション 1：
ボタン 1 を短押しします。
ライトがOFFになります。
ステアリングロックが解除され
ます。

バリエーション 2：
ハンドルを左に回します。
ボタン 1 を押し続けます。
ライトがOFFになります。
ステアリングロックがロックさ
れます。

無線キーのバッテリーが空に
なっているか、または無線キーの
紛失
キーを紛失した場合には、電子
式イモビライザー（EWS）に関す
る注意事項に従ってください。
走行中に無線キーを紛失した場
合には、スペアキーを使用して
車両を始動させることができま
す。
無線キーのバッテリーが空に
なっている場合、無線キーを折
りたたんでシート下のリングア
ンテナの中に潜り込ませれば、
車両を始動させることができま
す。

シートを取り外す ( 71)。
スペアキーまたはバッテリーが
空になって折りたたんだ無線
キー 1 を、リングアンテナ 2 に
潜り込ませます。

スペアキーまたは閉じら
れている空の無線キーは、

リングアンテナの開口部に収め
る必要があります。
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エンジン始動をその間に
行わなければならない時

間。その後、再度ロック解除を
行う必要があります。

30 s
Pre-Ride-Check が実行されま
す。
キーが検知されました。
エンジンを始動することができ
ます。
エンジンを始動する ( 112)。

無線キーのバッテリー交換
前提条件
バッテリーが弱くなっているた
め、無線キーが反応しません。

無線キーバッテリーが弱
い。集中ロック機能が制限

されている。バッテリーを交換
すること。

バッテリーを交換します。

ボタン 1 を押します。
キーが開きます。
バッテリーカバー 2 を押し上
げます。

バッテリー 3 を取り外します。
使用済みバッテリーは法規に
従って廃棄処分します。バッテ
リーを家庭ごみとして捨てない
でください。

重要事項

不適切なバッテリー、または入
れ方が正しくないバッテリー
コンポーネントの損傷
規定のバッテリーを使用して
ください。
バッテリーを組み込む際に、
極性が正しいか確認してくだ
さい。

新しいバッテリーをプラスター
ミナルを上にして組み込みま
す。

バッテリータイプ

Keyless Ride無線キー
CR 2032
バッテリーカバー 2 を取り付
けます。
メーターパネルでLED（赤）が点
滅します。
無線キーは再び機能することが
できます。
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電子式エンジン始動ロックシス
テム（イモビライザー）（EWS）
モーターサイクルの電子制御シ
ステムは、イグニッションスイッ
チ／無線ロックのリングアンテ
ナを介して、車両キーに内蔵さ
れているデータを確認します。
車両キーが「権限あり」と認識さ
れてはじめて、エンジンコント
ロールユニットが、エンジン始動
を許可します。

その他の車両キー（スペア
キーなど）が始動に使用さ

れている車両キー／無線キーと
一緒に取り付けられていると、
電子機器が「認識されない」こと
があり、エンジンの始動が許可さ
れない場合があります。
その他の車両キー（スペアキーな
ど）は必ず車両キー／無線キーと
別に保管してください。

車両キーを紛失したときには、
BMW Motorrad ディーラーでその
キーの使用を停止することがで
きます。そのためには、必ず、
モーターサイクルに付属してい
る他のすべてのキーもお持ちく
ださい。
使用停止となった車両キーでエ
ンジンを始動させることはでき
なくなります。しかし、使用停止
となった車両キーを再度登録し
直すことは可能です。
追加のスペアキーは、
BMW Motorrad ディーラーからの

み入手できます。車両キーはセ
イフティシステムの一部ですの
で、ディーラーではお渡しする
方の身元を確認させていただき
ます。

イグニッションキルスイッチ

1 イグニッションキルスイッ
チ

警告

走行中のイグニッションキル
スイッチの操作
リヤホイールのロックによる
転倒の危険
走行中はイグニッションキル
スイッチを操作しないでくだ
さい。

イグニッションキルスイッチに
より、エンジンを素早く簡単に停
止させることができます。
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A エンジン停止
B 通常の操作ポジション

ライト

ロービームおよびポジションラ
イト／パーキングライト
イグニッションを ONにすると、
ポジション／パーキングライト
は自動的に点灯します。

ポジション／パーキングラ
イトはバッテリーを消耗さ

せます。必要な場合にのみ、イグ
ニッションを ON にしてくださ
い。

ロービームは以下の条件下で自
動的にONになります：
エンジンを始動した場合。
イグニッション ONの状態で車
両が動かされる場合。

イグニッションを ON にし
て、ハイビームあるいは

パッシングスイッチを操作する
と、エンジンを停止した状態でも
ライトを点灯させることができ
ます。

ハイビームとパッシングライト
イグニッションを ON にす
る ( 48)。

スイッチ 1 を前方へ押し、ハイ
ビームヘッドライトを ONにし
ます。
スイッチ 1 を後方へ引き、パッ
シングライトを操作します。

フォローミーホームライト
イグニッションを OFF にしま
す。

イグニッションをオフにした直
後、スイッチ 1 を後方へ引き、
ホームライトが点灯するまで引
いたまま維持します。
車両照明が 1分間点灯し、自動
的に再び消灯します。
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これは、駐車後に家のドアまで
の通路を照らすためなどに使用
することができます。

パーキングライト
イグニッションを OFF にす
る ( 49)。

イグニッションをOFFにした直
後、パーキングライトがONにな
るまで、ボタン 1 を左方向へ押
した状態で保ちます。
パーキングライトをOFFにする
ため、イグニッションをONにし
てから再びOFFにします。

ハザードランプ

ハザードランプを操作する
イグニッションを ON にしま
す。

ハザードランプはバッテ
リーを消耗させます。ハ

ザードランプは必要な場合に
だけ使用するようにしてくださ
い。

ハザードランプが ON の状
態で片方のウインカース

イッチを押すと、押している間は
ハザードランプ機能に代わって
ウインカー機能が作動します。
ウインカースイッチを押すのを
やめると、再びハザードランプ機
能が作動します。

ハザードフラッシャーを ONに
するには、ボタン 1 を操作しま
す。
イグニッションをOFFにするこ
とができます。
ハザードフラッシャーをオフ
にするには、必要に応じてイグ
ニッションをオンにし、ボタ
ン 1 を再度操作します。

ウインカー

ウインカーを操作する
イグニッションを ON にしま
す。
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左側ウインカーを ONにするに
は、ボタン 1 を左方向へ押しま
す。
右側ウインカーを ONにするに
は、ボタン 1 を右方向へ押しま
す。
ウインカーを OFFにするには、
ボタン 1 を中間の位置にしま
す。

コンフォートターンインジケー
ター

ボタン1を右または左に押すと、
以下の条件ではターンインジ
ケーターが自動的にオフになり
ます：

速度 18 mph（30 km/h）未満：
165フィート（50 m）走行後。
速度18 mph～ 60 mph（30 km/h～
100 km/h）：速度に応じた走行
距離後または加速時。
速度 60 mph（100 km/h）以上：
5回の点滅後。

ボタン1を少し長く右または左に
押しても、速度に応じた走行距離
到達後にターンインジケーター
は自動的にオフになります。

トラクションコントロール（ASC/
DTC）

ASC/DTC機能を OFFにする
イグニッションを ON にす
る ( 48)。

ASC/DTC 機能は走行中も
OFF にすることができま

す。

ASC/DTCインジケーターおよび
警告灯の表示が変化するまで、
ボタン 1 を押し続けます。

ボタン 1 を操作した直後にASC/
DTC システムステータス ON が表
示されます。
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点灯します。

可能性のある ASC システムス
テータスOFF!が表示されます。
ASC/DTCシステムステータスが
切り替わったら、ボタン 1 から
手を放します。

引き続き点灯します。

新しいASC/DTCシステムステータ
ス OFF! が短時間表示されます。

ASC/DTC 機能は OFF の状態で
す。

ASC/DTC機能を ONにする

ASC/DTCインジケーターおよび
警告灯の表示が変化するまで、
ボタン 1 を押し続けます。

ボタン 1 を操作した直後にASC/
DTC システムステータス OFF! が
表示されます。

消灯します。自己診断が
完了していない場合には、

点滅し始めます。

可能性のある ASC システムス
テータスONが表示されます。
ステータスが切り替わったら、
ボタン 1 から指を離します。

消灯したままか、点滅を続
けます。

新しいASC/DTCシステムステータ
ス ON が短時間表示されます。

ASC/DTC機能は ONの状態です。
代わりに、イグニッションを
OFF にしてから再び ON にする
ことでも可能です。

イグニッションを OFF /
ON にして、さらに以下の

最低速度で走行した後にASC/
DTCインジケーター／警告灯が
引き続き点灯する場合には、
ASC/DTCが故障しています。

min 5 km/h
トラクションコントロール

（ASC/DTC）に関する詳しい情報
については、「技術情報」の章を
ご覧ください ( 133)。

電子調整式サスペンション
（D­ESA）

Dynamic ESA OE 装備

調整方法
電子調整式サスペンショ
ンDynamic ESA により、リヤ
ホイールのダンピングを路面状
況に合わせて快適に調整するこ
とができます。ダンピング調整
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は2種類、スプリングプリロード
は3段階あります。

サスペンション設定を表示する

イグニッションを ON にす
る ( 48)。
現在の設定を表示させるには、
ボタン 1 を短押しします。

ダンピング 2 およびスプリング
プリロード 3 用サスペンション
設定が表示されます。

少し経つと、表示は再び自動的
に消えます。

サスペンションを調整する
イグニッションを ON にす
る ( 48)。

現在の設定を表示させるには、
ボタン 1 を短押しします。

ショックアブソーバーを設定す
るには：
ご希望の設定が表示されるま
で、ボタン 1 を繰り返し短く押
します。

ダンピングの調整は、走行
中もできます。

選択矢印 4 が表示されます。

選択矢印 4 はステータスが切
り替わった後に非表示になりま
す。

以下の設定が可能です：
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Road：快適なオンロード走行用
のダンピング
Dynamic：ダイナミックなオン
ロード走行用のダンピング

スプリングプリロードを設定す
るには：
エンジンを始動する ( 112)。
ご希望の設定が表示されるま
で、ボタン 1 を繰り返し長く押
します。

走行中は、スプリングプリ
ロードを調整することはで

きません。
以下の設定が可能です：

1名乗車時

1名乗車＋荷物積載時

2名乗車（＋荷物積載）時

調整ができない場合は、以下の
メッセージが通知されます：荷
重調整機能は静止状態でのみ使
用可。

選択矢印 4 が表示されます。

選択矢印 4 はステータスが切
り替わった後に非表示になりま
す。
走行を続行する前に、調整作業
が終了するのを待ちます。
ボタン 1 をしばらく操作しな
いでおくと、そのとき表示され
ていたショックアブソーバーお
よびスプリングプリロードが設
定されます。

走行モード

走行モードの使用
BMW Motorradは、お客様がご自身
の状況に合わせて選択できるよ
うに、モーターサイクルの使用に
ついてのシナリオを作成しまし
た：
標準装備
RAIN：雨でぬれた路面でのライ
ディング。
ROAD：乾いた路面でのライディ
ング。



60 取扱方法
走行モードPro OE 装備

走行モードPro装備
DYNAMIC：乾いた路面でのダイ
ナミックな走行。
DYNAMIC PRO：ライダーによる
設定を考慮した上での、乾いた
路面でのダイナミックな走行。

これらのシナリオでは、エンジン
特性曲線、ABS 制御、ASC/DTC 制
御による最適な相互作用がそれ
ぞれ可能となっています。

選択可能な走行モードの詳
細情報については、「技術情

報」の章をご覧ください。

Dynamic ESA OE 装備
サスペンション調整も選択され
たシナリオに合わせることがで
きます。

走行モード事前選択
走行モードPro OE 装備

走行モード事前選択を使用する
ことにより、個人的に気に入って
いる走行モードを事前選択でま
とめることができます。
2～ 4 種類の走行モードを走行
モード事前選択に追加すること
ができます。
工場設定：
RAIN、ROAD、DYNAMIC およ
びDYNAMIC PRO

走行モード事前選択を設定する
走行モードPro OE 装備

イグニッションを ON にす
る ( 48)。
メニュー設定、車両設定、走行
モードの事前選択 を呼び出し
ます。
走行モードを走行モード事前選
択用にアクティブまたは非アク
ティブにします。
アクティブな走行モードを選択
に使用することができます。
アクティブな走行モードが2種
類未満の場合に表示されるメッ
セージ：処置の実行不可。最低
数に達した。
アクティブな走行モードが4種
類を上回る場合に表示される
メッセージ：処置の実行不
可。最大数に達した。
走行モード事前選択にまとめら
れている走行モードの構成は、
イグニッションをOFFにした後
も維持されます。

走行モードを選択する
イグニッションを ON にす
る ( 48)。
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ボタン 1 を押します。

アクティブな走行モード 2 が
バックグラウンドに移動し、ポッ
プアップ 3 に表示されます。
ガイドサポート 4 に、利用可能
な走行モード数が表示されま
す。

ポップアップ内にご希望の走行
モードが表示されるまで、ボタ
ン 1 を繰り返し押します。

走行モードまたはその設定
に応じて、走行ダイナミク

ス制御システムの介入が制限さ
れていることがあります。
起こりうる制限については、注
意！ ABS+DTC の設定。などの
ポップアップメッセージで表示
されます。
ABSおよびASC/DTCのような走行
ダイナミクス制御システムに関
する詳細情報については、「技術
情報」の章をご覧ください。
走行モードPro OE 装備
走行モードの使用可能性につ
いては、走行モード事前選択の
個々の設定に応じて異なりま
す。
停車している場合には、選択
した走行モードは約 2 秒後に
ONになります。
走行中に新しい走行モードを
ONにするには、以下の前提条件
が必要です：
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スロットルグリップがアイドリ
ング位置にある。
ブレーキが操作されていない。
クルーズコントロールがOFFの
状態。
設定されている走行モードは、
エンジン特性曲線、ABS、ASC/
DTC、Dynamic ESAの適切な調整
も含めて、イグニッションを
OFFにした後も維持されます。

走行モードPRO
走行モードPro OE 装備

設定方法
走行モード PRO は個別に設定す
ることができます。

走行モードDYNAMIC PROの設定を
行う
イグニッションを ON にす
る ( 48)。
メニュー設定、車両設定、走行
モードの事前選択 を呼び出し
ます。
走行モード DYNAMIC PRO を選択
し、ONにします。
設定 を選択し、確定します。

システムエンジン が選択されて
います。現在の設定がグラフ 1
として、システムに関する説明
文 2 付きで表示されます。
システムを選択し、確定しま
す。

可能な設定 3 およびそれに関す
る説明 4 に目を通すことができ
ます。
システムを調整します。
システムエンジン、DTC、ABS は
同じ方法で調整することができ
ます。
設定は工場設定にリセットする
ことができます：
走行モードの設定をリセットす
る ( 63)。
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走行モードの設定をリセットす
る
走行モード DYNAMIC PRO の設定
を行う ( 62)。
リセット を選択し、確定しま
す。
走行モード DYNAMIC PRO には以
下の工場設定が適用されます：
DTC: DYNAMIC PRO
ABS: DYNAMIC
エンジン: DYNAMIC

クルーズコントロール
クルーズコントロール OE 装備

設定時の表示（制限速度情報が無
効）

クルーズコントロールのアイコ
ン 1 は、Pure Ride画面と上側の
ステータス欄に表示されます。

設定時の表示（制限速度情報が有
効）

クルーズコントロールのアイコ
ン 1 は、Pure Ride画面と上側の
ステータス欄に表示されます。

クルーズコントロールを ONにす
る

スイッチ 1 を右方向へスライ
ドさせます。
ボタン 2 を操作することがで
きます。
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車速を設定する

ボタン 1 を前方向へ短押しし
ます。

クルーズコントロールの
調整範囲

30...210 km/h
クルーズコントロール用
インジケーターが点灯しま

す。

その時の車速を維持し、記憶し
ます。

加速する

ボタン 1 を前方向へ短押しし
ます。
押すたびに速度が約 1 km/h ず
つ加速します。

ボタン 1 を前方へ押し続けま
す。
車速が無段階に加速します。
ボタン 1 がそれ以上操作され
ないと、到達した車速が維持さ
れ、保存されます。

減速する

ボタン 1 を後方へ短押ししま
す。
操作ごとに速度が約 1 km⁄h づ
つ減速します。
ボタン 1 を後方へ押し続けま
す。
車速が無段階に減速します。
ボタン 1 がそれ以上操作され
ないと、到達した車速が維持さ
れ、保存されます。

クルーズコントロールを作動解
除する
ブレーキ、クラッチまたはス
ロットルグリップ（スロットル
を基本位置よりさらに戻し、
完全に閉じる）を操作し、ク
ルーズコントロールを作動解除
します。
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クルーズコントロール用インジ
ケーターが消灯します。

前回の速度を再設定する

ボタン 1 を後方へ短押しして、
保存されている車速に再び設定
します。

スロットルを操作すること
では、クルーズコントロー

ルは作動解除されません。たと
え登録速度以下に減速するつも
りでも、スロットルグリップから
手を放した後、速度は登録速度ま
でしか下がりません。

クルーズコントロール用
インジケーターが点灯しま

す。

クルーズコントロールを OFF に
する

スイッチ 1 を左方向へずらし
ます。
システムがOFFになります。
ボタン 2 がブロックされてい
ます。

LAPTIMER
走行モードPro OE 装備

タイム計測を開始する
メニューSport を呼び出し、表
示Sport 2に切り替えます。
エンジンを始動する ( 112)。

ボタン 1 を押します。
タイム計測が進行中です。



66 取扱方法
次の走行ラップの記録を開始す
るため、スタートライン／ゴー
ルラインを越えるごとに、ボタ
ン 1 を改めて押します。
前の走行ラップのデータが保存
されます。
現在のラップのタイム
が00:00:00 で再開します。
走行ラップの停止時間は、現在
の走行ラップの進行中のタイ
ムに切り替わる前に、調整可
能な表示時間 用に表示されま
す。
記録中に表示モードが閉じられ
ても、記録はそのまま続けて行
われます。

時間計算を終了し、タイムを管理
する
前提条件
表示Sport 2が表示されます。

MENU ロッカーボタン下側を押
します。
メニューLAPTIMER が表示され
ます。
記録の終了 により、進行中の記
録を終了することができます。
ラップ により、現在のラップタ
イムおよび走行データを呼び出
すことができます。99ラップを
保存可能です。その間にラップ
が削除されない場合、さらに続
くラップは最初のラップを上書
きしていきます。

すべてのラップを削除 により、
すべてのラップを削除すること
ができます。
Best Ever を削除 により、
過去のベスト走行ラップ（Best
Ever）をリセットすることがで
きます。

ラップタイマーを調整する
メニュー設定、車両設定、ラッ
プタイマー を呼び出します。
以下の設定が可能です：
デバウンス時間：パッシングラ
イトが操作された場合、ラップ
タイム測定に影響を及ぼすこと
なく、この時間内にパッシング
ライトを再度操作することがで
きます。
表示時間：現在のラップタイム
が表示される前に、この時間内
にラップの停止時間が表示され
ます。
記録：どのベストタイムを基
準として表示するかを選択。
Best：現在の記録のベストタイ
ム、または、Best Ever：過去に
測定されたベストタイム。
進行中のベストラップ：この
機能が ONになっている場合に
は、前回のラップタイムと基準
タイムの差は表示されず、現在
のラップタイムと基準タイムの
差が表示されます。
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過去のベスト走行ラップ
過去のベスト走行ラップ（Best
Ever）は記録されている全走行
ラップで最速のものであり、さら
に速いラップが記録されるとた
だちに更新されます。
過去のベスト走行ラップは、記録
されている走行ラップが削除さ
れるときにも、登録されたまま残
ります。これにより、他の時点に
おいて新しい走行を記録し、以前
の走行のベスト走行ラップと比
較することができます。
過去のベスト走行ラップは、メ
ニューLAPTIMER で削除すること
ができます。
過去のベスト走行ラップが、登録
されている記録からのものの場
合には、対応するラップ番号が一
緒に表示されます。過去のベス
ト走行ラップにラップ番号がな
い場合には、その過去のベスト走
行ラップはすでに削除されてい
る記録からのものです。

シフトポイント用フラッシュ

シフトポイント用フラッシュを
オンおよびオフにする

メニューSettings、車両設定 を
呼び出します。
シフトポイント を ON または
OFFにします。

シフト表示を調整する
機能シフトポイント を ONにし
ます。
メニュー設定、車両設定、設定

（シフトポイント の下）を呼び
出します。
以下の設定が可能です：
回転数（開始）
回転数（終了）
明るさ
周波数。点滅周波数0 Hzは常時
点灯です。
明るさと点滅周波数の変化は、
シフトポイント用フラッシュの
短時間の点灯または点滅で明示
されます。
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盗難警報装置（DWA）

作動
盗難防止装置(DWA) OE 装備

イグニッションを ON にす
る ( 48)。
DWAを調整する ( 70)。
イグニッションを OFF にしま
す。
DWA をオンにすると、イグニッ
ションオフ後にDWAが自動的に
作動します。
作動状態にするには約 30 秒か
かります。
ウインカーが2回点灯します。
操作音が 2回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは ONになっています。
Keyless RideOE 装備

イグニッションを OFF にしま
す。
無線キーのボタン 1 を2回押し
ます。
作動状態にするには約 30 秒か
かります。
ウインカーが2回点灯します。

操作音が 2回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは ONになっています。

モーションセンサーをオフに
するには（モーターサイクルを
列車で輸送し、激しい動きでア
ラームが作動するおそれがある
場合など）、無線キーのボタン 1
をオンになる間に再度押しま
す。
ウインカーが3回点灯します。
確認音が3回鳴ります (プログ
ラミングされている場合)。
モーションセンサーはオフの状
態です。

アラーム信号
盗難防止装置(DWA) OE 装備

DWA アラームの発報は、以下に
よっても引き起こされることが
あります：
モーションセンサー
不正な車両キーによる始動の試
み。
DWA を車両バッテリーから切
り離す（DWA バッテリーが電源
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供給。アラーム音のみ、ウイン
カーの点灯なし）

DWAバッテリーが放電している場
合、車両バッテリーからの取り外
し時のアラームの発報が行われ
なくなる以外は、全機能が保持さ
れたままになります。

アラームの発報時間は約26 秒で
す。発報中は、アラーム音が鳴
り、ウインカーが点滅します。ア
ラーム音の種類はBMW Motorrad
ディーラーで調整することがで
きます。

Keyless RideOE 装備

発報しているアラームは、無線
キーのボタン 1 を押すことで中
断できます（DWA の作動解除不
要）。

ライダー不在時にアラームが発
報していた場合には、イグニッ
ションを ONにした時にアラーム
音が 1回鳴ってそれを知らせま
す。引き続き、DWA LED がアラー
ムの原因について1分間、信号を
発信します。

DWA LEDのライト信号：
1回点滅：モーションセンサー
1
2回点滅：モーションセンサー
2
3回点滅：不正なキーを使用し
て、イグニッションがONにされ
た
4回点滅：車両バッテリーから
DWAが切り離されている
5回点滅：モーションセンサー
3

作動解除
盗難防止装置(DWA) OE 装備

イグニッションを ON にす
る ( 48)。
ウインカーが1回点灯します。
操作音が 1回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは OFFの状態です。
Keyless RideOE 装備

無線キーのボタン 1 を1回押し
ます。

アラーム機能を無線キーで
作動解除した後にイグニッ

ションをONにしない場合、「イグ
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ニッションOFF後に作動」がプロ
グラミングされていると、アラー
ム機能は30 秒後に再び自動で作
動します。
ウインカーが1回点灯します。
操作音が 1回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは OFFの状態です。

DWAを調整する
イグニッションを ON にす
る ( 48)。
メニュー設定、車両設定、盗難
警報装置 を呼び出します。
以下の設定が可能です：
警告音 を調整する
傾斜センサー を ON および
OFFにする
確認音 をONおよびOFFにする
自動設定 を ONおよび OFFにす
る
盗難防止装置(DWA) OE 装備
調整方法 ( 70)

調整方法
盗難防止装置(DWA) OE 装備

警告音：立ち上がりおよび立ち
下がりまたは間欠的なアラーム
音を設定します。
傾斜センサー：傾斜センサーを
作動させ、車両の傾きをモニター
します。DWAはホイール盗難や牽
引などの際に反応します。

車両の輸送時には傾斜セン
サーを作動解除し、DWA の

発動を回避します。

確認音：DWA ON / OFF後のウイン
カーの点灯に確認アラーム音を
加えます。
自動設定：イグニッションOFF時
にアラーム機能を自動的に ONに
します。

グリップヒーター
グリップヒーター OE 装備

グリップヒーターの操作
エンジンを始動する ( 112)。

グリップヒーターは、エン
ジン作動時にのみ作動させ

ることができます。
低回転域では、グリップ
ヒーターによって電力消

費が増すことによりバッテリー
の放電に至ることがあります。
バッテリーの充電が十分でない
場合、始動性能を保持するため
に、グリップヒーターがOFFにな
ります。

ボタン 1 を繰り返し押して、
希望の暖房レベル 2 をグリッ
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プヒーターアイコン 3 の前に
表示させます。

グリップは 3段階で暖めること
ができます。高いヒーター出力
はグリップを素早く温めるのに
役立ちます。その後、低いヒー
ター出力に戻してください。

ヒーター出力（高）

ヒーター出力（中）

ヒーター出力（低）

それ以上変更が行われないと、
選択した暖房レベルが設定され
ます。
グリップヒーターを OFF にす
るには、ボタン 1 を、グリップ
ヒーターのアイコン 3 がディ
スプレイに表示されなくなるま
で繰り返し押します。

シート

シートを取り外す
前提条件
モーターサイクルを、平坦で硬い
路面の上に駐車します。

シートロック 1 を、車両キーを
使用して反時計回り（左回り）
に回します。
ベンチシートがロック解除され
ます。

シート 2 を矢印の方向 4 に持
ち上げます。
シート 2 を矢印の方向 5 にホ
ルダー 3 から引きます。
シート 2 を汚れ等のないきれ
いな面の上に置きます。
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シートを取り付ける

シート 2 矢印の方向に 4 ホル
ダー 3 の上にずらします。
ベンチシートを矢印方向 5 へ
力を入れて押します。
かみ合う音が聞こえるようにベ
ンチシートをロックします。



73



TFTディスプレイ

05



一般的な情報 76
原理 77
PURE RIDE画面 83
一般的な設定 84
BLUETOOTH 86
MY MOTORCYCLE 89
オンボードコンピューター 92
ナビゲーション 92
メディア 94
電話 95
ソフトウェアバージョンを表示する 96
ライセンス情報を表示する 96



76 TFTディスプレイ

一般的な情報

警告

警告

走行時もしくはエンジン作動
時のスマートフォン操作
事故の危険
それぞれ適用されている道路
交通規則を遵守してくださ
い。
走行時には使用しないでくだ
さい (ハンズフリーユニット
を介する通話など操作を必要
としない使用は除く)。

警告

交通状態から注意が逸れ、制御
不能になる危険
統合型情報システムおよび通
信機器を走行中に操作するこ
とで事故を起こす危険
これらのシステムおよび装置
の操作は、それが可能な交通
状況のもとでのみ行ってくだ
さい。
必要に応じて停車し、システ
ムまたは装置を停止状態で操
作してください。

Connectivity機能
Connectivity 機能にはメディ
ア、電話とナビゲーション領域
が含まれます。Connectivity 機
能は、TFT ディスプレイが携
帯端末機器およびヘルメット
と接続されている場合に利用
することができます ( 86)。
Connectivity 機能に関する詳
細情報はこちらを参照して
ください：bmw­motorrad.com/
connectivity

燃料タンクが携帯端末機
器と TFT ディスプレイの

間にあると、Bluetooth 接続が
制限される可能性があります。
BMW Motorrad は、携帯端末機器
を燃料タンクの上（ジャケットポ
ケットの中など）に収納すること
をお勧めします。

携帯端末機器によっては、
Connectivity機能の範囲が

制限される可能性があります。

BMW Motorrad Connected App
BMW Motorrad Connected Appで、
利用情報および車両情報を呼び
出すことができます。ナビゲー
ションなどの一部の機能を利用
するには、Appを携帯端末機器に
インストールして、TFTディスプ
レイと接続しておく必要があり
ます。Appを使用して目的地ガイ
ドをスタートさせて、ナビゲー
ションを調整します。
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iOS オペレーティングシ
ステム搭載機器などの一

部の携帯端末機器では、使用前
にBMW Motorrad Connected Appを
呼び出す必要があります。

本書の記述について
編集終了後に TFT ディスプレイ
が更新されることがあります。
そのため、本書の記述が実際の
モーターサイクルとは異なる場
合があります。更新情報はこち
らを参照してください：
bmw-motorrad.com/service

原理

操作エレメント

ディスプレイの全内容の操作は、
マルチコントローラー 1 およ
びMENU ロッカーボタン 2 で行い
ます。
状況に応じて以下の機能が可能
です。

マルチコントローラーの機能
マルチコントローラーを上に回
す：
リストのカーソルを上に移動さ
せます。
設定を行います。
音量を上げます。

マルチコントローラーを下に回
す：
リストのカーソルを下に移動さ
せます。
設定を行います。
音量を下げます。

マルチコントローラーを左に傾
ける：
機能をチェックコントロール
メッセージに合わせて作動させ
ます。
機能を左に、または前に戻るよ
うに作動させます。
設定後、メニュー画面に戻りま
す。
メニュー画面で：一階層上に切
り替えます。
私の車両メニューで：メニュー
画面を先にめくります。

マルチコントローラーを右に傾
ける：
選択を確定します。
設定を確定します。
メニューステップを先にめくり
ます。
リストで右にスクロールしま
す。
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私の車両メニューで：メニュー
画面を先にめくります。

MENUロッカーボタンの機能
メニューナビゲーションが
呼び出されていない場合、

ナビゲーション指示はダイアロ
グ形式で表示されます。モメン
タリボタン MENUの操作は一時的
に制限されます。
MENUの上を短押しする：
メニュー画面で：一階層上に切
り替えます。
Pure Ride 画面で：ライダー情
報ステータス欄の表示を切り替
えます。

MENUの上を長押しする：
メニュー画面で：Pure Ride 画
面を開きます。
Pure Ride 画面で：操作焦点を
Navigatorに切り替えます。

MENUの下を短押しする：
一階層下に切り替えます。
最下層に達した場合は機能しま
せん。

MENUの下を長押しする：
MENU ロッカーボタンの上を長
押ししてメニューを切り替えた
後に、前回呼び出したメニュー
に戻ります。

スタートメニューでの操作情報

操作情報は、どのような操作が
可能／不可能であるかを示しま
す。

操作情報の意味：
操作情報 1：左端に達していま
す。
操作情報 2：右にめくることが
できます。
操作情報 3：下にめくることが
できます。
操作情報 4：左にめくることが
できます。
操作情報 5：右端に達していま
す。
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サブメニューの操作情報
スタートメニューの操作情報に
加えて、サブメニューにもそれ以
外の操作情報があります。

操作情報の意味：
操作情報 1：現在の表示は階層
メニューの中にあります。アイ
コンの数はサブメニューを3つ
まで示します。上の階層に戻れ
るかどうかに応じて、アイコン
の色は変化します。
操作情報 2：さらにサブメ
ニュー階層を呼び出すことがで
きます。
操作情報 3：項目の数が表示で
きる数を超えています。

Pure Ride画面を表示する
MENU ロッカーボタン上側を長
押しします。

機能をONまたはOFFにする

メニュー項目の一部の前には
ボックスが表示されています。
このボックスは、機能が ONまた
はOFFであるかを示しています。
メニュー項目の後ろにあるアク
ションアイコンは、マルチコント
ローラーを右に短く傾けると何
がどのように切り替わるのかを
具体的に示しています。
ONと OFFの例：
アイコン 1 は、機能が ON であ
ることを示しています。
アイコン 2 は、機能がOFFであ
ることを示しています。
アイコン 3 は、機能をOFFにで
きることを示しています。
アイコン 4 は、機能を ON にで
きることを示しています。
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メニューの呼出し

Pure Ride 画面を表示す
る ( 79)。
ボタン 2 を下方向へ短く押し
ます。

以下のメニューを呼び出すこと
ができます：
My Motorcycle
ナビゲーション
メディア
電話
設定
マルチコントローラー 1 を右
に繰り返し短押しして、希望の
メニュー項目をマークします。
ボタン 2 を下方向へ短く押し
ます。

メニュー設定は停車時のみ
呼び出すことができます。

リストのカーソルを移動させる

メニューの呼出し ( 80)。
リストのカーソルを下に移動さ
せるには、希望の項目がマーク
されるまで、マルチコントロー
ラー 1 を下に回します。
リストのカーソルを上に移動さ
せるには、希望の項目がマーク
されるまで、マルチコントロー
ラー 1 を上に回します。

選択を確定する

希望の項目を選択します。
マルチコントローラー 1 を右
に短押しします。
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前回使用したメニューを呼び出
す
Pure Ride 画面で：MENU ロッ
カーボタンを長押しします。
前回使用したメニューが呼び出
されます。前回マークした項目
が選択されています。

操作対象の切り替え
NAV取付けキット OE 装備

Navigator が接続されている場
合、Navigatorと TFTディスプレ
イの操作を切り替えることがで
きます。

操作対象を切り替える
NAV取付けキット OE 装備

ナビゲーションユニットをしっ
かりと取り付ける ( 184)。
Pure Ride 画面を表示す
る ( 79)。
MENU ロッカーボタン上側を長
押しします。
操作焦点がNavigator または
TFTディスプレイに切り替わり
ます。上部ステータスバー左側
に、その都度、有効になってい
る機器がマークされています。
操作対象を改めて切り替えるま
で、操作の対象はその都度有効
になっている機器となります。
ナビゲーションシステムを操作
する ( 186)

システムステータスの表示
機能が ONまたは OFF になると、
システムステータスは下側のメ
ニュー領域に表示されます。

システムステータスの意味の
例：
システムステータス 1：ASC/
DTC機能が ONです。

ライダー情報ステータス欄の表
示を切り替える
前提条件
モーターサイクルを立てます。
Pure Ride画面が表示されている
こと。

イグニッションを ON にす
る ( 48)。
TFTディスプレイではボードコ
ンピューター（例TRIP 1）および
トラベルボードコンピューター

（例TRIP 2）からの公道の運転に
必要な全ての情報が提供されま
す。この情報は上側のステータ
ス欄に表示することができま
す。
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ライダー情報ステータスバーの
内容を選択する ( 82)。

ボタン 1 を長押しして、
Pure Ride 画面を表示させま
す。
ボタン 1 を繰り返し短押しし
て、上側のステータス欄 2 の値
を選択します。

次の値を表示可能です：
オドメーターTotal
トリップメーター 1 TRIP 1
トリップメーター 2 TRIP 2

平均燃費 1

平均燃費 2

走行時間 1

走行時間2

休止時間 1

休止時間2

平均車速1

平均車速 2

タイヤ空気圧

燃料残量メーター

走行可能距離

ライダー情報ステータスバーの
内容を選択する
メニュー設定、表示、コンテン
ツステータスライン を呼び出
します。
ご希望の表示をONにします。
ライダー情報ステータスバーで
は、選択した表示の中で切り替
えることができます。表示が選
択されていない場合は、走行可
能距離のみが表示されます。

設定を行う

希望の設定メニューを選択して
確定します。
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マルチコントローラー 1 を下
に回して、希望の設定をマーク
します。
操作情報がある場合は、マルチ
コントローラー 1 を右に傾け
ます。
操作情報がない場合は、マルチ
コントローラー 1 を左に傾け
ます。
設定が保存されました。

制限速度情報を ONまたは OFFに
する
前提条件
車両は互換性のある携帯端末
機器と接続されています。モバ
イル端末機器にBMW Motorrad
Connected アプリがインストー
ルされています。

速度制限の情報 は、（ナビゲー
ションのマップデータの編集者
により使用されている範囲内
で）現在許容されている最高速
度を示します。
メニュー設定、表示 を呼び出し
ます。
速度制限の情報 を ON または
OFFにします。

PURE RIDE画面

エンジン回転数表示

1 目盛り
2 低回転域
3 高回転域／レッドゾーン
4 指針
5 第2指針
6 回転数表示の単位：

1000 rpm

走行可能距離

走行可能距離 1 は、残りの燃料
であとどのくらいの距離を走行
できるかを示します。算出は、
平均燃費およびフューエルレベ
ルに基づいて行われます。
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モーターサイクルがサイドス
タンドで立てられている場合、
傾いているために、フューエル
レベルが正確に測れないおそれ
があります。そのため、走行可
能距離の再算出はサイドスタン
ドが格納されている状態でのみ
行います。
走行可能距離はフューエルリ
ザーブ容量に達した後に、警告
と共に表示されます。
燃料補給後に、フューエルレベ
ルがフューエルリザーブ容量を
超えている場合、走行可能距離
は新たに算出されます。
算出された走行可能距離は、
概算数値です。

シフトアップ推奨

シフトアップ推奨は、Pure Ride 1
またはの画面またはステイタス
バー 2 において、経済的に最適
な時点でシフトアップを勧める
信号を発します。

一般的な設定

音量を調整する
ライダー用ヘルメットとパッセ
ンジャー用ヘルメットを接続す
る ( 87)。
音量を上げる：マルチコント
ローラーを上に回します。
音量を下げる：マルチコント
ローラーを下に回します。
ミュートにする：マルチコン
トローラーを一番下まで回しま
す。

日付を設定する
イグニッションを ON にす
る ( 48)。
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、日付の設定 を
呼び出します。
日、月 および年 を調整します。
設定を確定します。

日付の表示形式を設定する
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、日付表示方
法 を呼び出します。
希望の設定を選択します。
設定を確定します。

時計を調整する
イグニッションを ON にす
る ( 48)。
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、時刻の設定 を
呼び出します。
時間 および分 を調整します。
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表示時刻形式を設定する
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、時刻表示方
法 を呼び出します。
希望の設定を選択します。
設定を確定します。

GPS同調を ONまたはOFFにする
NAV取付けキット OE 装備

メニュー設定、システム設定、
日付および時刻 を呼び出しま
す。
GPS 同期 を ON または OFF にし
ます。
Navigatorで対応するオプショ
ンが有効になっている場合は、
Navigatorの時間が引き継がれ
ます。
特別機能 ( 189)

表示単位を設定する
メニュー設定、システム設定、
単位 を呼び出します。

設定可能な単位は以下の通りで
す：
車速
燃費
圧力
温度

言語を設定する
メニュー設定、システム設定、
言語 を呼び出します。

設定可能な言語は以下の通りで
す：
ドイツ語

英語（UK）
英語（US）
スペイン語
フランス語
イタリア語
オランダ語
ポーランド語
ポルトガル語
トルコ語
ロシア語
ウクライナ語
中国語
日本語
韓国語
タイ語

明るさを調整する
メニュー設定、表示、明るさ を
呼び出します。
明るさを調整します。
ディスプレイの明るさは、所定
の周囲輝度を下回ると設定され
ている値に調光されます。

すべての設定をリセットする
メニュー設定 のすべての設定
を工場設定にリセットすること
ができます。
メニュー設定 を呼び出しま
す。
すべてリセットする を選択し、
確定します。

以下のメニューの設定がリセッ
トされます：
車両設定
システム設定
接続
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表示
情報

現在あるBluetooth接続は削除
されません。

BLUETOOTH

近距離無線技術
Bluetooth機能は、国別の仕様や
状況により、提供されない場合が
あります。

Bluetoothでは、周辺の無線技術
が問題となります。Bluetooth機
器はショートレンジデバイス

（限定された受信可能距離で伝
送）として、使用料のかからない
2,402 GHz～ 2,480 GHz の ISM 帯

（産業、科学および医療帯）で通
信します。この機能は世界中で
免許不要で利用することができ
ます。
Bluetoothは、接続を短距離でで
きるかぎり確実に確立するよう
に設計されてはいるものの、各種
の無線技術により障害が発生す
るおそれがあります。接続が阻
害されたり、短時間中断された
り、まったく機能しなくなること
もありえます。特に、複数の機器
を 1 つの Bluetooth ネットワー
クで利用している場合、あらゆる
状況で操作がスムーズに行われ
るという保証はありません。

考えられるノイズ源：
電波塔などによる妨害磁界。
実装されているBluetooth標準
規格が不十分な機器。
周辺に他のBluetooth対応機器
がある。

Pairing
2 つの Bluetooth 機器間の通信
接続を確立する前に、双方の機
器がお互いを認識できている必
要があります。この相互認識の
手順を「ペアリング」と言いま
す。一度認識したデバイスはメ
モリーされるので、ペアリングの
作業は最初に行うだけですみま
す。

iOS オペレーティングシ
ステム搭載機器などの一

部の携帯端末機器では、使用前
にBMW Motorrad Connected Appを
呼び出す必要があります。

ペアリングの際、TFTディスプレ
イは自分の受信範囲内にある他
の Bluetooth 対応機器をサーチ
します。ユニットが認識される
ためには、以下の条件が満たされ
なくてはなりません。
当該機器の Bluetooth 機能が
ONになっていること
当該機器が他から「検知可能」に
なっていること
ユニットはレシーバーとして
A2DP プロファイルをサポート
していなければなりません。
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その他のBluetooth対応機器が
OFFになっていなければなりま
せん（携帯電話やナビゲーショ
ンシステムなど）。

そのために必要な手順について
は、お客様コミュニケーションシ
ステムの取扱説明書を確認して
ください。

ペアリングを行う
メニュー設定、接続 を呼び出し
ます。
メニュー接続 では、
Bluetooth 接続を設定、管理、
削除することができます。以下
のBluetooth接続が表示されま
す：
携帯機器
ライダー
パッセンジャー

携帯端末機器の接続ステータス
が表示されます。

モバイル端末機器を接続する
ペアリングを行う ( 87)。
モバイル端末機器の
Bluetooth 機能を ON にします

（モバイル端末機器の取扱説明
書を参照）。
携帯機器 を選択し、確定しま
す。
新しい携帯機器のペアリン
グ を選択し、確定します。

携帯端末機器をサーチします。

ペアリング中、Bluetoothア
イコンが下側のステータス

欄で点滅します。

認識可能な携帯端末機器が表示
されます。
モバイル端末機器を選択し、
確定します。
モバイル端末機器に関する指示
を確認し、遵守してください。
コードが一致していることを確
認します。
接続が確立され、接続ステータ
スが更新されます。
接続が確立されない場合には、

「仕様（諸元）」の章のトラブル
シューティングを参照してくだ
さい。( 198)
モバイル端末機器によっては、
電話データが自動的に車両に伝
送されます。
電話データ ( 96)
電話帳が表示されない場合に
は、「仕様（諸元）」の章のトラブ
ルシューティングを参照してく
ださい。( 199)
Bluetooth接続が期待通りに機
能しない場合には、「仕様（諸
元）」の章のトラブルシュー
ティングを参照してくださ
い。( 199)

ライダー用ヘルメットとパッセ
ンジャー用ヘルメットを接続す
る
ペアリングを行う ( 87)。
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ライダー またはパッセン
ジャー を選択し、確定します。
ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを認識可能にしま
す。
新しいペアリング (ライダー)
または新しいペアリング(タン
デム) を選択し、確定します。

ヘルメットをサーチします。

ペアリング中、Bluetoothア
イコンが下側のステータス

欄で点滅します。

認識可能なヘルメットが表示さ
れます。
ヘルメットを選択し、確定しま
す。
接続が確立され、接続ステータ
スが更新されます。
接続が確立されない場合には、

「仕様（諸元）」の章のトラブル
シューティングを参照してくだ
さい。( 198)
Bluetooth接続が期待通りに機
能しない場合には、「仕様（諸
元）」の章のトラブルシュー
ティングを参照してくださ
い。( 199)

接続を削除する
メニュー設定、接続 を呼び出し
ます。
接続の削除 を選択します。
接続を個別に削除するには、
接続を選択してから確定しま
す。

すべての接続を削除するには、
すべての接続の削除 を選択し、
確定します。
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MY MOTORCYCLE

スタート画面

1 チェックコントロール表
示 ( 27)

2 クーラント温度 ( 37)
3 走行可能距離 ( 83)
4 総走行距離
5 サービス表示 ( 44)
6 車両電装システム電

圧 ( 171)
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操作情報

操作情報 1：左または右にどの
程度めくることができるかを示
すタブ。
操作情報 2：現在のメニュー画
面の位置を示すタブ。

メニュー画面でページをめくる

メニューMy Motorcycle を呼び
出します。
右にめくるには、マルチコント
ローラー 1 を右に短押ししま
す。
左にめくるには、マルチコント
ローラー 1 を左に短押ししま
す。

My Motorcycleメニューには以下
の画面が含まれています：

MY MOTORCYCLE
オンボードコンピュータ
トリップコンピュータ
サービス実施時期
チェックコントロール（現存す
る場合）
タイヤ空気圧およびチェックコ
ントロールメッセージに関する
詳細情報は、「表示」の章に記載
されています ( 27)。

チェックコントロールメッ
セージが、状況に合わせ

て、メニューMy Motorcycle のメ
ニュー画面に追加タブとして付
加されます。

オンボードコンピューターおよ
びトラベルボードコンピュー
ター
メニュー画面オンボードコン
ピュータ およびトリップコン
ピュータ は、平均値などの車両
データおよび走行データを表示
します。

サービス実施時期

次回サービスまでの期間が 1か
月以内になるか、次回サービスま
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での距離が 1000 km 以内になる
と、チェックコントロールメッ
セージが白色で表示されます。
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オンボードコンピューター

オンボードコンピューターを呼
び出す
メニューMy Motorcycle を呼び
出します。
メニューパネルオンボードコン
ピュータ が表示されるまで、
右にめくります。

オンボードコンピューターをリ
セットする
オンボードコンピューターを呼
び出す ( 92)。
MENU ロッカーボタン下側を押
します。
すべての値をリセットする ま
たは個々の値をリセットす
る を選択し、確定します。

以下の値を個別にリセットする
ことができます：
休憩
走行
現在 (TRIP 1)
速度
燃費

トラベルボードコンピューター
を呼び出す
オンボードコンピューターを呼
び出す ( 92)。
メニュー画面トリップコン
ピュータ が表示されるまで、
右にめくります。

トラベルボードコンピューター
をリセットする
トラベルボードコンピューター
を呼び出す ( 92)。
MENU ロッカーボタン下側を押
します。
自動的にリセットする また
はすべての値をリセットす
る を選択し、確定します。
自動的にリセットする が選択
されている場合、イグニッショ
ン OFF 後に 6 時間以上が経過
して日付が変わると、トラベル
ボードコンピューターは自動的
にリセットされます。

ナビゲーション

警告

警告

走行時もしくはエンジン作動
時のスマートフォン操作
事故の危険
それぞれ適用されている道路
交通規則を遵守してくださ
い。
走行時には使用しないでくだ
さい (ハンズフリーユニット
を介する通話など操作を必要
としない使用は除く)。
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警告

交通状態から注意が逸れ、制御
不能になる危険
統合型情報システムおよび通
信機器を走行中に操作するこ
とで事故を起こす危険
これらのシステムおよび装置
の操作は、それが可能な交通
状況のもとでのみ行ってくだ
さい。
必要に応じて停車し、システ
ムまたは装置を停止状態で操
作してください。

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器と接続されていること。

接続されている携帯端末機器
にBMW Motorrad Connected Appが
インストールされていること。

iOS オペレーティングシ
ステム搭載機器などの一

部の携帯端末機器では、使用前
にBMW Motorrad Connected Appを
呼び出す必要があります。

目的地アドレスを入力する
モバイル端末機器を接続す
る ( 87)。
BMW Motorrad Connected アプリ
を呼び出し、目的地ガイドをス
タートさせます。

TFTディスプレイでメニューナ
ビゲーション を呼び出しま
す。
ON になっている目的地ガイド
が表示されます。
アクティブなルートガイダン
スが表示されない場合には、

「仕様（諸元）」の章のトラブル
シューティングを参照してくだ
さい。( 199)

目的地を直近の目的地から選択
する
メニューナビゲーション、前回
の目的地 を呼び出します。
目的地を選択し、確定します。
ルート案内を開始 を選択しま
す。

目的地をお気に入りから選択す
る
メニューお気に入り は、
BMW Motorrad Connected アプ
リでお気に入り登録されている
すべての目的地を表示します。
TFTディスプレイでは新しいお
気に入りを登録することはでき
ません。
メニューナビゲーション、お気
に入り を呼び出します。
目的地を選択し、確定します。
ルート案内を開始 を選択しま
す。
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追加目的地を入力する
観光地などの追加目的地を地図
に表示させることができます。
メニューナビゲーション、POI
を呼び出します。

以下の場所を選択することがで
きます：
現在地で
目的地で
ルートに沿って
どの場所で追加目的地を検索す
るか、選択してください。

例えば、以下の追加目的地を選択
することができます：
ガソリンスタンド
追加目的地を選択し、確定しま
す。
ルート案内を開始 を選択し、
確定します。

ルート基準を決定する
メニューナビゲーション、ルー
トの基準 を呼び出します。

以下の基準を選択することがで
きます：
ルートタイプ
回避
希望のルートタイプ を選択し
ます。
ご希望の回避 を ON または
OFFにします。

有効にした回避の数がカッコ内
に表示されます。

ルート案内を終了する
メニューナビゲーション、作動
中のルート案内 を呼び出しま
す。
ルート案内を終了 を選択し、
確定します。

音声指示をONまたはOFFにする
ライダー用ヘルメットとパッセ
ンジャー用ヘルメットを接続す
る ( 87)。
ナビゲーションはコンピュー
ター音声による読み上げが可
能です。そのためには音声案
内 が ONになっている必要があ
ります。
メニューナビゲーション、作動
中のルート案内 を呼び出しま
す。
音声案内 を ONまたは OFFにし
ます。

直前の音声指示を繰り返す
メニューナビゲーション、作動
中のルート案内 を呼び出しま
す。
現在の音声案内 を選択し、確定
します。

メディア

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器および互換性のあるヘルメッ
トと接続されていること。
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音楽再生を制御する

メニューメディア を呼び出し
ます。

BMW Motorrad は、走行前に
モバイル端末機器のメディ

アおよび通話の音量を最大に設
定することを推奨します。
音量を調整する ( 84)。
次のトラック：マルチコント
ローラー 1 を右に素早く傾け
ます。
前のトラックまたは現在のト
ラックの出だし：マルチコント
ローラー 1 を左に素早く傾け
ます。
早送り：マルチコントロー
ラー 1 を右にしばらく傾けた
ままにします。
早戻し：マルチコントロー
ラー 1 を左にしばらく傾けた
ままにします。
コンテキストメニューを呼び出
す：ボタン 2 を下方向へ押し
ます。

携帯端末機器によっては、
Connectivity機能の範囲が

制限される可能性があります。
コンテキストメニューでは以下
の機能を利用できます：
再生 または一時停止。
検索および再生には、カテゴ
リー現在の再生、すべてのアー
ティスト、すべてのアルバム ま
たはすべてのタイトル を選択
します。
プレイリスト を選択します。

サブメニューオーディオ設定 で
は以下の設定を行うことができ
ます：
ランダム再生 を ON または
OFFにします。
リピート：OFF、ON（現在のタイ
トル）またはすべて を選択しま
す。

電話

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器および互換性のあるヘルメッ
トと接続されていること。
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電話をする

メニュー電話 を呼び出しま
す。
電話を受ける：マルチコント
ローラー 1 を右に傾けます。
電話を拒否する：マルチコント
ローラー 1 を左に傾けます。
通話を終了する：マルチコント
ローラー 1 を左に傾けます。

ミュートスイッチ
通話が有効な際に、ヘルメットの
マイクロフォンをミュートに切
り替えることができます。

複数の相手との通話
通話中に、別の相手からの着信を
受けることができます。最初の
通話は保留になります。継続中
の通話の数がメニュー電話 に表
示されます。2つの通話間で切り
替えを行うことができます。

電話データ
モバイル端末機器によっては、
ペアリング ( 86) 後に電話
データが車両に自動的に伝送さ
れます。
電話帳：モバイル端末機器に保
存されているコンタクトリスト
通話履歴：モバイル端末機器で
の通話リスト
お気に入り：モバイル端末機器
に保存されているお気に入りリ
スト

ソフトウェアバージョンを表示
する
メニュー設定、情報、ソフト
ウェアバージョン を呼び出し
ます。

ライセンス情報を表示する
メニュー設定、情報、ライセン
ス を呼び出します。
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ミラー

ミラーを調整する

ミラーを回してご希望の位置に
調整します。

ミラーアームを調整する

ミラーアーム接続部にかぶせて
ある保護キャップ 1 を上へず
らします。
ナット 2 を外します。
ミラーアームをご希望の位置に
回します。
ミラーアームを保持しながら、
ナットをトルクで締め付けま
す。

ミラー（ロックナット）
とクランプ

22 Nm (左ネジ)
保護キャップを接続部の上へず
らします。

ヘッドライト

光軸およびスプリングプリロー
ド
通常、積載条件に応じてスプリン
グプリロードを調整することに
より、光軸は常に一定になりま
す。
積載荷重による負荷が非常に高
い場合、スプリングプリロードの
調整が不十分になっていること
があります。その場合は、光軸を
重量に合わせて調整する必要が
あります。

光軸が正しく調整されて
いるか疑わしい場合には、

できればBMW Motorrad、もしくは
専門の整備工場に調整状態を確
認するよう依頼してください。
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光軸を調整する

積載負荷が高く、スプリングプリ
ロードの調整が適切でない場合
には、対向車を眩惑しないように
するため、以下の手順を実行しま
す：
左右ヘッドライトの光軸の
高さの調整をアジャストスク
リュー 1（左右）で行います。

モーターサイクルを再度、積載を
少なくして走行する場合：
ヘッドライトを基本設定に戻し
ます。

ナット 1 を外します。
ヘッドライト 2 を軽く傾けて
調整します。
ナット 1 を締め付けます。

クラッチ

クラッチレバーを調整する

警告

走行中のクラッチレバーの調整
事故の危険
クラッチレバーの調整はモー
ターサイクルを停止させた状
態で行ってください。

クラッチレバーとハンドルグ
リップ間の間隔を大きくするに
は、アジャストスクリュー 1 を
時計回りに回します。
クラッチレバーとハンドルグ
リップ間の間隔を小さくするに
は、アジャストスクリュー 1 を
反時計回りに回します。

クラッチレバーを前に向
かって押すと、アジャスト

スクリューをより簡単に回せる
ようになります。



102 調整

ブレーキ

ブレーキレバーを調整する

警告

ブレーキフルードタンクの位
置の変更
ブレーキシステム内のエア
ハンドルバーフィッティング
またはハンドルバーを回せな
い。

警告

走行中にブレーキレバーを調
整する
事故が起こる危険
ブレーキレバーの調整は、
必ずモーターサイクルを停止
させた状態で行ってくださ
い。

調整ボルト 1 を反時計回りに
回し、ハンドブレーキレバーと
ハンドルグリップの間の間隔を
広げます。

調整ボルト 1 を時計回りに回
し、ハンドブレーキレバーとハ
ンドルグリップの間の間隔を狭
めます。

ブレーキレバーを前方へ
押すと、アジャストスク

リューは簡単に回ります。

スプリングプリロード
Dynamic ESA OE 非装備

調整
リヤホイールのスプリングプリ
ロードを、モーターサイクルの
積載荷重に合わせて調整してく
ださい。積載荷重が重くなれば、
スプリングプリロードを高く調
整し、重量が軽くなれば、それ
に合わせてスプリングプリロー
ドも低く調整する必要がありま
す。

リヤホイールのスプリングプリ
ロードを調整する
シートを取り外す ( 71)。
ツールキットを取り外します。



103

警告

スプリングプリロードとスプ
リングストラットダンピング
の調整が適合していない。
走行特性の低下。
スプリングストラットダンピ
ングをスプリングプリロード
に合わせて調整します。

スプリングプリロードを高くす
るには、ツールキットを使用し
てアジャストノブ 1 を時計回
りに回します。
スプリングプリロードを低くす
るには、ツールキットを使用し
てアジャストノブ 1 を反時計
回りに回します。

リヤスプリングプリロー
ド基本調整

アジャストノブを反時計回り
（左回り）にストップ位置まで
回します。(1名乗車時、荷物積
載なし)

リヤスプリングプリロー
ド基本調整

アジャストノブをストップ位
置まで反時計回りに回してか
ら、時計回りに 20 回転回しま
す。(1 名乗車時、荷物積載あ
り)
アジャストノブをストップ
位置まで時計回りに回しま
す。(2名乗車+荷物積載時)
ツールキットを再び組み込みま
す。
シートを取り付ける ( 72)。

ショックアブソーバー
Dynamic ESA OE 非装備

調整
ショックアブソーバーは、必ず
路面状態およびスプリングプリ
ロードに合わせて、調整してくだ
さい。
凸凹のある路面では、平坦な路
面の場合よりも、ショックアブ
ソーバーはソフトに設定されて
いる方が効果的です。
スプリングプリロードが高い場
合は、ショックアブソーバーも
ハードに調整し、スプリングプ
リロードが低い場合は、ショッ
クアブソーバーもソフトに調整
する必要があります。
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リヤホイールのショックアブ
ソーバーを調整する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。

ショックアブソーバーをアジャ
ストスクリュー 1 で調整しま
す。

ダンピングをハードにするに
は、アジャストスクリュー 1 を
時計回りに回します。
ダンピングをソフトにするに
は、アジャストスクリュー 1 を
反時計回りに回します。

リヤショックアブソー
バーの基本調整

アジャストスクリューをス
トップ位置まで時計回りに
回してから、1.5 回転戻しま
す。(1 名乗車時、荷物積載な
し)
調整ボルトをストップ位置
まで時計回りに回してから、
0.5 回転戻します。(1 名乗車
時、荷物積載あり)
アジャストスクリューをス
トップ位置まで時計回りに
回してから、0.25 回転戻しま
す。(後席乗車時、荷物積載あ
り)



105



走行

07



安全に関する注意事項 108
定期点検 111
始動 112
慣らし走行 116
ギヤチェンジ 116
シフトポイント用フラッシュ 118
ブレーキ 118
駐車 120
給油 121
モーターサイクルを搬送用に固定します 126



108 走行

安全に関する注意事項

ライダーエクイップメント
正しい装備品を装着／着用しな
いでモーターサイクルに乗るこ
とは、極めて危険です。次のアイ
テムを、必ず装着／着用してくだ
さい。
ヘルメット
ライディングスーツ
グローブ
ブーツ

走行距離の長短や季節にかかわ
らず、これらのアイテムは必ず
装着／着用しなければなりませ
ん。BMW Motorrad ディーラーは
喜んでご相談に応じます。また、
それぞれの目的に合わせた、適切
なアイテムをご用意していま
す。

警告

むき出しで動いている車両部
品（ホイール、ドライブシャフ
ト）に、荷物、ゆったりと着用
した衣服、ベルトなどが巻き込
まれる
事故が起こる危険
むき出しで動いている車両部
品に、ゆったりと着用した衣
服などが決して巻き込まれる
ことがないようにしてくださ
い。
荷物やテンションベルト、
ラッシングストラップなど
は、むき出しで動いている車
両部品から離れたところに保
持してください。

最大許容バンク角の減少
ローダウン OE 装備

ローダウンサスペンションを装
着しているモーターサイクルの
場合、標準サスペンションを装備
しているモーターサイクルより
も、可能なバンク角度が小さくな
り、最低地上高が低くなります

（「仕様（諸元）」の章を参照）。
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警告

ローダウン仕様のモーターサ
イクルでコーナリングを行う
場合に、車両部分を通常より早
めに起こすことができます。
転倒の危険
車両の最大許容バンク角を注
意深く確認し、走行スタイル
をそれに合わせて調整してく
ださい。

危険のない状況で、ご使用のモー
ターサイクルの許容バンク角を
点検してください。縁石の角や
障害物などを乗り越えるときに
は、車両の最低地上高が低く制限
されていることを考慮に入れて
ください。

ローダウンサスペンションの
モーターサイクルでは、スプリ
ングトラベルが短くなります。
それまでの走行快適性も制限さ
れる可能性があります。タンデ
ム走行においては専用にスプリ
ングプリロードを調整する必要
があります。

荷物の積み方

警告

積載超過や不均等な積載によ
り、走行安定性が損なわれる
転倒の危険
許容総重量を超えないように
し、積載に関する注意をお守
りください。

スプリングプリロードおよび
ショックアブソーバーの設定を
車両重量に合わせて調整しま
す。
ケース OA 装備
ケースの容量が左右均等になっ
ているか確認します。

重量が左右均等になっているか
確認します。
重いものはケースの下部の内側
に入れます。
最大積載荷重および最高速
度を確認し、遵守してくださ
い（「アクセサリー」の章も参
照 ( 182)）。

ケースごとの積載荷重

max 5 kg

トップケース OA 装備
最大積載荷重および最高速
度を確認し、遵守してくださ
い（「アクセサリー」の章も参
照 ( 184)）。
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トップケースの積載荷重

max 5 kg

車速
高速走行時には、以下のようなさ
まざまな周辺条件が、モーターサ
イクルの走行特性に悪影響を及
ぼす可能性があります：
スプリングプリロードおよび
ショックアブソーバーの間違っ
た調整
荷物積載のアンバランス
不適切な服装
タイヤ空気圧が低すぎる
タイヤトレッドの摩耗
ケース、トップケース、タンク
バッグなどのラゲッジシステム
が取り付けられている。

有毒物質
排気ガスは無色無臭ですが、たい
へん有毒な一酸化炭素を含有し
ています。

警告

健康を害するおそれのある排
ガス
窒息の危険
排ガスを吸い込まないように
してください。
閉め切った場所で、エンジン
を作動させないでください。

警告

健康を損なう蒸気などを吸い
込むこと
健康を損なう危険
フルード類およびプラスチッ
ク類から生じる蒸気を吸い込
まないでください。
モーターサイクルは屋外での
み使用してください。

火傷の危険

注意

走行中のエンジンおよびエキ
ゾーストシステムの過熱
火傷の危険
車両を駐車した後、誰も、何
も、エンジンやエキゾースト
システムに触れないように注
意してください。

触媒コンバーター
ミスファイアーにより触媒コン
バーターに未燃焼のガソリンが
流入した場合、オーバーヒート
や損傷が生じるおそれがありま
す。
以下の規定を遵守してくださ
い：
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フューエルタンクを空にしない
スパークプラグのキャップを外
したままエンジンを作動させな
い
ミスファイアーが発生した場合
は、ただちにエンジンを停止さ
せる
無鉛ガソリンのみを使用する
指定されているメインテナンス
スケジュールを遵守する。

重要事項

触媒コンバーター内の未燃焼
燃料
触媒コンバーターの損傷
触媒コンバーターの保護のた
め、作動ポイントに注意して
ください。

オーバーヒート

重要事項

長時間のアイドリング
冷却不足によるオーバーヒー
ト、極端な場合には車両の燃焼
エンジンを不必要にアイドリ
ングしたままにしないでくだ
さい。
エンジンを始動したら、ただ
ちに発進してください。

改造

重要事項

モーターサイクルの改造（例：
エンジンマネジメントシステ
ム、スロットルバタフライ、ク
ラッチ）
関連するコンポーネントの損
傷、安全に関わる機能の故障、
保証の失効
いかなる改造も行わないでく
ださい。

定期点検

チェックリストを確認し、遵守す
る
モーターサイクルを定期的に点
検するため、以下のチェックリ
ストを使用してください。

積載状態に変化があった場合：
Dynamic ESA OE 非装備
リヤホイールのスプリングプリ
ロードを調整する ( 102)。

リヤホイールのショックアブソ
ーバーを調整する ( 104)。

Dynamic ESA OE 装備
サスペンションを調整す
る ( 58)。

走行開始のたびに：
ブレーキシステムの機能を点検
します。
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照明および信号装置の機能を点
検します。
クラッチの機能を点検す
る ( 153)。
タイヤのトレッド溝の深さを点
検する ( 155)。
タイヤ空気圧を点検す
る ( 155)。
ケースおよび荷物が確実に固定
されているか確認します。

燃料補給3回目ごと：
エンジンオイルレベルを点検す
る ( 146)。
フロントブレーキパッド厚を点
検する ( 149)。
リヤブレーキパッド厚を点検す
る ( 150)。
フロントブレーキフルードレベ
ルを点検する ( 150)。
リヤブレーキフルードレベルを
点検する ( 152)。
クーラントレベルを点検す
る ( 154)。
チェーンの潤滑を行
う ( 166)。
チェーンの張り具合を点検す
る ( 167)。

始動

エンジンを始動する

重要事項

エンジン作動状態でのみ、ギヤ
ボックスの潤滑が十分に行わ
れている。
ギヤボックスの損傷
エンジンを停止した状態で
モーターサイクルを長時間前
進させたり、長い距離を惰行
させないでください。

イグニッションを ON にす
る ( 48)。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 113)
ABS 自己診断が実施されま
す。( 114)
DTC 自己診断が実施されま
す。( 115)
ニュートラルに設定するか、
ギヤを入れた状態でクラッチを
切ります。

サイドスタンドを立ててい
る状態でもギヤを入れるこ

とはできますが、モーターサイク
ルを発進させることはできませ
ん。モーターサイクルをニュー
トラルで始動させ、サイドスタン
ドを出した状態で 1速に入れる
と、エンジンは停止します。
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スターターボタン 1 を操作し
ます。

バッテリー電圧が十分でな
い場合、始動動作は自動的

に中断されます。始動操作を続
ける前に、バッテリーを充電する
か、ジャンプスタートを行ってく
ださい。
詳細については、「メインテナン
ス」の章の「ジャンプスタート」
を参照してください。

エンジンが始動します。

エンジンが始動しない場合は、
「仕様（諸元）」の章のトラブル
シューティングを参照してくだ
さい。( 198)

Pre-Ride-Check（走行前点検）
イグニッションを ONにした後、
メーターパネルがインジケー
ター／警告灯のテスト、いわゆ
るPre-Ride-Check（走行前点検）
を実施します。その終了前にエ
ンジンを始動すると、テストは中
断されます。

ステップ1
すべてのインジケーター／警告
灯が点灯します。
車両が比較的長い間停止状態に
あった後にシステムをスタート
されると、アニメーションが表示
されます。

段階2
ジェネラル警告灯が赤から黄に
変わります。

ステップ3
点灯しているすべてのインジ
ケーター／警告灯が逆の順序で
消灯します。

駆動システム故障警告灯は15 秒
後に消灯します。

インジケーター／警告灯が点灯
しなかった場合：
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

走行モードまたはその設定
に応じて、走行ダイナミク

ス制御システムの介入が制限さ
れていることがあります。
起こりうる制限については、注
意！ ABS+DTC の設定。などの
ポップアップメッセージで表示
されます。
ABSおよびASC/DTCのような走行
ダイナミクス制御システムに関
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する詳細情報については、「技術
情報」の章をご覧ください。

ABS自己診断
BMW Motorrad ABS の作動可能状
態は、自己診断により点検されま
す。自己診断は、イグニッション
を ONにすると自動的に始まりま
す。

ステップ1
停止状態で診断可能なシステム
コンポーネントの点検。

ABS インジケーター／警告
灯が点滅します。

段階2
発進時のホイール回転数セン
サーの点検。

ABS インジケーター／警告
灯が点滅します。

ABS自己診断が終了
ABS 表示灯／警告灯が消灯しま
す。

ABS 自己診断が完了して
いません

ABS は、自己診断が完了しな
かったため、使用できませ
ん。(ホイール回転数センサー
を点検するには、モーターサイ
クルが最低速度に達する必要
があります：5 km/h)

ABS 自己診断の完了後に、ABSの
不具合が表示される場合：
走行を続行することは可能で
す。ABS 機能が使用できないこ
とに注意してください。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ASC自己診断
BMW Motorrad ASC の作動可能状
態は、自己診断により点検されま
す。自己診断は、イグニッション
を ONにすると自動的に始まりま
す。

ステップ1
診断可能なシステムコンポーネ
ントを停止状態で点検します。

ASC インジケーター／警告
灯がゆっくりと点滅しま

す。

段階2
走行中に診断可能なシステムコ
ンポーネントを点検します。

ASC インジケーター／警告
灯がゆっくりと点滅しま

す。

ASC自己診断が終了
ASC 表示灯／警告灯が消灯しま
す。
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すべてのインジケーター／警告
灯の表示に注意してください。

ASC の自己診断が完了し
ていません

自己診断が完了しなかったた
め、ASCは使用できません。(ホ
イールセンサーを点検するに
は、モーターサイクルが最低速
度に達する必要があります：
min 5 km/h)
ASC 自己診断の終了後、ASCの故
障が表示される場合：
走行を続行することは可能で
す。ASC 機能が使用できないこ
とに注意してください。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

DTC自己診断
BMW Motorrad DTC の作動可能状
態は、自己診断により点検されま
す。自己診断は、イグニッション
を ONにすると自動的に始まりま
す。

ステップ1
停止状態で診断可能なシステム
コンポーネントの点検。

ゆっくりと点滅します。

段階2
発進時に診断可能なシステムコ
ンポーネントの点検。

ゆっくりと点滅します。

DTC自己診断が終了しました
DTC アイコンが表示されなくな
ります。

すべてのインジケーター／警告
灯の表示に注意してください。

DTC 自己診断が完了して
いません

自己診断が完了していないた
め、DTC 機能を使用できませ
ん。(ホイール回転数センサー
の点検を行うには、モーターサ
イクルがエンジン作動状態で
最低速度に達していなければ
なりません：min 5 km/h)
DTC 自己診断の完了後に、DTCの
不具合が表示される場合：
走行を続行することは可能で
す。DTC 機能が使用できない、
または機能の使用に制限がある
ことに注意してください。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
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慣らし走行

エンジン
初回点検までは、スロットル開
度とエンジン回転数を頻繁に変
化させてください。一定の回転
数での長時間の走行は避けてく
ださい。
できる限り高速道路は避け、
カーブが多く、なだらかな坂の
ある道を選んでください。
慣らし走行中のエンジン回転数
を遵守してください。

慣らし走行中のエンジン
回転数

<6500 min-1 (走行距離
0...1200 km)
フルロードなし (走行距離
0...1200 km)
慣らし運転を行う際に従うべき
走行距離を守ってください。

最初の慣らし運転までの
走行距離

500...1200 km

ブレーキパッド
新品のブレーキパッドは、最適な
摩擦力に達するまで、慣らし走行
が必要です。この段階のブレー
キの効きの弱さは、ブレーキレ
バーを強く握ることで補うこと
ができます。

警告

新しいブレーキパッド
制動距離の延長、事故を起こす
危険
早めにブレーキングしてくだ
さい。

タイヤ
新しいタイヤの表面はきわめて
なめらかな状態です。したがっ
て、表面が適度に荒れるまで、
慎重に慣らし走行を行う必要が
あります。タイヤの持つ最大の
グリップ力を引き出すためには、
この慣らし手順を必ず実行して
ください。

警告

路面が濡れている場合や著し
く傾斜している場所で新しい
タイヤのグリップが失われる
事故の危険
よく前方に注意して走行し、
急な傾斜のある場所は回避し
てください。

ギヤチェンジ
シフトアシストPro OE 装備

ギヤシフトアシストPro
ギヤシフトアシストPro を
使用してシフトダウンを行

う場合には、安全上の理由から、
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クルーズコントロールは自動的
にOFFになります。

ギヤのかみ合わせは、従来と同
様に、シフトペダルにかかる踏
力で行われます。
ギヤシフトアシストはシフト
アップ／シフトダウンにおいて
ライダーをサポートするもので
す。シフトアップ／シフトダウ
ンの際に、クラッチやスロット
ルグリップを操作する必要があ
りません。
オートマチックは関係がありま
せん。
ライダーがシステムの重要な構
成要素であり、シフトを行う時
点を決定します。
シフトシャフトのセンサー 1
がシフトの希望を検知し、シフ
トサポートを開始させます。
定速走行時にローギヤのまま
高回転域に達している場合、ク
ラッチ操作なしでのギヤシフト
は過度な荷重移動による反応を
招くおそれがあります。
BMW Motorradは、このような走
行条件においてはクラッチ操作

を伴うシフト切替のみをお勧め
します。
スピードリミッターの範囲でギ
ヤシフトアシストProを使用す
ることは避けてください。
以下の状況では、シフトアシス
トは作動しません：
クラッチが操作されている場
合。
シフトレバーが初期位置にない
場合
スロットルバタフライを閉じた
状態（惰性走行）または減速時の
シフトアップ。
スロットルバタフライが開いて
いる状態またはスロットルを操
作して開けた場合のシフトダウ
ン時。
ギヤシフトアシストProを使用
してさらにギヤ切替を行える
ようにするには、シフト動作後
に、シフトレバーにかかる負
荷を完全に解除します。詳細
情報：ギヤシフトアシストPro
( 139)
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シフトポイント用フラッシュ

機能

シフトポイント用フラッシュ 1
は、高速へのシフトチェンジのタ
イミングに近づいていることを
知らせます。
設定されている周波数でシフト
ポイント用フラッシュが点滅：
シフト回転数に間もなく到達し
ます
シフトポイント用フラッシュが
消灯：シフト回転数に達してい
ます

回転数しきい値およびシフトポ
イント用フラッシュの点灯方法
については、メニュー設定, 車両
設定 で調整することができます

（「操作」の章も参照 ( 67)）。

ブレーキ

制動距離を最短にするには？
フロント／リヤホイール間の力
学的な負荷配分は、ブレーキング
によって変わります。ブレーキ
ングが強くなるほど、フロントホ
イールにはより大きな負荷がか
かります。そしてホイールにか
かる負荷が大きくなるほど、より
大きな制動力が伝達されます。
制動距離を最短にするには、
徐々に強くなるようフロント
ブレーキをかけることが必要で
す。それにより、フロントホイー
ルにかかる負荷の力学的な増加
が、最も効果的に利用されます。
同時に、クラッチは切っておく必
要があります。しばしばトレー
ニングされる「緊急ブレーキ」で
は、ブレーキ圧ができるかぎり早
急に最大の力で生成されます。
力学的な負荷配分が減速に追い
つけなくなり、制動力が完全には
路面に伝達できなくなります。
フロントホイールがロックする
おそれがあります。
フロントホイールのロックは、
BMW Motorrad ABS によって回避
されます。
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下り坂

警告

山道や狭い通路などを抜ける
ときに強烈なリヤブレーキを
かける
オーバーヒートによるブレー
キの破損、制動作用の損失
フロントおよびリヤブレー
キを作動させて、エンジンブ
レーキを使用してください。

濡れて汚れたブレーキ
ブレーキディスクやブレーキ
パッドが濡れていたり汚れてい
たりすると、ブレーキの効きが悪
くなります。
以下の状況では、ブレーキの効き
が遅れたり悪くなったりするこ
とを、必ず考慮してください：
雨天走行時や、水たまりの中を
走行した場合。
洗車の後。
塩が撒かれた路面を走行したと
き。
ブレーキ関連作業の後で、オイ
ルやグリースの残留物による。
汚れている路面や、オフロード
の走行時。

警告

濡れや汚れが原因でブレーキ
の効きが悪くなる
事故の危険
ブレーキを乾燥させて汚れを
とり、必要に応じて清掃しま
す。
再び制動力を完全に発揮でき
るようになるまでは、ブレー
キを早めに操作してくださ
い。

ABS Pro
走行モードPro OE 装備

走行における物理的限界

警告

コーナーにおけるブレーキング
ABS Pro 装備でもある転倒の危
険性
どのような走行スタイルを適
切とするか、ライダーの責任
が問われます。
安全のためのサポートを、
リスキーな走行により制限し
ないでください。

ABS Pro はDynamic PRO 以外のす
べての走行モードで使用するこ
とができます。
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転倒をなくすことはできない
たとえABS Proがライダーのため
に、バンク時のブレーキングの際
に100％のサポートを行い、安全
性において著しいプラス効果を
発揮しても、走行における物理法
則の限界を超えられるものでは
ありません。従来と同様に、誤っ
た判断や運転ミスなどにより、
この限界を超えることがありま
す。極端なケースでは、それが転
倒につながることもあります。

公道での使用
ABS Pro は、公道においてモー
ターサイクルをより安全に使用
するためのものです。コーナー
における思いがけない危険な状
況が原因のブレーキング時に、
走行における物理的限界の範囲
内で、ホイールのロックやスリッ
プを回避します。

ABS Pro はバンク時の個々
のブレーキ性能の向上のた

めに開発されたものではありま
せん。

駐車

サイドスタンド
エンジンを停止させます。

重要事項

スタンドを使用している路面
の状態が悪い
転倒によるコンポーネントの
損傷
スタンドを立てる路面が、
平坦で固くしっかりとしてい
るか確認してください。

重要事項

追加重量によるサイドスタン
ドの負荷
転倒によるコンポーネントの
損傷
車両がサイドスタンドで立て
られている状態のときには、
着座しないでください。

サイドスタンドを出し、モー
ターサイクルを立てます。
路面の傾斜に無理がなければ、
ハンドルバーを左へ回しておき
ます。
勾配のある路面では、モーター
サイクルを「上り」方向に向けて
立て、1速に入れます。

メイン（センター）スタンド
センタースタンド OE 装備

エンジンを停止させます。
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重要事項

スタンドを使用している路面
の状態が悪い
転倒によるコンポーネントの
損傷
スタンドを立てる路面が、
平坦で固くしっかりとしてい
るか確認してください。

重要事項

激しい動きとともにメイン（セ
ンター）スタンドを格納する
転倒によるコンポーネントの
損傷
メイン（センター）スタンドを
出したままの状態でモーター
サイクルに着座しないでくだ
さい。

メイン（センター）スタンドを出
し、モーターサイクルを立てま
す。

給油

燃料品質
前提条件
最適な燃費となるよう、サル
ファー（硫黄）フリーの燃料、また
はできる限り硫黄が少ない燃料
を使用してください。

重要事項

有鉛ガソリンを給油する
触媒コンバーターの損傷
有鉛ガソリンや金属添加物

（マンガン／鉄など）を含む燃
料は決して給油しないでくだ
さい。

燃料に含まれるエタノールの最
大比率に注意してください。

ガソリン添加剤はフューエ
ルインジェクションシステ

ムおよび燃焼エリアを洗浄する
効果があります。低品質の燃料
を給油した場合、または、長期間
使用しなかった場合には、ガソリ
ン添加剤を使用する必要があり
ます。詳しい情報につきまして
は、BMW Motorradディーラーにお
問い合わせください。

推奨フューエルグレード

無鉛プレミアムガソリン（ハイ
オク）(最大 15 ％エタノール、
E15)
95 ROZ/RON
90 AKI
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給油手順

警告

フューエルは簡単に引火します
火災や爆発の危険
フューエルタンクに関する
作業時には、いかなる場合で
も、決してタバコを吸ったり、
火を使ったりしないでくださ
い。

警告

燃料タンクの充填量が多すぎ
ると、熱の影響で燃料が膨張し
た場合に漏れる
転倒の危険
フューエルタンクを充填しす
ぎないでください。

重要事項

プラスチック表面に燃料が付着
表面の損傷（見苦しくなる、また
はつやのない状態になる）
プラスチック表面が燃料に触
れた場合には、ただちに清掃
します。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをサイ
ドスタンドで立てます。
センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ

ン（センター）スタンドで立てま
す。

保護キャップ 1 を開きます。
フューエルタンクのロック 2
を、車両キーを使用して時計回
りに回してロック解除し、開き
ます。

燃料の補給はフィラーネックの
下端までにしてください。

燃料残量を下回った後に給
油を行う場合、給油後の充

填量が燃料残量を上回る必要が
あります。これにより新たな充
填レベルが検知され、燃料残量警
告灯がOFFになります。
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テクニカルデータ（仕様
諸元）に記載されている

「フューエル容量」は、フューエ
ルタンクが空に近づき、燃料不足
でエンジンが停止したときに給
油できる燃料の量です。

フューエルタンク容量

約13 l

フューエルリザーブ容量

約3.5 l
フューエルタンクキャップを強
く押して閉めます。
車両キーを抜き取り、保護
キャップを閉めます。

給油手順
Keyless RideOE 装備

前提条件
ステアリングロックはロック解
除された状態です。

警告

フューエルは簡単に引火します
火災や爆発の危険
フューエルタンクに関する
作業時には、いかなる場合で
も、決してタバコを吸ったり、
火を使ったりしないでくださ
い。

警告

燃料タンクの充填量が多すぎ
ると、熱の影響で燃料が膨張し
た場合に漏れる
転倒の危険
フューエルタンクを充填しす
ぎないでください。

重要事項

プラスチック表面に燃料が付着
表面の損傷（見苦しくなる、また
はつやのない状態になる）
プラスチック表面が燃料に触
れた場合には、ただちに清掃
します。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをサイ
ドスタンドで立てます。
センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター）スタンドで立てま
す。

Keyless RideOE 装備
イグニッションを OFF にす
る ( 51)。

イグニッションを OFFにし
た後、無線キーが受信範囲

内にない場合でも、タンクキャッ
プを特定のアフターランニン
グ時間以内に開くことができま
す。
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タンクキャップを開くた
めのアフターランニング

時間

2 min
タンクキャップは、以下の2 つ
の方法で開くことができます：
アフターランニング時間内。
アフターランニング時間の経過
後。

バリエーション1
Keyless RideOE 装備

前提条件
アフターランニング時間内

タンクキャップのタブ 1 を
ゆっくりと引き上げます。
タンクキャップはロック解除さ
れています。
タンクキャップを完全に開きま
す。

バリエーション2
Keyless RideOE 装備

前提条件
アフターランニング時間の経過
後

無線キーを受信範囲内に持ち込
みます。
タブ 1 をゆっくりと引き上げ
ます。
無線キーを検索している間は、
無線キー用表示灯が点滅しま
す。
タンクキャップのタブ 1 を再
びゆっくりと引き上げます。
タンクキャップはロック解除さ
れています。
タンクキャップを完全に開きま
す。

前述のグレードのフューエルを
フィラーネックの下端（MAX 位
置）まで補給します。

燃料残量を下回った後に給
油を行う場合、給油後の充

填量が燃料残量を上回る必要が
あります。これにより新たな充
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填レベルが検知され、燃料残量警
告灯がOFFになります。

テクニカルデータ（仕様
諸元）に記載されている

「フューエル容量」は、フューエ
ルタンクが空に近づき、燃料不足
でエンジンが停止したときに給
油できる燃料の量です。

フューエルタンク容量

約13 l

フューエルリザーブ容量

約3.5 l
フューエルタンクのタンク
キャップを、力を込めて下へ押
します。
タンクキャップが音とたてては
まります。
アフターランニング時間の経過
後、タンクキャップが自動的に
ロックします。
しっかりとかみ合ったタンク
キャップは、ハンドルロックの
ロックまたはイグニッション
ONに伴い、ただちにロックがか
かります。

タンクキャップ緊急ロック解除
機構を開く
Keyless RideOE 装備

タンクキャップが開きません。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ボルト 1 を取り外します。
緊急ロック解除機構 2 を取り
外します。
タンクキャップはロック解除さ
れています。
タンクキャップを完全に開きま
す。
給油 ( 123)。
タンクキャップ緊急ロック解除
機構を閉じる ( 125)。

タンクキャップ緊急ロック解除
機構を閉じる
Keyless RideOE 装備
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前提条件
タンクキャップは閉じている状
態です。

緊急ロック解除機構 2 を位置
決めします。
ボルト 1 を取り付けます。

モーターサイクルを搬送用に固
定します
テンションストラップ（固定用
ベルト）が取り回されているす
べてのコンポーネントを、損傷
しないように保護します（接着
テープや柔らかなウェスなどを
使用してください）。

重要事項

リフトアップのときに車両が
左右に傾く
転倒によるコンポーネントの
損傷
車両が倒れないよう、サポー
トする方と一緒に作業するよ
うにしてください。

モーターサイクルを搬送用プ
レートの上へ移動させます。
サイドスタンドやメイン（セン
ター）スタンドで立てないでく
ださい。



127

重要事項

コンポーネントの挟み込み
コンポーネントの損傷
コンポーネント（ブレーキラ
インやケーブルなど）が挟み
込まれないようにしてくださ
い。

フロント側テンションストラッ
プをロアーフォークブリッジに
取り付けてピンと張ります（左
右）。

リヤ側テンションストラップを
フットレストプレートに取り付
けて固定し、ピンと張ります（左
右）。

すべてのテンションストラップ
を均一にピンと張ります。



技術情報

08



一般的な情報 130
アンチロックブレーキシステム（ABS) 130
トラクションコントロール（ASC/DTC） 133
エンジンブレーキトルクレギュレーター 134
DYNAMIC ESA 135
走行モード 136
ダイナミックブレーキコントロール 138
ギヤシフトアシスト 139
アダプティブヘッドライト 140



130 技術情報

一般的な情報
技術に関するさらに詳しい情報
については、以下を参照してくだ
さい：
bmw-motorrad.com/technology

アンチロックブレーキシステム
（ABS)

ABS はどのように作動するので
しょう？
路面に伝達される最大ブレーキ
フォースは、様々な要因の中で
も、路面の摩擦係数に依存してい
ます。砂利、凍結、雪、水に覆わ
れた路面の摩擦係数は、乾いた、
クリーンなアスファルトの路面
に比べてはるかに低いものにな
ります。路面の摩擦係数が低く
なるほど、制動距離は長くなりま
す。
ライダーがブレーキ圧を上げた
ときに、路面にかかる最大制動力
が限界を越えると、ホイールが
ロックし、方向安定性が失われ
ます。そのため、転倒するおそれ
があります。このような状況に
なる前に、ABSが介入して、伝達
される最大制動力にブレーキ圧
を適応させます。それによりホ
イールが回転し続け、路面状態に
関係なく走行安定性が維持され
ます。

凸凹のある路面で起こること
は？
起伏や凸凹のある路面によって、
タイヤと路面のコンタクトが一
時的に失われ、その結果、伝達さ
れるブレーキフォースがゼロに
落ち込むということが起こりえ
ます。このような状況でブレー
キングが行われる場合、路面との
コンタクトが復活したときに走
行安定性を確保するため、ABSは
ブレーキ圧を下げる必要があり
ます。このときBMW Motorrad ABS
は、想定しうるいかなる状況にお
いてもホイールが回転し、それに
よりモーターサイクルの安定性
が確実になるよう、摩擦係数（ぬ
かるみ、凍結、雪の場合）をかな
り低く見積もっています。実際
の状況が明らかになった後、シス
テムはブレーキ圧を最適な値に
セットしなおします。

リヤホイールの浮き上がり
減速が著しく急激な場合、状況に
よってはBMW Motorrad ABS はリ
ヤホイールの浮き上がりを回避
できないことがあります。この
ような場合、モーターサイクルの
横転もありえます。
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警告

急激なブレーキによるリヤホ
イールの浮き上がり
転倒の危険
急ブレーキの際には、ABS制御
は、必ずしも常にリヤホイー
ルの浮き上がりを防ぐもので
はないことに注意してくださ
い。

BMW Motorrad ABS はどのように
設計されているのでしょう？
BMW Motorrad ABSは、物理的限界
内で、さまざまな路面における走
行安定性を確保するためのもの
です。

車速が 4 km/h を超えると、
BMW Motorrad ABS は物理的限界
内でそれぞれの路面において
走行安定性を確保することがで
きます。より低速の場合には、
BMW Motorrad ABS はシステム上
の制約によりすべての路面では
最適にサポートすることができ
ません。

このシステムは、オフロードレー
スやレーストラックの過酷な状
況で生じるような、特別な要求を
満たすために設計されたもので
はありません。

特殊な状況
ホイールのロックを検知するた
めに、特にフロントホイールとリ
ヤホイールの回転数が比較され
ます。比較的長い時間にわたっ
て妥当でない値が検出される
と、安全上の理由からABS機能が
OFFになり、ABSの故障の表示が
出ます。エラーメッセージの表
示には、自己診断が終了している
ことが前提となります。
BMW Motorrad ABS における問題
の他にも、特殊な走行状態が原因
でエラーメッセージが表示され
る場合があります：
長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際
に、その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
センタースタンドまたは補助ス
タンドで車両を立てた状態で、
ニュートラルでまたはギヤを入
れて暖機運転する。
エンジンブレーキによる長時間
のリヤホイールのロック（滑り
やすい路面での発進時など）。

特殊な走行状態によりエラー
メッセージが表示された場合に
は、ABS機能は、イグニッション
を OFF / ON にすることにより再
び作動させることができます。
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定期的なメインテナンスの役割
りとは？

警告

定期的にメインテナンスされ
ていないブレーキシステム
事故の危険
BMW Motorrad ABS を確実に最
適な整備状態にしておくため
に、規定の定期点検時期を必
ず順守してください。

安全を確保するための予防措置
BMW Motorrad ABS により制動距
離が短くなるからといって、不用
意にブレーキングすることは避
けなければなりません。この装
備は、基本的には緊急事態におけ
る安全性を確保するための予防
措置です。
コーナリング時のブレーキン
グには特に注意してください。
コーナリング時にブレーキをか
けると、モーターサイクルの重
量と慣性が勝り、BMW Motorrad
ABSといえどもその影響を補正す
ることはできません。

ABS からABS Pro へ、さらなる発
展
走行モードPro OE 装備

これまでBMW Motorrad ABS は、
直進走行時のブレーキングにお
ける安全性に関して極めて高い
基準を設定し、実現してきまし
た。そして今、ABS Pro がコー
ナーにおけるブレーキプロセス
においても、より高い安全性を提
供します。ABS Pro は、もちろん
急なブレーキ操作時にも、ホイー
ルのロックを防ぎます。ABS Pro
は、特に急ブレーキ時における急
激な操舵力の変動を低減させ、
思いがけない車両の立ち上がり
を起こりにくくします。

ABS制御
技術的には、ABS Pro はABS 制御
をその都度ごとの走行条件に合
わせ、モーターサイクルのバン
ク角に適合させています。モー
ターサイクルのバンク角を算出
するため、ロールレート信号、
ヨーレート信号、横方向加速度信
号が使用されます。
バンク角が大きくなると共に、ブ
レーキ開始時のブレーキ圧の変
化度の制限がますます厳しくな
ります。これにより、圧力上昇に
時間がかかります。さらにABS制
御において均等に圧力変換が行
われます。
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ライダーにとっての利点
ライダーにとってのABS Proの利
点は、コーナーにおいてもベスト
な減速を可能にする繊細な応答
性、高い制動安定性および走行安
定性です。

トラクションコントロール（ASC/
DTC）

トラクションコントロールはど
のように機能するのでしょう？
トラクションコントロールには
2つの特徴があります
バンク角を考慮しない場合：
オートマチックスタビリティコ
ントロールASC
ASC は、転倒を回避するための
基本的な機能です。
バンク角を考慮する場合：ダ
イナミックトラクションコント
ロールDTC
DTC の制御はバンク角と加速に
関する追加情報を通して、より
精細かつ快適になります。

トラクションコントロールは、
フロントホイールとリヤホイー
ルのホイール回転速度を比較し
ます。速度の差から、リヤホイー
ルのスリップおよび安定性レベ
ルを算出します。スリップ限界
値を超えると、エンジンマネジメ
ントシステムがエンジントルク
を調整します。
BMW Motorrad ASC/DTC は、ライ
ダーおよび公道での走行のため

のアシストシステムとして考案
されています。特に物理的制限
領域では、ライダーがASC/DTCの
制御性能に大きな影響を与えま
す（コーナーでの荷重移動、積載
状態など）。
このシステムは、オフロードレー
スやレーストラックの過酷な状
況で生じるような、特別な要求
を満たすために設計されたもの
ではありません。このような場
合は、BMW Motorrad ASC/DTC を
OFFにできます。

警告

リスキーな走行
ASC / DTC を装備していても事
故の危険性はあります
どのような走行スタイルを適
切とするか、ライダーの責任
が問われます。
安全のためのサポートを、
リスキーな走行により制限し
ないでください。

特殊な状況
車体の傾きが増すにつれ、物理的
法則に従って、加速はますます強
く制限されます。このため、非常
にタイトなコーナーでは加速が
低減される場合があります。
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リヤホイールの回転（空転）やス
リップを検知するため、特にフロ
ントおよびリヤホイールの回転
数が比較され、DTCではASC に対
してバンク角が考慮されます。

走行モードPro OE 装備
一定の時間以上、検出される値が
正常でない場合には、バンク角用
に代替値が使用されるか、DTCが
OFFになります。この場合には、
DTCの不具合が表示されます。エ
ラーメッセージの表示には、自己
診断が終了していることが前提
となります。
次のような、通常とは異なる
運転／走行状態においては、
BMW Motorrad トラクションコン
トロールが自動的に OFF になる
場合があります。
特殊な運転／走行状態：
長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際
に、その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
補助スタンドを立てたまま、
ニュートラル位置またはギヤを
入れた状態でウォームアップ。

DTCを ONにするための最
低速度

min 5 km/h

走行モードPro OE 装備
極端な加速によってフロントホ
イールの接地が失われた場合に
は、フロントホイールが路面を
再び確実に捉えるようになるま
で、DTC が走行モードRAIN およ
びROAD でトルクを抑えます。
DTC 設定DYNAMIC では、フロン
トホイール浮き上がり検知は短
時間のウィリー走行を許容しま
す。
走行モードDYNAMIC PRO では、
フロントホイール浮き上がり検
知はOFFになっています。
BMW Motorradは、フロントホイー
ルの浮き上がり時にスロット
ルグリップを少し戻して車両を
できるだけ早く安定した運転／
走行状態に戻すよう、お勧めしま
す。
走行モードRAIN、ROAD およ
びDYNAMIC では、DTC設定は走行
モードに準じます。
走行モードDYNAMIC PRO では、
DTCについて異なる設定が可能で
す。

エンジンブレーキトルクレギュ
レーター
走行モードPro OE 装備
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エンジンブレーキトルクレギュ
レーターはどのように機能する
のでしょうか？
エンジンブレーキトルクレギュ
レーターは、高いエンジンブレー
キトルクによってリヤホイール
で引き起こされる不安定な運転
／走行状態を確実に回避すると
いう役割があります。路面状態
および走行特性によっては、高す
ぎるエンジンブレーキトルクが
リヤホイールスリップの発生を
著しく増大させ、走行安定性が損
なわれることがあります。エン
ジンブレーキトルクレギュレー
ターは、走行モードに応じた目的
のある安全なスリップを目指し、
リヤホイールのスリップを制限
します。
リヤホイールでの過大なスリッ
プの原因：
摩擦係数の低い路面での惰性走
行（濡れた木の葉の上など）。
シフトダウン時のリヤホイール
ホップ。
スポーツ走行時の激しいブレー
キング。

BMW Motorrad DTC トラクション
コントロールと同様に、エンジ
ンブレーキトルクレギュレー
ターはホイール回転数およびタ
イヤ半径から算出されたフロン
トおよびリヤのホイール回転速
度を比較します。その速度差か
ら、エンジンブレーキトルクレ

ギュレーターはリヤホイールの
スリップやそれに伴う安定性レ
ベルについて割り出します。
スリップが限界値を上回ったら、
スロットルバタフライを少し開
いてエンジントルクを増大させ
ます。スリップが軽減され、モー
ターサイクルが安定します。

エンジンブレーキトルクレギュ
レーターの作用
走行モードRAIN およびROAD：
最大限の安定性。

走行モードPro OE 装備
走行モードDYNAMIC およ
びDYNAMIC PRO：走行モー
ドRAIN およびROAD よりも少
ない制御介入。

DYNAMIC ESA
Dynamic ESA OE 装備

Dynamic ESAの機能
Dynamic ESA は車高レベルセン
サーを介してフレームの動きを
検知し、それに反応してショック
アブソーバーバルブを調整しま
す。これにより、サスペンション
は路面状況に適合するように調
整されます。
Dynamic ESAは定期的にキャリブ
レーションを行い、システムの正
常な作動を確保します。
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調整方法
ダンピングモード
Road：快適なオンロード走行用
のダンピング

Dynamic：ダイナミックなオン
ロード走行用のダンピング

荷重設定
1名乗車時
1名乗車＋荷物積載時
2名乗車（＋荷物積載）時

走行モード

選択
モーターサイクルを路面状態に
合わせ、ご希望の走行体験に適し
たものにするため、走行モードを
以下のものから選択することが
できます：
標準装備
RAIN
ROAD（標準モード）

走行モードPro OE 装備
走行モードPro装備
DYNAMIC
DYNAMIC PRO

これらの走行モードそれぞれに、
ABS、ASC⁄DTC、エンジンブレーキ
トルクレギュレーターならびに
スロットルレスポンス用に調整
されている設定があります。

Dynamic ESA OE 装備
Dynamic ESA は選択された走行
モードとは関係なく調整可能で
す。

すべての走行モードでASC⁄DTCを
OFFにすることができます。以下
の説明は、常に走行安全システム
がONの場合に関するものです。

スロットルレスポンス
走行モードRAIN：エンジンレス
ポンスはソフト。
走行モードROAD：エンジンレス
ポンスは最適。
走行モードDYNAMIC：エンジン
レスポンスはダイレクト。
走行モードDYNAMIC PRO：エン
ジンレスポンスは個別に調整可
能。

ABS
リヤホイール浮き上がり検
知は、すべての走行モード

（DYNAMIC PRO の工場設定を除
く）で作動しています。
走行モードDYNAMICではブレー
キ作用を高めるために、リアホ
イール浮き上がり検知が抑制さ
れます。

走行モードDYNAMIC PRO では
ABSについて異なる設定を行う
ことができます。
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走行モードPro OE 装備

ABS Pro
走行モードRAIN およびROAD で
は、ABS Pro をフル使用するこ
とができます。コーナーにおけ
るブレーキング時のモーターサ
イクルの傾きを最小限に抑えま
す。
走行モードDYNAMIC では、
ABS Pro を利用できるのは摩
擦係数が良好な場合に限ら
れます。サポートは走行モー
ドRAIN およびROAD よりも少な
くなりますが、その代わりに最
高のブレーキ作用が得られるよ
うに設計されています。
走行モードDYNAMIC PRO で
はABS Pro は工場設定で OFF に
なっています。

ASC
ASC はオンロード走行用に調整
されています。
ASC設定RAINでは、最大限の走
行安定性が得られるように、
ASC の介入が早期に行われま
す。
ASC 設定ROAD では、ASC の介入
が走行モードRAIN よりも遅く
行われます。リヤホイールの空
転ができる限り回避されます。

走行モードPro OE 装備
DTC
タイヤの取り付け
全走行モードにおいて、DTC は
オンロードタイヤでのオンロー
ド走行に調整されています。

走行安定性
DTC 設定RAINでは、最大限の走
行安定性が得られるように、
DTC の介入が早期に行われま
す。
DTC 設定ROAD では、DTC の介入
が走行モードRAIN よりも遅く
行われます。リヤホイールの空
転ができる限り回避されます。
DTC設定RAINおよびROADでは、
フロントホイールの浮き上がり
が回避されます。
DTC設定DYNAMICでは、DTCの介
入は走行モードROAD より遅く
行われ、コーナー出口での軽い
ドリフトや短時間のウィリー走
行が可能になります。

DTC 設定RAIN、ROAD およ
びDYNAMIC では、DTC 設定は走行
モードに準じます。
DTC設定DYNAMIC PROでは、DTCに
ついて異なる設定を行うことが
できます。
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切替
走行モードは、イグニッションが
ONで車両が停止しているときに
変更することができます。走行
中の切替は、以下の条件が満たさ
れていれば可能です：
リアホイールにドライビングト
ルクがかかっていない
ブレーキシステム内でブレーキ
圧が生成されていない。

走行中に切り替えるには、以下
のステップを踏む必要がありま
す：
スロットルグリップを回し戻し
ます。
ブレーキレバーは操作しませ
ん。
クルーズコントロールを作動解
除します。

ご希望の走行モードをまず事前
に選択します。該当するシステ
ムが必要とされる状態になって
初めて、切替が行われます。
走行モードの切替が行われた後、
ディスプレイの選択メニューが
消えます。

ダイナミックブレーキコント
ロール
走行モードPro OE 装備

Dynamic Brake Controlの機能
Dynamic Brake Controlの機能は
緊急ブレーキ時にライダーをサ
ポートします。
緊急ブレーキの検知
フロントブレーキが瞬間的に力
強く操作されると、緊急ブレー
キとして検知されます。

緊急ブレーキの際の挙動
10 km/h を超える車速で走行し
ているときに緊急ブレーキが
行われると、ABS 機能に加え
てDynamic Brake Control が作
動します。

スロットルグリップの誤操作時
の動作
緊急ブレーキ時にスロット
ルグリップが誤って操作され
た場合（グリップ位置 > 5 %）、
Dynamic Brake Control が「ス
ロットル開」を無視することに
より、本来のブレーキ効果を確
保します。緊急ブレーキの効果
が確保されます。
Dynamic Brake Control の介入
中にスロットルが閉じられる
と（スロットルグリップ位置 <
5 %）、ABS ブレーキシステムに
よって要求されたエンジントル
クが再び確立されます。
緊急ブレーキが終了して
もスロットルグリップが
操作されたままの場合、
Dynamic Brake Control はエ
ンジントルクを制御し、ライ
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ダーの要望に合うように戻しま
す。

ギヤシフトアシスト
シフトアシストPro OE 装備

ギヤシフトアシストPro
この車両には、元々レンシュポル
ト（レーシングスポーツ）におい
て開発されたギヤシフトアシス
トProが装備されています。この
装備はツーリング走行に合うよ
うに適合化されています。これ
により、全負荷範囲および全回転
域において、シフトアップ／シフ
トダウンをクラッチ操作および
スロットル操作なしで行うこと
ができます。

利点
走行時における全シフト動作の
70～ 80 ％をクラッチ操作なし
で行うことができます。
シフト待ち時間が短くなり、
ライダーとパッセンジャー間の
動きが少なくてすみます。
加速時にスロットルバタフライ
を閉じる必要がありません。
減速およびシフトダウン（ス
ロットルバタフライは閉じた状
態）の際には、ダブルクラッチ
により回転数の調整を行いま
す。
切替時間はクラッチ操作に伴う
シフト動作と比べて短くなりま
す。

ご希望のシフトを認識させるに
は、ライダーは、シフトレバー
を事前に操作されていない状態
からアキュムレーターのスプリ
ングの抵抗を感じる「切替位置」
に向かって操作します。この操
作は通常、素早くご希望の方向
に行い、シフト動作が終了する
まで保持している必要があり
ます。シフト動作中にシフト力
をさらに高める必要はありませ
ん。ギヤシフトアシストProを使
用してさらにギヤ切替を行える
ようにするには、シフト動作後
に、シフトレバーにかかる負荷
を完全に解除する必要がありま
す。ギヤシフトアシストProを使
用してのシフト動作では、その都
度、シフト動作前およびシフト動
作中の負荷の状態（スロットルグ
リップ位置）を一定に保つ必要
があります。シフト動作中にス
ロットルグリップ位置が変わる
と、機能の中断および／または
ミスシフトを招くおそれがあり
ます。クラッチ操作を伴うシフ
ト動作では、ギヤシフトアシス
トProによるサポートは行われま
せん。

シフトダウン
シフトダウンは、ターゲットギ
ヤにおける最高回転数に達する
までサポートされます。これに
より、過回転も避けられます。
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最高回転数

max 9000 min-1

シフトアップ
シフトアップは、ターゲットギ
ヤにおけるアイドリング回転数
に達するまでサポートされま
す。
それにより、アイドリング回転
数を下回らないようにします。

アイドリング回転数

1250±50 min-1 (エンジン作動
温度時)

アダプティブヘッドライト
アダプティブヘッドライト OE

装備

機能
ロービーム、ハイビームおよびデ
イライト、またはポジション／
パーキングライトに加え、ヘッ
ドライトにセパレートタイプ
の LED エレメントが専用リフレ
クター付きで備わっています。
LEDエレメントは、コーナー内側
をより良く照射するために、バン
ク角に応じてロービームに加え
て使用されます。アダプティブ
ヘッドライトは軽く傾けた程度
の緩やかなバンク角用に最適化
されています。

アダプティブヘッドライトは下
記の条件下で作動します：
軽く傾けた程度の緩やかなバン
ク角での走行。
車速が10 km/hを上回ること。
ロービームが ONの状態である
こと。
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一般的な情報
「メインテナンス」の章では、簡単
に実施できる消耗部品の点検お
よび交換作業について説明しま
す。
取り付ける際に専用の締め付け
トルクがある場合には、その締
め付けトルクも記載されていま
す。必要なすべての締め付けト
ルクを記した一覧表が「仕様（諸
元）」の章にあります。
さらに詳しいメインテナンス
および修理作業に関する情報
は、ご使用の車両に対応する
DVD 版リペアマニュアルをご覧
ください。リペアマニュアル
はBMW Motorrad ディーラーで入
手できます。

記述されている作業の実施にあ
たっては、スペシャルツールと確
かな専門知識が必要です。疑問
に思われることが生じた場合に
は、BMW Motorradディーラー（最
適）または専門の整備工場にお問
い合わせください。

ツールキット

1 ドライバーグリップ
2 リバーシブルブレードドラ

イバーインサート
プラスおよびマイナスヘッ
ドブレード付き
バッテリーを取り外
す ( 173)。
リヤホイールのショッ
クアブソーバーを調整す
る ( 104)。

3 オープンエンドレンチ
口径14
ミラーアームを調整す
る ( 100)。

4 トルクスレンチT25/T30
T25 はショートナックル、
T30はロングナックル

5 キー
リヤホイールのスプリ
ングプリロードを調整す
る ( 102)。
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サービスツールキット
サービスツールセット OA 装備

さらに行われるサービス作業（ホ
イールの脱着など）のために、
BMW Motorradでは、あなたのモー
ターサイクルに対応する適切な
サービスツールキットをご用意
しています。このツールキット
はBMW Motorrad ディーラーでお
求めいただけます。

フロントホイールスタンド

フロントホイールスタンドを取
り付ける

重要事項

追加の補助スタンドを使用し
ないBMW Motorrad フロントホ
イールスタンドの使用
転倒によるコンポーネントの
損傷
モーターサイクルは、
BMW Motorrad フロントホ
イールスタンドで持ち上げる
前に、補助スタンドで立てて
ください。

モーターサイクルがしっかりと
立っているか確認してくださ
い。
モーターサイクルを補助スタ
ンドで立てます。BMW Motorrad
は、BMW Motorrad補助スタンド
の使用をお勧めします。
リヤホイールスタンドを取り付
ける ( 146)。
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正しい取り付け方の説明は、
フロントホイールスタンドの説
明書に記載されています。
BMW Motorradはそれぞれのモー
ターサイクルに適した補助スタ
ンドを提供しています。適した
取付けスタンドを選択する際
は、BMW Motorradディーラーが
お手伝いさせて頂きます。

リヤホイールスタンド

リヤホイールスタンドを取り付
ける

正しい取り付け方の説明は、
リヤホイールスタンドの説明書
に記載されています。
BMW Motorradはそれぞれのモー
ターサイクルに適した補助スタ

ンドを提供しています。適した
取付けスタンドを選択する際
は、BMW Motorradディーラーが
お手伝いさせて頂きます。

エンジンオイル

エンジンオイルレベルを点検す
る

重要事項

オイル充填についての誤った
解釈。オイルレベルは温度に対
応して変化するため（温度が高
くなるとオイルレベルも高く
なる）
エンジンの損傷
オイルレベルの点検は、長距
離走行後またはエンジン温間
時にのみ、行います。

オイル注入口周辺を清掃しま
す。
ファンが作動を始めるまでエン
ジンをアイドリング回転させ、
さらに1分間作動させます。
エンジンを停止させます。

重要事項

モーターサイクルの転倒
転倒によるコンポーネントの
損傷
モーターサイクルを、転倒し
ないようにしっかりと支えま
す。もう 1 人、サポートでき
る人がいると最善です。
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平坦で、固くしっかりとした路
面に、作動温度に達している
モーターサイクルをまっすぐに
立てます。BMW Motorradは適切
な補助スタンドの使用をお勧め
します。
センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした
路面に、作動温度に達してい
るモーターサイクルをメイン

（センター）スタンドで立てま
す。

オイルがオイルパンに集まるま
で、5分間待ちます。
オイルレベルゲージ 1 を取り
外します。

測定範囲 2 を乾いたウエスで
拭きます
オイルレベルゲージをオイル注
入口に載せます。ただし、まだ
取り付けないでください。
オイルレベルゲージを抜き取
り、オイルレベルを読み取りま
す。

エンジンオイル規定レベ
ル

MIN とMAX マークの間

エンジンオイル補充量

max 0.5 l (MINとMAX間の差)
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オイルレベルが MIN マークを下
回っている場合：
エンジンオイルを補充す
る ( 148)。

オイルレベルが MAX マークを上
回っている場合：
BMW Motorradディーラーにオイ
ルレベルの点検を依頼してくだ
さい。

オイルレベルゲージを取り付け
ます。

環境保護のため
にBMW Motorrad は 50 km 以

上走行した場合には時折エンジ
ンオイルを点検するように推奨
しています。

エンジンオイルを補充する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
注入口周辺を清掃します。

オイルレベルゲージ 1 を取り
外します。

重要事項

エンジンオイルの使用量が少
なすぎる、または多すぎる。
エンジンの損傷
エンジンオイルレベルが正し
いか確認してください。

エンジンオイルを規定レベルま
で補充します。
エンジンオイルレベルを点検す
る ( 146)。
オイルレベルゲージを取り付け
ます。

ブレーキシステム

ブレーキの作動を点検する
ブレーキレバーを操作します。
はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。
ブレーキペダルを操作します。
はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。

はっきりした抵抗が感じられな
い場合：

重要事項

ブレーキシステムにおける不
適切な作業
ブレーキシステムの動作信頼
性が危険にさらされる
ブレーキシステムに関するす
べての作業は、専門スタッフ
に実行を依頼してください。
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BMW Motorrad ディーラーにブ
レーキシステムの点検を依頼し
てください。

フロントブレーキパッド厚を点
検する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。

左右ブレーキパッド厚を目視
点検します。目視点検方向：ホ
イールとフロントサスペンショ
ン間からブレーキパッド 1 へ。

フロントブレーキパッド
の摩耗限度

min 1.0 mm (ライニングのみ
（キャリアプレートなし）。摩耗
インジケーター、すなわち溝
が、はっきりと確認できなけれ
ばなりません。)

摩耗インジケーターがはっきり
と見えなくなっている場合：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損
傷
ブレーキシステムの動作信頼
性を確実にするため、パッド
の使用限度厚を下回らないよ
うにしてください。

ブレーキパッドの交換
をBMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の修理工場に依
頼してください。
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リヤブレーキパッド厚を点検す
る
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。

ブレーキパッド厚を目視点検し
ます。目視点検方向：後方から
ブレーキキャリパー 1 の内側。

リヤブレーキパッドの摩
耗限度

min 1.0 mm (ライニングのみ
（キャリアプレートなし）。)
ブレーキパッドが摩耗している
場合：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損
傷
ブレーキシステムの動作信頼
性を確実にするため、パッド
の使用限度厚を下回らないよ
うにしてください。

BMW Motorradディーラー（最善）
または専門の整備工場にブレー

キパッドの交換を依頼してくだ
さい。

フロントブレーキフルードレベ
ルを点検する

警告

ブレーキフルードリザーバー
タンクのブレーキフルードが
少なすぎる、または汚れている
ブレーキシステム内の空気、汚
れ、または水によるブレーキ性
能の著しい低下
直ちに走行を調整し、不具合
を解消します。
ブレーキフルードレベルを定
期的に点検します。
ブレーキフルードリザーバー
タンクのキャップを開く前
に、キャップの汚れを取り除
いてください。
ブレーキフルードは必ず密封
容器からのもののみを使用し
てください。

センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター）スタンドで立てま
す。
ハンドルを直進位置にしま
す。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをまっ
すぐに立てます。
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ハンドルを直進位置にします。

フロントブレーキフルードリ
ザーバータンクのブレーキフ
ルードレベル 1 を読み取りま
す。

ブレーキパッドが徐々に
摩耗してゆくことによっ

て、リザーバータンクのブレーキ
フルードレベルは下がってきま
す。

フロントブレーキフルー
ドレベル

ブレーキフルード、DOT4

フロントブレーキフルー
ドレベル

ブレーキフルードレベルがMIN
マークを下回らないようにし
てください。(ブレーキフルー
ドリザーバータンクが水平に
なるように、車両をまっすぐに
立てます)
ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合：
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
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リヤブレーキフルードレベルを
点検する

警告

ブレーキフルードリザーバー
タンクのブレーキフルードが
少なすぎる、または汚れている
ブレーキシステム内の空気、汚
れ、または水によるブレーキ性
能の著しい低下
直ちに走行を調整し、不具合
を解消します。
ブレーキフルードレベルを定
期的に点検します。
ブレーキフルードリザーバー
タンクのキャップを開く前
に、キャップの汚れを取り除
いてください。
ブレーキフルードは必ず密封
容器からのもののみを使用し
てください。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをまっ
すぐに立てます。
センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター）スタンドで立てま
す。

リヤブレーキフルードリザー
バータンクのブレーキフルード
レベル1 を読み取ります。

ブレーキパッドが徐々に
摩耗してゆくことによっ

て、リザーバータンクのブレーキ
フルードレベルは下がってきま
す。

リヤブレーキフルードレ
ベル（目視点検）

ブレーキフルード、DOT4
ブレーキフルードレベルがMIN
マークを下回らないようにし
てください。
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ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合：
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

クラッチ

クラッチの機能を点検する
クラッチレバーを操作します。
操作するにつれて、力の上昇が
感じられるはずです。

操作するにつれて、力の上昇が感
じられない場合：
BMW Motorrad ディーラーにク
ラッチシステムの点検を依頼し
てください。

クラッチの遊びを点検する

クラッチレバー 1 をグリップ
に密着するまで何回か操作しま
す。
抵抗が感じられるまでクラッチ
レバー 1 を軽く操作し、その間
にクラッチの遊び A を観察し
ます。

クラッチの遊び

3...5 mm (レバーの外側、ハン
ドルバーは直進方向、エンジン
冷間時)
クラッチの遊びが許容範囲を越
えている場合：
クラッチの遊びを調整す
る ( 153)。

クラッチの遊びを調整する

ロックナット 1 を外します。
クラッチの遊びを大きくする
には：アジャストスクリュー 2
をハンドルバーフィッティング
にねじ込みます。
クラッチの遊びを小さくする
には：アジャストスクリュー 2
をハンドルバーフィッティング
から緩めます。

ロックナットとナットの間
隔（内側を測定）が、14 mmを

上回ってはなりません。
さらに回して緩めなければ、ク
ラッチの遊びを正しく調整で
きない場合は、専門の整備工場
または可能な限りBMW Motorrad
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ディーラーに問い合わせてくだ
さい。
クラッチの遊びを点検す
る ( 153)。
アジャストスクリュー 2 を保
持しながら、ロックナット 1 を
締め付けます。

クーラント

クーラントレベルを点検する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。

リザーバータンク 1 のクーラ
ントレベルを読み取ります。
目視点検方向:後方から右サイ
ドトリムパネル開口部を通し
て。

クーラント規定レベル

リザーバータンクのMINマーク
とMAXマークの間 (エンジンが
冷たい状態)
クーラントレベルが規定値を下
回った場合：
クーラントを補充します。

クーラントを補充する

リザーバータンク 2 のキャッ
プ 1 を開きます。
ビーカーなどの適切な容器 3
を使用して、クーラントを規定
レベルまで補充します。
クーラントレベルを点検す
る ( 154)。
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リザーバータンク 2 のキャッ
プ 1 を閉じます。

タイヤ

タイヤ空気圧を点検する

警告

タイヤ充填圧が不適切
モーターサイクルの走行特性
が悪化、タイヤ耐用年数の減少
タイヤ充填圧が正しいか確認
してください。

警告

垂直に取り付けられているバ
ルブコアが高速走行時に勝手
に開く
タイヤ空気圧の突然の喪失
ラバーシール付きバルブ
キャップを使用し、しっかり
と締め付けます。

モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
タイヤ充填圧を、以下のデータ
を使用して点検します。

タイヤ空気圧（フロント）

2.5 bar (タイヤ冷間時)

タイヤ空気圧（リヤ）

2.9 bar (タイヤ冷間時)

タイヤ充填圧が不十分な場合：
タイヤ充填圧を調整します。

タイヤのトレッド溝の深さを点
検する

警告

著しく摩耗したタイヤでの走行
走行特性の悪化により、事故に
至る危険
必要に応じて、法的に規定さ
れているトレッドの最小残溝
量に達する前にタイヤを交換
してください。

モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
タイヤのトレッド溝の深さを、
メインのトレッド溝で、摩耗イ
ンジケーターを使用して測定し
ます。

摩耗インジケーターはタイ
ヤごとにメインのトレッド

溝に設けられています。タイヤ
のトレッド溝がインジケーター
レベルにまで達している場合
は、タイヤが完全に摩耗してい
ます。インジケーターの位置は、
タイヤの縁にTI、TWIなどのアル
ファベットや矢印で示されてい
ます。
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トレッドが最小残溝量に達して
いる場合：
当該タイヤを交換します。

ホイールリム

ホイールリムを点検する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
ホイールリムに不良な部分がな
いか目視点検します。
ホイールリムが損傷した場合
は、BMW Motorradディーラーに
点検を依頼し、必要に応じて交
換してください。

ホイール

承認タイヤ
すべてのタイヤサイズに
関して、特定のタイヤ製品
がBMW Motorrad により試験が
行われ、走行安全性に優れて
いると位置付けられています。
その他のタイヤに関しては、
BMW Motorrad ではその適合性を
評価できず、走行安全性を保証で
きません。
BMW Motorradは、BMW Motorradに
よって試験が行われたタイヤの
みの使用を推奨します。
詳細についてはBMW Motorrad
ディーラーにお問い合わせいた
だくか、下記ウェブサイトをご覧
ください。
bmw-motorrad.com/service

ホイールサイズがフレーム制御
システムに与える影響
フレーム制御システムではホ
イールサイズが重要な役割を果
たします。特にホイールの直径
および幅は、必要となるすべての
計算のベースとしてコントロー
ルユニットにメモリーされてい
ます。標準装備ホイール以外の
ホイールへの変更によりこのサ
イズが変わると、これらのシステ
ムの制御性に重大な影響が及ぶ
おそれがあります。
ホイール回転数の検出に必要な
センサーホイールも、装備されて
いる制御システムに適合させる
必要があり、交換はできません。
ご使用のモーターサイクルに
他のホイールを装着なさりたい
場合には、事前にBMW Motorrad
ディーラーにご相談ください。
コントロールユニットにメモ
リーされているデータを、新しい
ホイールサイズに適応させるこ
とができる場合もあります。

フロントホイールを取り外す
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
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ボルト 1 を取り外し、ホイール
回転数センサーをボアから取り
外します。

ホイール回転数センサー用ケー
ブルをクランプ 2 および 3 か
ら外します。
左右ブレーキキャリパーの固定
ボルト 4 を取り外します。

ブレーキキャリパー 4 を回転
させて、ブレーキパッド 3 をブ
レーキディスク 5 から少し離
れるように押します。

重要事項

部品近辺での硬いかエッジが
鋭い物の使用
コンポーネントの損傷
コンポーネントに傷を付けな
いようにし、必要に応じて覆
うか保護する。

リム周辺をマスキングテープ
などで保護し、ブレーキキャリ
パーを取り外す際に傷が付かな
いようにします。
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重要事項

ブレーキパッドが意図せず押
し付け合わされる
ブレーキキャリパーの装着時
またはブレーキパッドの押し
付け合わせ時のコンポーネン
トの損傷
ブレーキキャリパーが外れて
いる（緩んでいる）状態で、ブ
レーキを操作しないでくださ
い。

ブレーキキャリパーを慎重に後
方外側へブレーキディスクから
引き出します。

モーターサイクルを適切な補助
スタンドで立てます。
リヤホイールスタンドを取り付
ける ( 146)。
センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター）スタンドで立てま
す。

フロントホイールが自由に回転
するようになるまで、モーター
サイクル前部を持ち上げます。
モーターサイクルを持ち上げる
ため、適切なフロントホイール
スタンドを使用します。
フロントホイールスタンドを取
り付ける ( 145)。

アクスルボルト 2 を取り外し
ます。
左アクスルクランプボルト 3
を外します。

右アクスルクランプボルト 1
を外します。

ホイールを保持しながら、アク
スル 4 を取り外します。
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シャフトに付着しているグリー
スは除去しないでください。
フロントホイールを前へ転がし
て取り外します。

左側のスペーサーブッシュ 5
をホイールハブから外します。

フロントホイールを取り付ける

警告

当該シリーズに適合しないホ
イールの使用
ABS およびASC/DTC による制御
介入時の機能障害
この章のはじめにある、ホ
イールサイズがフレーム制
御システムABS およびASC/
DTC に与える影響についての
注意事項を確認し、遵守して
ください。

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締
め付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷また
は緩み
締付けトルクの点検は、必
ずBMW Motorradディーラーに
依頼してください。

スペーサーブッシュ 5 の摺動
面にグリースを塗布します。

潤滑剤

Unirex N3
スペーサーブッシュ 5 のカ
ラーを外側にしてホイールハブ
の左側に差し込みます。
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重要事項

フロントホイールの取り付け
が回転方向と逆
事故の危険
タイヤまたはリム上にある回
転方向を示す矢印を確認し、
遵守してください。

フロントホイールをフロントサ
スペンションに転がし入れま
す。

アクスルシャフト 4 にグリー
スを塗布します。

警告

アクスルシャフトの不適切な
取付け
フロントホイールが外れる
ブレーキキャリパーを取り付
け、スプリングフォークのテ
ンションを緩めた後、アクス
ルシャフトおよびアクスルク
ランプを規定の締付けトルク
で締め付けます。

フロントホイールを持ち上げ
て、アクスルシャフト 4 をス
トップ位置まで組み込みます。
フロントホイールスタンドを
外し、フロントフォークを数
回、強く圧縮します。その際、
ブレーキレバーを操作してはい
けません。
フロントホイールスタンドを取
り付ける ( 145)。

アクスルボルト 2 を適切な締
め付けトルクで取り付けます。
その際、アクスルシャフトを右
側に保持します。

フロントアクスルシャフ
ト内のアクスルボルト

50 Nm
左アクスルクランプボルト 3
を適切な締め付けトルクで締め
付けます。
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アクスルシャフトのクラ
ンプ

締付け順序: ボルトを 6 回、
交互に締め付ける
19 Nm

右アクスルクランプボルト 1
を適切な締め付けトルクで締め
付けます。

アクスルシャフトのクラ
ンプ

締付け順序: ボルトを 6 回、
交互に締め付ける
19 Nm

左右ブレーキキャリパーをブ
レーキディスクに取り付けま
す。

左右ブレーキキャリパーの固定
ボルト 4 を締め付けトルクで
締め付けます。

ブレーキキャリパーとテ
レスコピックフォーク

38 Nm
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ホイールリムに貼られているマ
スキングテープなどをはがしま
す。

警告

ブレーキパッドがブレーキディ
スクに密着していない
ブレーキ作用の遅延によって
事故を起こす危険あり。
運転開始前には、ブレーキ作
用が遅延なくかかることを点
検すること。

ブレーキパッドが密着するま
で、ブレーキを何回か操作しま
す。
ホイール回転数センサー用ケー
ブルをクランプ 2 および 3 に
はめ込みます。

ホイール回転数センサーをボア
に差し込み、ボルト 1 を締め付
けトルクで締め付けます。

フロントホイール回転数
センサーとフォーク

ボルト固定剤: マイクロカプ
セル加工済
8 Nm
フロントホイールスタンドを取
り外します。

センタースタンド OE 非装備
補助スタンドを取り外します。
モーターサイクルをサイドスタ
ンドで立てます。

リヤホイールを取り外す
モーターサイクルを適切なメイ
ン（センター）スタンドで立てま
す。その際、路面が平坦で固く
しっかりとしているか確認して
ください。
リヤホイールスタンドを取り付
ける ( 146)。
センタースタンド OE 装備
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター）スタンドで立てま
す。

アクスルシャフトを取り外し
た後に転がり落ちないように、
リヤホイールの下に木片などを
挟んで支えます。
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ブレーキキャリパー 1 をブ
レーキディスク 2 に押しつけ
ます。
ブレーキピストンが押し戻され
ます。

ボルト 3 を取り外し、ホイール
回転数センサーをボアから取り
外します。

アクスルナット 4 およびワッ
シャー 5 を取り外します。
両側のアジャストスクリュー 7
を外します。
チェーンテンショナー 6 を取
り外し、アクスルをできる限り
前方へずらします。

アクスルシャフト 7 を取り外
し、チェーンテンショナー 8 を
取り外します。
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リヤホイールをできるかぎり前
方向へ転がし、チェーン 9 をス
プロケットから外します。

リヤホイールをスイングアーム
から後方へ転がして外し、同時
にブレーキキャリパーサポー
ト 10 を、リヤホイールリムが
それに沿って通り過ぎること
ができるように、後方へ引きま
す。

スプロケットと左右のス
ペーサーブッシュは、ホ

イールに緩めに組み込まれてい
ます。取り外しの際に、部品を損
傷したり紛失したりしないよう
注意してください。

リヤホイールを取り付ける

警告

当該シリーズに適合しないホ
イールの使用
ABS およびASC/DTC による制御
介入時の機能障害
この章のはじめにある、ホ
イールサイズがフレーム制
御システムABS およびASC/
DTC に与える影響についての
注意事項を確認し、遵守して
ください。

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締
め付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷また
は緩み
締付けトルクの点検は、必
ずBMW Motorradディーラーに
依頼してください。

リヤホイールの下側を支えなが
らスイングアームに転がし入
れ、ブレーキキャリパーサポー
トを組み込めるようにします。
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ブレーキキャリパーサポート 1
をガイド 2 に組み込みます。

リヤホイールをスイングアー
ムにさらに転がし入れながら、
ブレーキキャリパーサポート 1
を前方へずらします。

リヤホイールをできるかぎり前
方向へ転がし、チェーン 7 をス
プロケットにのせます。

右側チェーンテンショナー 6
をスイングアームに組み込みま
す。
アクスルシャフト 5 にグリー
スを塗布し、ブレーキキャリ
パーサポート 4 およびリヤホ
イールに取り付けます。

潤滑剤

Unirex N3
その際、シャフトがチェーンテ
ンショナーの開口部に適合する
ことを確認してください。
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左側チェーンテンショナー 4
を取り付けます。
ワッシャー 3 およびアクスル
ナット 2 を組み込みます。ただ
し、まだ締め付けないこと。

センタースタンド OE 非装備
補助スタンドを取り外しま
す。

ホイール回転数センサーをボア
に差し込み、ボルト 1 を締め付
けトルクで締め付けます。

リヤホイール回転数セ
ンサーとブレーキキャリ

パーサポート

ボルト固定剤: マイクロカプ
セル加工済

リヤホイール回転数セ
ンサーとブレーキキャリ

パーサポート

8 Nm

警告

ブレーキパッドがブレーキディ
スクに密着していない
ブレーキ作用の遅延によって
事故を起こす危険あり。
運転開始前には、ブレーキ作
用が遅延なくかかることを点
検すること。

作業終了後、ブレーキパッドが
密着するまで、ブレーキを何度
か操作します。

チェーンの張り具合を点検す
る ( 167)。
チェーンの張り具合を調整す
る ( 167)。

チェーン

チェーンの潤滑を行う

重要事項

ドライブチェーンの不適切な
清掃と潤滑
より激しい摩耗
ドライブチェーンは定期的に
清掃し、潤滑してください。

ドライブチェーンは燃料補給
3回ごとに潤滑します。
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ぬかるみや、塵埃の中や、汚れ
た場所を走行した後には、適
宜、早めに実行してください。
イグニッションを OFF にし、
ニュートラルに設定します。
ドライブチェーンを適切なク
リーニング剤で清掃し、乾かし
て、チェーン潤滑剤を塗布しま
す。
チェーン性能を高く維持す
るため、BMW Motorrad は、
BMW Motorradチェーン潤滑剤の
使用を推奨します。または：

潤滑剤

チェーンスプレー、Oリングに
適合
潤滑剤が多すぎた場合は洗い流
します。

チェーンの張り具合を点検する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
リヤホイールを回転させて、
チェーンのたるみが一番小さく
なる位置まで回します。

ドライブスプロケットとドリブ
ンスプロケット間の真ん中あ
たりで、ドライバーを使用して
チェーンを上下に押し、差 A を
測定します。

チェーンのたるみ量

35...45 mm (モーターサイクル
をサイドスタンドで立てる（無
負荷状態）)
ローダウン OE 装備

30...40 mm (モーターサイクル
をサイドスタンドで立てる（無
負荷状態）)
測定値が許容範囲を超えている
場合：
チェーンの張り具合を調整す
る ( 167)。

チェーンの張り具合を調整する
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
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アクスルナット 1 を外します。
左右のアジャストスクリュー 3
で、チェーンの張り具合を調整
します。
チェーンの張り具合を点検す
る ( 167)。
調整値 2 が左右で同じになる
ように注意してください。
アクスルシャフトナット 1 を
締付けトルクで締め付けます。

スイングアーム内リヤホ
イールアクスルシャフト

ボルト固定剤: メカニズム部
分
100 Nm

ワッシャー 4 が完全にボルト
の頭 3 と接触しているか点検
し、必要に応じて修正します。

チェーンの摩耗状態を点検する
前提条件
チェーンの張り具合は正しく調
整されています。

モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。

三つ目のマークライン 1 が完
全に見えるかどうかを点検しま
す。
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三つ目のマークライン 1 が完全
に見える場合、チェーン長さを点
検します：
1速に入れます。
リヤホイールを進行方向に回
し、チェーンがピンと張った状
態になるようにします。

リヤスイングアーム下側の
チェーン長さを 10リベットの
中心の上で測定します。
リヤホイールを進行方向に回
し、チェーン長さを 3箇所で測
定します。

許容チェーン長

max 144 mm (10リベットの中央
で測定、チェーンは引っ張った
状態)
チェーンが許容長に達している
場合：
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

リベット頭部 1 がねじ曲がっ
ていないか確認してください。

リベット頭部はチェーン中心
線 2 と平行位置にあります。
リベット打ちは正常です。

1個または複数のリベット頭部が
ねじ曲がっています。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

ライトバルブ

LEDバルブを交換する

警告

車両バルブ機能停止による道
路交通での車両の見過ごし
安全に関わる危険
故障したライトバルブはでき
るかぎり早く交換してくださ
い。この件につきましては、
BMW Motorradディーラーにお
問い合わせください。

当該モーターサイクルのすべて
のライトバルブは LED バルブで
す。LED バルブはご利用のモー
ターサイクルより長寿命です。
LEDバルブの不具合については、
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場にお問い
合わせください。
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ジャンプスタート

注意

エンジン作動時に、イグニッ
ションシステムの電圧を伝導
する部品に接触
感電
エンジン作動時は、イグニッ
ションシステムの部品に決し
て触れないでください。

重要事項

モーターサイクルでジャンプス
タートを行う際の強すぎる電流
車両電装系の損傷やケーブル
の燃焼
モーターサイクルのジャンプ
スタートは電源ソケットか
らではなく、必ずバッテリー
ターミナルから行ってくださ
い。

重要事項

ジャンパーコードのターミナ
ルクランプと車両間の接触
ショートのおそれ
ジャンパーコードは完全に絶
縁されているターミナルクラ
ンプとともに使用してくださ
い。

重要事項

ジャンプスタートを 12 V より
高い電圧で行う
車両電装系の損傷
供給側車両のバッテリー電圧
が、12 V であることを確認し
てください。

シートを取り外す ( 71)。
ジャンプスタートを行う際、
バッテリーを車両電装システム
から切り離さないでください。

ロックを押し込み、プラスター
ミナルカバー 1 を開きます。
ジャンパーコード（赤）の一方
の先端を、まず放電したバッテ
リーのプラスターミナルに接続
します。その後、もう一方の先
端を供給側バッテリーのプラス
ターミナルに接続します（当該
車両のプラスターミナル：ポジ
ション 2）。
ジャンパーコード（黒）の一方の
先端を供給側バッテリーのマイ
ナスターミナルに接続します。
その後、もう一方の先端を放電
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したバッテリーのマイナスター
ミナルに接続します（当該車両
のマイナスターミナル：ポジ
ション 3）。

バッテリーマイナスターミ
ナルの代わりに、サスペン

ションストラットのボルトを使
用することもできます。
ジャンプスタートを行っている
間、供給側バッテリー車両のエ
ンジンを作動させておきます。
放電したバッテリー側の車両の
エンジンを、通常の方法で始動
させます。正常に始動しなかっ
た場合は、スターターと供給側
バッテリーの保護のため、数分
経ってから再始動させてくださ
い。
ジャンパーコードの接続を外す
前に、両車両のエンジンをその
まま数分間作動させておいてく
ださい。
ジャンパーコードは、まずマイ
ナスターミナルから外し、その
後プラスターミナルから外しま
す。

エンジンを始動するため
に、スタートアシストスプ

レーや類似の補助剤は使用しな
いでください。
シートを取り付ける ( 72)。

バッテリー

メインテナンスに関する注意
正しいメインテナンス、充電、
保管は、バッテリーの寿命を延ば
し、また、保証のための前提条件
となります。
バッテリーの寿命を延ばすため
に、以下のことに注意してくださ
い：
バッテリーの表面を、清潔で乾
いた状態に保つ。
バッテリーを開けない。
バッテリーに水を補充しない。
バッテリーの充電を行う場合
は、必ず、次ページ以降の注意
事項に従う。
バッテリーを逆さまにしない。

重要事項

車両エレクトロニクス（時計な
ど）により、接続されている
バッテリーが放電する
過放電、それによる保証要件か
らの除外
4週間以上、走行しない場合：
トリクルチャージャーをバッ
テリーに接続してください。

BMW Motorrad では、ご使用
のモーターサイクルの電

子機器専用にトリクルチャー
ジャーを開発しました。この
チャージャーを使用すれば、
車両を長期間使用しない場合
でも、バッテリーを接続した状
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態で充電しておくことができま
す。詳しい情報につきましては、
BMW Motorrad ディーラーにお問
合せください。

接続しているバッテリーを充電
する
電源ソケットに接続されている
機器を取り外します。

重要事項

車両に接続されているバッテ
リーをバッテリーターミナル
で充電
車両電装系の損傷
充電前にバッテリーをバッテ
リーターミナルから接続を外
してください。

重要事項

電源ソケットに接続されてい
る、不適切なバッテリーチャー
ジャー
チャージャーおよび車両電装
系の損傷
適切なBMW チャージャーを使
用します。対応する適切な
チャージャーはBMW Motorrad
ディーラーで入手することが
できます。

重要事項

電源ソケットまたは補助コネク
ターから完全に放電したバッ
テリーを充電する
車両エレクトロニクスの損傷
完全に放電したバッテリー

（バッテリー電圧 12 V 未満、
イグニッションオン時に表
示灯およびマルチファンク
ションディスプレイがオフの
まま）を必ず分離したバッテ
リーのターミナルで充電しま
す。

接続しているバッテリーに電源
ソケットから充電します。

バッテリーがフル充電され
ると、車両の電子機器が検

知します。この場合、電源ソケッ
トの回路は遮断されます。
バッテリーチャージャーの取扱
説明書を確認し、遵守してくだ
さい。

電源ソケットからバッテ
リーの充電ができない場

合、使用されたチャージャーが
モーターサイクルの電子機器に
適合していない可能性がありま
す。この場合は、車両から分離し
たバッテリーのターミナルから、
直接バッテリーを充電してくだ
さい。
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外したバッテリーを充電する
適切なチャージャーを使用し
て、バッテリーを充電します。
バッテリーチャージャーの取扱
説明書を確認し、遵守してくだ
さい。
充電後、バッテリーチャー
ジャーのターミナルクランプを
バッテリーターミナルから外し
ます。

長期間車両を使用しない
場合は、バッテリーを定期

的に充電する必要があります。
その場合には、そのバッテリーの
取扱い規定に従ってください。
また、再使用する前に必ずバッテ
リーをフル充電してください。

バッテリーを取り外す
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
シートを取り外す ( 71)。
盗難防止装置(DWA) OE 装備
必要に応じて、盗難警報装置を
OFFにします。

イグニッションを OFF にしま
す。

重要事項

バッテリーの接続を不適切な
方法で切る
ショートのおそれ
接続を切る手順を遵守してく
ださい。

最初にバッテリーマイナス配
線 1 を取り外します。
ロックを押し込み、プラスター
ミナルカバー 5 を開きます。
その後、バッテリープラス配
線 4 を取り外します。
コネクター 3 を外します。
ボルト 2 を取り外します。
ロック 6 を後方へ押します。
バッテリーホルダー 7 を取り
外します。
バッテリーを持ち上げて取り外
します。スムーズに外せない場
合は、前後に動かすと外しやす
くなります。
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バッテリーを取り付ける

車両にバッテリーが入って
いない期間が長かった場合

は、サービスインジケーターの適
切な機能が保証されるように、
現在の日付をメーターパネルに
登録する必要があります。
イグニッションを OFF にしま
す。
バッテリーのプラスターミナル
を進行方向で右側にして、バッ
テリーをバッテリー収納部に組
み込みます。

バッテリーホルダー 7 をのせ
ます。ホルダー 6 が音をたてて
かみ合います。
ボルト 2 を取り付けます。
コネクター 3 を接続します。
プラスターミナルカバー 5 を
開きます。

重要事項

バッテリーの不適切な接続
ショートのおそれ
取付け順序を守る。

バッテリープラス配線 4 を取
り付けます。
プラスターミナルカバー 5 を
閉じます。

バッテリーマイナス配線 1 を 8
の向きで取り付けます。

盗難防止装置(DWA) OE 装備
必要に応じて、盗難警報装置を
ONにします。

シートを取り付ける ( 72)。
時計を調整する ( 84)。
日付を設定する ( 84)。

ヒューズ

メインヒューズを交換する

重要事項

故障しているヒューズのバイ
パス
ショートや火災の危険
故障しているヒューズは交換
してください。
故障ヒューズは新品のヒュー
ズと交換してください。
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イグニッションを OFF にしま
す。
モーターサイクルを、平坦で固
くしっかりとした路面の上に駐
車します。
シートを取り外す ( 71)。

故障したヒューズ 1 を交換し
ます。

ヒューズが頻繁に故障す
る場合には、電装システ

ムの点検を専門の整備工場また
はBMW Motorrad ディーラーに依
頼してください。

メインヒューズ

40 A (電圧レギュレーター)
シートを取り付ける ( 72)。

ヒューズを交換する

イグニッションを OFF にしま
す。
シートを取り外す ( 71)。
ヒューズボックス 1 を取り外
します。

重要事項

故障しているヒューズのバイ
パス
ショートや火災の危険
故障しているヒューズは交換
してください。
故障ヒューズは新品のヒュー
ズと交換してください。
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故障したヒューズ 1 または 2
を割り当てに従って交換しま
す。

ヒューズが頻繁に故障す
る場合には、電装システ

ムの点検を専門の整備工場また
はBMW Motorrad ディーラーに依
頼してください。

ヒューズボックス

10 A (スロット 1：メーターパ
ネル、盗難警報装置(DWA)、イグ
ニッションスイッチ、診断ソ
ケット、メインリレーコイル)
7.5 A (スロット 2：左コンビ
ネーションスイッチ、タイヤ空
気圧コントロール(RDC))
ヒューズボックスを組み込みま
す。
シートを取り付ける ( 72)。

診断コネクター

診断コネクターを外す

注意

オンボード診断用の診断コネ
クターを外す方法に誤り
車両の機能障害
診断コネクターを外す場合
は、必ずBMW Serviceの間に依
頼するか、専門の整備工場ま
たはその他の認定を受けた人
物に依頼してください。
適切な教育を受けた人物に作
業を依頼してください。
車両メーカーの規定を守って
ください。

シートを取り外す ( 71)。

ロック 1 の両側を押します。
診断コネクター 2 を止め具 3
から外します。
診断／情報システム用インター
フェースを診断コネクター 2
に差し込むことができます。
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診断コネクターを取り付ける
診断／情報システム用インター
フェースを取り外します。

診断コネクター 2 をホルダー 3
に差し込みます。
ロック 1 がかみ合います。
シートを取り付ける ( 72)。
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一般的な情報

注意

他社製品の使用
安全に関わる危険
BMW Motorrad では、すべての
他社製品について、BMW車両に
おいて安全性の問題なく使用
できるかどうか判定すること
はできません。国別仕様によ
り公的な許可が与えられてい
る場合にも、これは認められ
ていません。それらのような
テスト／点検では、常にBMW車
両におけるすべての使用条件
を考慮に入れるということは
できず、そのため部分的に十
分でないところがあります。
必ず、BMW が BMW 車両用に承
認している部品およびアクセ
サリー製品のみご利用くださ
い。

部品およびアクセサリーは、
BMW により、その安全性、機能、
適性に関する試験が実施されて
います。これらの製品について
は、BMWが製造責任を保証いたし
ます。承認されていない部品や
アクセサリーにつきましては、
いかなる種類であれ、BMWは責任
を負いません。
変更を加える場合にはすべて、
必ず法規制に従ってください。

各国の道路交通法を遵守してく
ださい。
BMW Motorradディーラーは、皆様
がBMW純正部品、アクセサリー、
その他の製品を選択されるにあ
たり、専門的なアドバイスをいた
します。
アクセサリーに関する詳しい情
報については、以下を参照してく
ださい：
bmw-motorrad.com/equipment

電源ソケット
電源ソケット使用時の注意事項

自動停止
以下の状況では、電源ソケットは
自動的にOFFになります：
バッテリー電圧が低すぎて、
車両の始動性能を維持できない
場合。
テクニカルデータで規定されて
いる最大定格負荷を超過してい
る場合。
始動動作中。

追加装備機器の使用
電源ソケットに接続されている
追加装備機器は、イグニッション
ONの状態でのみ、作動させること
ができます。その後でイグニッ
ションを OFF にしても、追加装
備機器は作動し続けます。イグ
ニッションを OFF にしてから約
15 分後に、電源ソケットは車両
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電装システムの負荷を解除する
ためにOFFになります。
電流消費の少ない補助機器は
車両エレクトロニクスによっ
て検知されない可能性がありま
す。その場合、イグニッションを
OFFにした後に少し経ってから電
源ソケットがOFFになります。

ケーブルの取り回し
電源ソケットから追加装備機器
にケーブルを取り回す際には、
以下の点に注意してください：
ケーブルがライダーの妨げに
なってはなりません。
ケーブルがハンドルバーの動き
やハンドリング性能を制限して
はなりません。
ケーブルが挟み込まれたりして
はなりません。

ソフトケース

ソフトケースを取り付ける
左／右ケースホルダー OE 装備
ケース OA 装備

ソフトケース 1 を突起部 3 を
使用して上方からホルダー 4

に掛けて取り付け、ロック 2 に
あてがいます。

キー 1 を進行方向と反対側に
回し、ソフトケースをロックに
押し込みます。
ソフトケースが音をたててロッ
クにかみ合います。

ソフトケースを取り外す
左／右ケースホルダー OE 装備
ケース OA 装備

キー 1 を進行方向の反対側に
回します。
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ソフトケース 1 を矢印の方向 1
にロック 2 から外します。ソフ
トケース 1 を矢印の方向 2 に
突起部 3 から持ち上げます。

最大積載荷重および最高速度
左／右ケースホルダー OE 装備
ケース OA 装備

最大積載荷重および最高速度を
確認し、遵守します。

ケースを装着して走行す
る場合の最高速度

max 180 km/h

ケースごとの積載荷重

max 5 kg

トップケース

トップケースを開く
トップケース OA 装備
ラゲッジラック OA 装備

トップケースロックのキーをポ
ジション 1 に回します。

ロックシリンダー 1 を前方へ
押します。
ロック解除レバー2が飛び出し
ます。
ロック解除レバー 2 を完全に
引き上げ、トップケースリッド
を開きます。

トップケースを閉じる
トップケース OA 装備
ラゲッジラック OA 装備



183

ロック解除レバー 1 を完全に
引き上げます。
トップケースリッドを押したま
ま保持します。中身が挟まって
いないか確認します。

ロックがポジションLOCK に
あるときに、トップケース

が閉じることもあります。その
場合には、キーがトップケース内
にないことを確認する必要があ
ります。

ロック解除レバー 1 を、しっか
りとかみ合うまで押し下げま
す。
トップケースロックのキーをポ
ジションLOCK に回し、引き抜き
ます。

トップケースを取り外す
トップケース OA 装備
ラゲッジラック OA 装備

キー 1 を時計回りにポジショ
ン RELEASE に回します。
キャリングハンドルが飛び出し
ます。

キャリングハンドル 1 を完全
に上方向に開きます。
トップケース後部を持ち上げ、
ラゲッジラックから引いて外し
ます。
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トップケースを取り付ける
トップケース OA 装備
ラゲッジラック OA 装備

キャリングハンドルを完全に引
き上げます。

トップケースをラゲッジラック
に固定します。フック 1 が対応
するサポート 2 に確実にかみ
合っているか確認します。

キャリングハンドル 1 を、はま
る音がするまで押し下げます。
トップケースロックのキーをポ
ジションLOCK に回し、引き抜き
ます。

最大積載荷重および最高速度
トップケース OA 装備
ラゲッジラック OA 装備

最大積載荷重および最高速度を
確認し、遵守します。

トップケース積載で走行
時の最高車速

max 180 km/h

トップケースの積載荷重

max 5 kg

ナビゲーションシステム
NAV取付けキット OE 装備

ナビゲーションユニットをしっ
かりと取り付ける

BMW Motorrad
Navigator IV 以降

で、ナビゲーション準備部品に
適合しています。

Mount Cradleのロックシス
テムに盗難からの保護機能

はありません。
走行後には毎回、ナビゲーション
システムを取り外し、安全なとこ
ろに保管してください。
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車両キー 1 を反時計回りに回
します。
シャットオフ ロック 2 を左へ
引きます。
ロック 3 を押し込みます。
Mount Cradle がロック解除さ
れ、カバー 4 を回転動作で前方
へ取り外すことができるように
なります。

ナビゲーション装置 1 を下側
のエリアに組み込み、回転させ
て後方へ動かします。
ナビゲーションユニットが音を
たててはまります。
シャットオフ ロック 2 を完全
に右へスライドさせます。
ロック 3 が掛かります。

車両キー 4 を時計回りに回し
ます。
ナビゲーションユニットはロッ
クされており、車両キーを抜き
取ることができます。

ナビゲーションユニットを取り
外し、カバーを取り付ける

重要事項

Mount Cradle の接触部の塵埃
や汚れ
接触部の損傷
走行後には毎回、カバーを再
度取り付けてください。

車両キー 1 を反時計回りに回
します。
シャットオフ ロック 2 を完全
に左へ引きます。
ロック 3 が解除されます。
ロック 3 を完全に左へスライ
ドさせます。
ナビゲーション装置 4 がロッ
ク解除されます。
ナビゲーション装置 4 を傾け
ながら下方向へ取り外します。



186 アクセサリー

カバー 1 を下部領域に組み付
け、回転させて上方へ回しま
す。
カバーが音をたててはまりま
す。
シャットオフ ロック 2 を右へ
スライドさせます。
車両キー 3 を時計回りに回し
ます。
カバー 1 が固定されます。

ナビゲーションシステムを操作
する

以下の説明はBMW Motorrad
Navigator V およ

びBMW Motorrad Navigator VI に
関するものです。BMW Motorrad
Navigator IV は記載されている
すべての機能を有するものでは
ありません。

BMW Motorradコミュニケー
ションシステムの最新バー

ジョンのみがサポートされま
す。場合により、BMW Motorradコ
ミュニケーションシステム用
のソフトウェア更新が必要で
す。その場合には、BMW Motorrad

ディーラーにお問い合わせくだ
さい。
BMW Motorrad Navigator が取
り付けられており、操作対象
がNavigatorに切り替えられてい
る場合は ( 81)、その機能の一
部をハンドルバーから直接操作
することができます。

ナビゲーションシステムの操作
は、マルチコントローラー 1 お
よびロッカースイッチMENU 2 を
介して行われます。

マルチコントローラー 1 を上下
方向に回す
コンパス画面およ
びMediaplayer 画面：
Bluetooth を介して接続されて
いるBMW Motorrad コミュニケー
ションシステムの音量を上げま
す／下げます。
BMW スペシャルメニュー：メ
ニュー項目を選択します。
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マルチコントローラー 1 を左右
に素早く傾けます
Navigatorのメインページ間の切
り替え：
地図表示部
コンパス
Mediaplayer
BMWスペシャルメニュー
My Motorcycleページ

マルチコントローラー 1 を左右
にしばらくの間傾ける
Navigator ディスプレイで特定
の機能を ONにします。この機能
は、該当するタッチパッドの上側
に左矢印または右矢印で示され
ています。

この機能は右方向へ長押
しすることにより起動しま

す。

この機能は左方向へ長押
しすることにより起動しま

す。

MENU ロッカーボタン 2 下側を押
す
操作対象をPure Ride画面に切り
替えます。

それぞれ以下の機能が操作でき
ます：

地図表示部
上方向へ回す：地図表示を拡大
する（Zoom in）。
下方向へ回す：地図表示を縮小
する（Zoom out）。

BMWスペシャルメニュー
前回のナビゲーションアナウン
スを繰り返します。
ウェイポイント：現在位置をお
気に入りとして保存します。
ホーム：自宅住所へのナビゲー
ションを開始します（自宅住所
が設定されていない場合にはグ
レー表示になっています）。
ミュート：自動ナビゲーション
アナウンスOFFまたはON（OFF：
ディスプレイ内の最上段に線で
消されたリップマークが表示さ
れます）。ナビゲーションアナ
ウンスはその後「アナウンスす
る」を介してアナウンス可能に
なります。他のすべての音声出
力はONのままです。
表示をOFFにする：ディスプレ
イをOFFにします。
自宅に電話する：ナビゲーター
に登録されている自宅電話番号
に電話します（接続されている
電話があるときにのみ作動）。
迂回：迂回機能を ONにします

（アクティブになっているルー
トがあるときにのみ作動）。
ジャンプ：次のウェイポイント
をジャンプします（そのルート
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にウェイポイントがある場合に
のみ作動）。

My Motorcycle
回す：表示されているデータ数
を変更します。
ディスプレイ上のデータ欄を軽
く叩く（タップする）ことによ
り、データの選択用メニューが
開きます。
選択用に表示されている値は、
取り付けられているオプション
装備品により異なります。

Mediaplayer の機能
は、A2DP 標準に従っ

たBluetooth デバイス（例：
BMW Motorrad通信システム）を使
用した場合のみ、利用できます。
Mediaplayer
左方向へ長押しする：前のト
ラックを再生します。
右方向へ長押しする：次のト
ラックを再生します。
回すことにより、Bluetooth 経
由で接続されてい
るBMW Motorrad コニュニケー
ションシステムの音量が上がり
ます／下がります。

インジケーターおよび警告メッ
セージ

モーターサイクルのインジケー
ターおよび警告メッセージは、
マップ表示の左上の該当するア
イコン 1 で表示されます。

BMW Motorradコミュニケー
ションシステムが接続され

ている場合、警告1件につきさら
に注意音が1つ鳴ります。
複数のアクティブな警告メッ
セージがある場合には、メッセー
ジ数が三角形の警告マークの下
側に表示されます。
三角形の警告マークをクリック
すると、2個以上のメッセージが
ある場合に、すべての警告メッ
セージを掲載したリストが開き
ます。
メッセージを 1 個選択すると、
さらに詳しい情報が表示されま
す。

すべての警告について詳細
な情報を表示することはで

きません。
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特別機能
BMW Motorrad Navigator の統合
により、Navigator 取扱説明書
の記載に異なる箇所が出ていま
す。

燃料残量警告
フューエルレベル表示の設定は
使用できません。残量警告は車
両からNavigatorに伝送されるか
らです。メッセージが有効な場
合、メッセージを押すと最寄りの
ガソリンスタンドが表示されま
す。

時刻表示と日付
時刻表示と日付がNavigatorから
モーターサイクルに伝送されま
す。TFTディスプレイに時間を引
き継ぐには、さらにメニュー設
定、システム設定、日付および時
刻 で、機能GPS同期 を ONにする
必要があります。

セキュリティ設定
BMW Motorrad Navigator V およ
びBMW Motorrad Navigator VI で
は、4桁の PINにより、第三者に
よる操作から保護することがで
きます（Garmin Lock）。この機能
がアクティブになると、ナビゲー
ターが車両に取り付けられてい
てイグニッションが ONの間に、
ライダーに対して、この車両を
保護されている車両のリストに
追加するかどうか確認がなされ
ます。この問いに対して「はい」

で確定すると、Navigatorがこの
車両の車両識別番号を保存しま
す。
車両識別番号は 5つまで登録す
ることができます。
これらの車両の 1台でイグニッ
ションを ONにすることにより、
Navigatorが ONになる場合には、
PIN入力は必要なくなります。
Navigator が ON の状態で車両か
ら取り外されると、セキュリティ
上の理由から PIN の照会が開始
されます。

画面の輝度
取り付けられている状態で、画面
の輝度がモーターサイクルによ
り設定されます。手動入力は必
要ありません。
自動設定を希望しない場合は、
Navigatorのディスプレイ設定で
OFFにすることができます。
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192 お手入れ

ケア用品
BMW Motorrad は、ご使用になる
洗剤やケア用品をBMW Motorrad
ディーラーでお求めになるこ
とをお勧めします。BMW Care
Products については、原料のテ
ストや研究機関による製品テス
トおよび試用テストが行われて
おり、お客様の車両に使用されて
いる素材のケアと保護を最適に
行います。

重要事項

不適切な洗剤およびケア用品
の使用
車両部品の損傷
ニトロ希釈液、コールドク
リーナー、ガソリン、アルコー
ルを含んだクリーナーなどを
使用しないでください。

重要事項

強度の酸性またはアルカリ性
の洗剤の使用について
車両部品の損傷
洗剤の包装に記載されている
希釈濃度を確認し、遵守して
ください。
決して強度の酸性またはアル
カリ性の洗剤を使用しないで
ください。

洗車
BMW Motorradは、ペイントに付着
している昆虫や硬化した汚れな
どを、洗車の前にBMW専用クリー
ナーで柔らかくして洗い流して
おくことをお勧めします。
しみができるのを避けるため、
強い直射日光にさらされた直後
や日向での洗車は行わないでく
ださい。
フォークストラットは定期的に
清掃し、汚れを取り除いてくださ
い。
特に冬季の間は、洗車をより頻繁
に行ってください。
路面に散布された塩を除去する
ため、走行後は、直ちにモーター
サイクルを冷水で洗車します。

警告

車両を水洗いしたり、水たまり
の中を通過したり、雨の日に走
行した後の、水分の付着したブ
レーキディスクおよびブレー
キパッド
ブレーキの効きの低下、事故を
起こす危険
ブレーキディスクおよびブ
レーキパッドが乾いた状態で
ブレーキがかけられるように
なるまでは、早めにブレーキ
ングしてください。
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重要事項

温水による塩の作用の増大
腐食
散布された塩を除去するに
は、必ず冷水を使用してくだ
さい。

重要事項

高圧クリーナーやスチーム
ジェット機器の高い水圧によ
る損傷
ラベル、シーリング、油圧式ブ
レーキシステム、電装系および
シートの腐食、ショートまたは
損傷
高圧ジェットやスチームク
リーナーは慎重に使用してく
ださい。

損傷しやすい車両部品のお手入
れ

プラスチック

重要事項

不適切な洗剤の使用
プラスチック表面の損傷
アルコールや溶剤、研磨剤を
含んだクリーナーは使用しな
いでください。
虫取りスポンジや表面の硬い
スポンジは使用しないでくだ
さい。

フェアリング部
カ バ ー 部 分 を 水
とBMW Motorrad クリー
ナーで清掃します。

プラスチック製ウインドシール
ドおよびカバーレンズ
汚れや昆虫を、柔らかいスポンジ
と水を大量に使用して除去して
ください。

硬化した汚れや昆虫など
の付着は、湿らせた布など

をかぶせて柔らかくしてくださ
い。

TFTディスプレイ
TFTディスプレイを湯と洗剤を使
用して清掃します。続いて、ペー
パータオルなどの清潔なウェス
で拭き取って乾かします。

クローム
クローム部品を十分な水
とBMW Motorrad ケア製品シリー
ズのモーターサイクルクリー
ナーで丁寧に清掃します。これ
は特に融雪塩の影響を受けてい
る場合に該当します。
さらに処置を施す場合には、
BMW Motorrad メタルポリッシュ
を使用してください。
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ラジエター
ラジエターは、定期的に清掃し
てください。冷却が不十分なた
めに起こるエンジンのオーバー
ヒートを避けるためです。
園芸用ホースなどを使い、低い水
圧で清掃してください。

重要事項

ラジエタープレートを折り曲
げる
ラジエタープレートの損傷
清掃の際に、ラジエタープ
レートを折り曲げないように
注意してください。

ラバー
ラバー部品の清掃には、水または
BMWラバークリーナーを使用して
ください。

重要事項

ラバーシールのお手入れにシ
リコンスプレーを使用
ラバーシールの損傷
シリコンスプレーやシリコン
を含んだケア製品を使用しな
いでください。

ペイントのお手入れ
定期的に洗車を行うことにより、
塗装部分に長期間にわたって影
響を与え、ペイントを損傷する原
因となる物質を除去することが
できます。特に、大気汚染が激し
い地域や、樹脂や花粉などが付着
するような地域を走行した場合
などに効果的です。
特に侵食性の高い物質は、直ち
に除去してください。ペイント
の損傷や変色を引き起こすお
それがあります。侵食性の高い
物質には、こぼれたフューエル
やオイル、グリース、ブレーキ
液、鳥のふんなどがあります。
これには、BMW Motorrad クリー
ナーと、続けて防錆処理のため
にBMW Motorrad 光沢ポリッシュ
の使用をお勧めします。
ペイントの表面仕上げに付着し
ている汚れは、洗車後に特に見え
やすくなります。このような汚
れは、クリーニング用ベンジンま
たはアルコールを清潔な布や綿
球などに含ませて、直ちに除去
してください。BMW Motorradは、
タール系の汚れには、BMWタール
リムーバーの使用をお勧めしま
す。その後、その箇所のペイント
を保護コーティングなどで保護
します。
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保護コーティング
ペイントから水が垂れなくなっ
たら、防錆処理する必要がありま
す。
BMW Motorrad は、ペイント
保護コーティングのため、
BMW Motorrad 光沢ポリッシュお
よびカルナバワックス、合成ワッ
クスを含むコーティング剤を使
用することをお勧めします。

長期保管
モーターサイクルを満タンにし
ます。

ガソリン添加剤はフューエ
ルインジェクションシステ

ムおよび燃焼エリアを洗浄する
効果があります。低品質の燃料
を給油した場合、または、長期間
使用しなかった場合には、ガソリ
ン添加剤を使用する必要があり
ます。詳しい情報につきまして
は、BMW Motorradディーラーにお
問い合わせください。
洗車します。
バッテリーを取り外します。
ブレーキレバー、クラッチレ
バー、サイドスタンドのピボッ
ト部に、適切な潤滑剤を塗布し
ます。
金属部品やクロームメッキ部品
に中性のグリース（ワセリン）
を塗布します。
モーターサイクルを、両ホイー
ルに負荷がかからない状態にし

て、乾燥した場所に保管します
（できればBMW Motorrad が提供
しているフロントホイールスタ
ンドおよびリヤホイールスタン
ドを使用）。

モーターサイクルの再使用
表面に塗布されている保護用
コーティングを取り除きます。
洗車します。
バッテリーを取り付けます。
チェックリストを確認し、遵守
する ( 111)。
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198 テクニカルデータ

トラブルシューティング

エンジンが始動しない：
原因 修理

サイドスタンドが出ていて、
ギヤが入っている

ニュートラルに設定するか、
サイドスタンドを格納します。

ギヤが入っていて、クラッチを
切っていない

ギヤをニュートラルにするか、
クラッチを切ります。

燃料が入っていない 給油します。
バッテリーが空になっている 接続しているバッテリーを充電

します。
スターターに対する過熱保護が
作動した。スターターを稼働さ
せる時間は制限されています。

スターターが使用できるように
なるまで約1分間冷却します。

Bluetooth接続が確立されません。
原因 修理

ペアリングに必要なステップが
踏まれませんでした。

コミュニケーションシステム
の Operating instructionsで、
ペアリングに必要なステップに
関する情報を入手してくださ
い。

ペアリングを行ってもコミュニ
ケーションシステムが自動的に
接続されません。

ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを OFF にして、1～
2分後に再度接続してください。

ヘルメットに保存されている
Bluetooth 機器の数が多すぎま
す。

ヘルメットのすべてのペアリ
ング登録を削除してください

（コミュニケーションシステム
の Operating instructionsを参
照）。

Bluetooth 対応機器を装備した
他の車両が付近にあります。

複数の車両との同時ペアリング
は避けてください。
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Bluetooth接続が阻害されています。
原因 修理

携帯端末機器との Bluetooth 接
続が遮断されます。

省電力モードを OFF にしてくだ
さい。

ヘルメットとの Bluetooth 接続
が遮断されます。

ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを OFF にして、1～
2分後に再度接続してください。

ヘルメットの音量を調整するこ
とができません。

ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを OFF にして、1～
2分後に再度接続してください。

電話帳がTFTディスプレイに表示されません。
原因 修理

電話帳が車両にまだ転送されて
いません。

モバイル端末機器でのペアリ
ングの際に、電話データの伝
送 ( 96) を確定します。

アクティブ目的地ガイドがTFTディスプレイに表示されません。
原因 修理

BMW Motorrad Connected App の
ナビゲーションが転送されませ
んでした。

接続されている携帯端末機器
で、走行開始前にBMW Motorrad
Connected App を呼び出してく
ださい。

目的地ガイドをスタートさせる
ことができません。

携帯端末機器のデータ接続を確
認して、携帯端末機器のマップ
データを点検してください。



200 テクニカルデータ

ねじ止め部

フロントホイール 数値 有効

フロントホイール回転
数センサーとフォーク
M6 x 16、ボルトを交換
する
マイクロカプセル加工
済

8 Nm

フロントフェンダーと
テレスコピックフォー
ク
M5 x 14、ボルトを交換
する
マイクロカプセル加工
済

2 Nm

ブレーキキャリパーと
テレスコピックフォー
ク
M10 x 65 38 Nm
アクスルシャフトのク
ランプ
M8 x 35 締付け順序: ボルトを 6回、

交互に締め付ける
19 Nm

フロントアクスルシャ
フト内のアクスルボル
ト
M20 x 1.5 50 Nm
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リヤホイール 数値 有効

リヤホイール回転数セ
ンサーとブレーキキャ
リパーサポート
M6 x 16、ボルトを交換
する
マイクロカプセル加工
済

8 Nm

スイングアーム内リヤ
ホイールアクスルシャ
フト
M24 x 1.5
メカニズム部分

100 Nm

ミラーアーム 数値 有効

ミラー（ロックナット）
とクランプ
M10 x 1.25 左ネジ、22 Nm
アダプターとクランプ
台
M10 x 14 - 4,8 25 Nm
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燃料

推奨フューエルグレード 無鉛プレミアムガソリン（ハイオ
ク）(最大15 ％エタノール、E15)
95 ROZ/RON
90 AKI

フューエルタンク容量 約13 l
フューエルリザーブ容量 約3.5 l
燃費 4.2 l/100 km、WMTCに準拠
CO2排出 99 g/km、WMTCに準拠

99 g/km、GB15744­2019に準拠
排ガス基準 EU 5

エンジンオイル

エンジンオイル容量 約3.0 l、フィルター交換時
規格 SAE 5W-40、API SL / JASO MA2、

添加剤（例えばモリブデンベー
スのもの）は許可されていま
せん。コーティングされてい
るエンジン部品が損傷するた
めです、BMW Motorrad では、
BMW Motorrad ADVANTEC Ultimate オ
イルを推奨しています。

オイル添加剤 オイル添加剤はクラッチ機能に
支障をもたらすおそれがある
ため、BMW Motorrad はオイル添
加剤の使用をお勧めしません。
ご愛用のモーターサイクルに適
したエンジンオイルについて
は、BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

BMW recommends
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エンジン

エンジン番号位置 クランクケース上部、オイル
ヒートエクスチェンジャー近く

エンジン型式 A24A09A
エンジン型式 水冷 2 シリンダー 4 ストロー

クエンジン、シリンダーごとに
ロッカーアームを介して 4バル
ブを操作、上部にある二個のカ
ムシャフトおよびドライサンプ
潤滑方式

排気量 895 cm3

シリンダーボア 86 mm
ピストンストローク 77 mm
圧縮比 13.1:1
最高出力 77 kW、エンジン回転数:

8500 min-1

最大トルク 92 Nm、エンジン回転数:
6500 min-1

最高回転数 max 9000 min-1

アイドリング回転数 1250±50 min-1、エンジン作動温
度時

クラッチ

クラッチの仕様 湿式多板クラッチ（アンチホッピ
ング）
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ギヤボックス

ギヤボックスの仕様 シリンダーブロックに統合され
た常時噛み合い式ヘリカルギ
ア 6速マニュアルトランスミッ
ション

ギヤ比 1.821、一次減速比
1:2.833、1速
1:2.067、2速
1:1.600、3速
1:1.308、4速
1:1.103、5速
1:0.968、6速

リヤホイールドライブ

駆動方式 チェーンドライブ
チェーンのたるみ量 35...45 mm、モーターサイクル

をサイドスタンドで立てる（無負
荷状態）

ローダウン OE 装備 30...40 mm、モーターサイクル
をサイドスタンドで立てる（無負
荷状態）

許容チェーン長 max 144 mm、10 リベットの中央
で測定、チェーンは引っ張った
状態

リヤホイールドライブの歯数
(ドライブスプロケット／ドリ
ブンスプロケット)

17/44

ファイナルドライブ 2,588
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フレーム

フレーム型式 シェル構造スチール製ブリッジ
タイプフレーム

型式プレートの位置 左フロントフレームとステアリ
ングヘッド

車両識別番号の位置 右フロントフレーム

サスペンション

フロントホイール
フロントサスペンション型式 テレスコピックフォーク
スプリングトラベル（フロント） 135 mm、フロントホイールで
ローダウン OE 装備 115 mm、フロントホイールで

リヤホイール
リヤサスペンション型式 アルミキャストダブルアームス

イングアーム
リヤサスペンション構造 コイルスプリング付きセントラ

ルスプリングストラット、調整
式リバウンドダンピングおよび
スプリングプリロード

リアホイールのスプリング 142 mm、リヤホイールで
ローダウン OE 装備 122 mm、リヤホイールで
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ブレーキ

フロントホイール
フロントブレーキ型式 4 ピストンラジアルブレーキ

キャリパーを搭載した油圧式ダ
ブルディスクブレーキ。ブレー
キディスクはフローティングマ
ウント式

フロントブレーキパッドの材質 焼結合金
フロントブレーキディスク厚 4.5 mm、新品時の状態

min 4.0 mm、摩耗限度
ブレーキ操作の遊び (フロント
ブレーキ)

0.7...1.7 mm、ピストンで測定

リヤホイール
リヤブレーキ型式 1ピストンフローティングキャ

リパーを装備した油圧式ディス
クブレーキ。ブレーキディスク
はリジッドマウント

リヤブレーキパッドの材質 有機素材
リヤブレーキディスク厚 5.0 mm、新品時の状態

min 4.5 mm、摩耗限度
ブレーキペダルのブローバイク
リアランス

2.0...3.0 mm、進行方向に対して
直角、ブレーキライトスイッチ
プレートとフットレストプレー
ト間

ホイールとタイヤ

推奨されるタイヤの組み合わせ 最新の承認タイヤの一覧につい
ては、BMW Motorrad ディーラー
にお問い合わせいただくか、ウェ
ブサイトbmw-motorrad.comをご
覧ください。
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タイヤ速度カテゴリー（フロント
／リヤ）

W、少なくとも下記の値以上が必
要: 270 km/h

フロントホイール
フロントホイールの仕様 アルミキャストホイール
フロントホイールリムサイズ 3.50" x 17"
タイヤサイズ（フロント） 120/70 ZR 17
タイヤ荷重指数（フロント） 58
フロントホイールのアンバラン
スの許容値

max 5 g

リヤホイール
リヤホイールの仕様 アルミキャストホイール
リヤホイールリムサイズ 5.50" x 17"
タイヤサイズ（リヤ） 180/55 ZR 17
タイヤ荷重指数（リヤ） 73
リヤホイールのアンバランスの
許容値

max 5 g

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧（フロント） 2.5 bar、タイヤ冷間時
タイヤ空気圧（リヤ） 2.9 bar、タイヤ冷間時

電装系

メインヒューズ 40 A、電圧レギュレーター
ヒューズボックス 10 A、スロット 1：メーターパ

ネル、盗難警報装置(DWA)、イグ
ニッションスイッチ、診断ソ
ケット、メインリレーコイル
7.5 A、スロット 2：左コンビ
ネーションスイッチ、タイヤ空
気圧コントロール(RDC)

電源ソケットの定格電気負荷 5 A
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バッテリー
バッテリー型式 AGMバッテリー（Absorbent Glass

Mat：グラスマット吸収式）
バッテリー電圧 12 V
バッテリー容量 12 Ah
バッテリータイプ (Keyless
Ride無線キー)
Keyless RideOE 装備 CR 2032

スパークプラグ
スパークプラグのメーカーおよ
び名称

NGK LMAR9J-9E

ライトバルブ
ハイビーム用バルブ LED
ロービームのバルブ LED
ポジションライト／パーキング
ライトバルブ

LED

テールライト／ブレーキライト
バルブ

LED

ライセンスプレートライト用バ
ルブ

テールライトに内蔵

ウインカー用バルブ LED

盗難警報装置

再使用時にONになるまでの時間 約30 s
アラーム継続時間 約26 s
バッテリータイプ CR 123 A
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寸法

全長 2140 mm、リヤホイールの上
ローダウン OE 装備 2135 mm、リヤホイールの上

全高 1130 mm、KOMBI上、DIN空車重量
のとき

ローダウン OE 装備 1110 mm、KOMBI上、DIN空車重量
のとき

全幅 815 mm、ハンドレバーを含む
フロントシート高さ 815 mm、ライダー非乗車時、

DIN空車時
ローシート OE 装備 790 mm、ライダー非乗車時、

DIN空車時
エクストラハイシート OE 装備 865 mm、ライダー非乗車時、

DIN空車時
ローダウン OE 装備 770 mm、ライダー非乗車時、

DIN空車時
ライダーステップアーチレング
ス

1820 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時

ローシート OE 装備 1785 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時

エクストラハイシート OE 装備 1890 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時

ローダウン OE 装備 1755 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時
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重量

空車重量 211 kg、DIN空車時、走行可能状
態、燃料満載時の 90 ％、オプ
ション非装備

フロント軸荷重（空車時） 106 kg
許容軸荷重（フロント） max 180 kg
リヤ軸荷重（空車時） 105 kg
許容軸荷重（リヤ） max 300 kg
許容総重量 430 kg
最大積載荷重 219 kg

性能

最高速度 >200 km/h
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リサイクル

二輪車を廃棄する場合は？
最寄りの「廃棄二輪車取扱店」
のBMW Motorrad ディーラーにご
相談ください。
廃棄二輪車取扱店とは（社）全国
軽自動車協会連合会の登録販売
店で、広域廃棄物処理指定業指定
店として登録されている廃棄二
輪車取扱店です。廃棄二輪車を
適正処理するための窓口であり、
店頭に「廃棄二輪車取扱店の証」
が表示されています。

廃棄二輪車取扱店の証

リサイクル料金と二輪車リサイ
クルマーク
リサイクル料金は廃棄二輪車を
適正な処理を行い、再資源化する
費用です。
リサイクルマーク（3 cm × 3 cm）
が車体（シートの下）に貼付され
ているBMW Motorradは、リサイク
ル費用がメーカー希望小売価格
に含まれておりますので、再資源

化に必要なリサイクル料金はい
ただきません。
ただし、運搬および収集費用は含
まれておりませんので、お客様か
ら廃棄二輪車取扱店、および指定
引取所迄の運搬および収集費用
はお客様負担となります。
尚、運搬および収集費用は、依頼
する廃棄二輪車取扱店にお問い
合わせください。
また、お客様の都合で二輪車リサ
イクルシステムを活用されない
場合に於いても、リサイクル料金
は返還いたしません。

シート下のフレーム等に貼付し
ています

二輪車リサイクルマークの取扱
い
二輪車を廃棄する際は、二輪車リ
サイクルマークが必要となりま
す。
リサイクルマークは車体から剥
がさないでください。尚、紛失、
破損による再発行、部品販売の取
扱いはございません。



215
リサイクルマークの剥がれ等に
より、リサイクルマーク付車両か
否か不明の場合は、（財）自動車
リサイクル促進センターのホー
ムページおよび二輪車リサイク
ルコールセンターでご確認くだ
さい。

廃棄二輪車に関するお問い合わ
せ
廃棄二輪車に関するお問い合わ
せは、最寄りの「廃棄二輪車取扱
店」のBMW Motorrad ディーラー
または下記の二輪車コールセン
ターまでお問合せください。

（財）自動車リサイクル促進セン
ター内
二輪車リサイクルコールセン
ター
電話番号03-3598-8075
受付時間9時30分～17時 00分

（土日祝日、年末年始等を除く）
インターネット：
www.jarc.or.jp

BMW MOTORRADサービス
BMW Motorrad は広範囲にわたる
ディーラーネットワークにより、
世界100か国以上で、お客様およ
びご使用のモーターサイクルの
ためのサービスを提供していま
す。BMW Motorradディーラーは、
ご使用のBMWモーターサイクルに
おいて、あらゆるメインテナンス
および修理作業を確実に行うた

めの技術情報および技術的ノウ
ハウを備えています。
最寄りのBMW Motorrad ディー
ラーは下記のインターネットサ
イトでご確認いただけます：
bmw­motorrad.com

警告

不適切に行われたメインテナ
ンスや修理作業
損傷による事故の危険
BMW Motorrad では、モー
ターサイクルに関する作業
はBMW Motorradディーラーに
依頼することをお勧めしま
す。

ご使用のBMW モーターサイクル
が常に最適な状態に保たれてい
るようにするため、BMW Motorrad
は、規定のメインテナンスイン
ターバルを遵守することをお勧
めします。
実施されるメインテナンスおよ
び修理作業については、本書の

「サービス」の章でご確認くださ
い。保証期間が満了した後で修
理や点検を依頼される場合にも、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要条件になります。
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BMWサービスの内容につきまして
は、BMW Motorradディーラーにお
たずねください。

BMW MOTORRADサービス履歴

記入項目
実施したメンテナンス作業が整
備手帳に記入されます。整備手
帳の記入項目は、定期メンテナン
スの証明になります。
車両の電子サービス履歴が更新
されると、サービスに関するデー
タがドイツ・ミュンヘンにあ
るBMW AG本部 ITシステムに保存
されます。
サービス履歴に記入されたデー
タは、車両所有者変更後、新しい
所有者も見ることができます。
BMW Motorrad ディーラーや専門
の整備工場もサービス履歴に記
載されているデータを見ること
ができます。

異議申し立て
車両所有者は、車両を所有する
間BMW Motorrad ディーラーまた
は専門の整備工場に対して、サー
ビス履歴への記入およびそれに
関わる車両データの保存および
自動車メーカーへのデータ転送
に関して異議を申し立てること
ができます。この場合、車両の
サービス履歴の記入が行われな
くなります。

BMW MOTORRAD モビリティサービ
ス
BMW Motorrad の新車は、
万が一のトラブル発生時に
はBMW Motorrad エマージェン
シーサービスによる各種のサー
ビスを受けることができます（モ
バイルサービス、現場で対応可
能な範囲での応急処置、車両の
回送など）。
モビリティサービスの詳細につ
きましては、BMW Motorradディー
ラーにお問い合わせください。

メインテナンス作業

BMW納車前点検（PDI）
BMW 納車前点検（PDI）は、車両
をお客様にお渡しする前に、
BMW Motorrad ディーラーによっ
て実施されます。

BMW初回点検
500 km～ 1200 km の間に必ず
BMW初回点検を行ってください。

BMWサービス
BMW サービスは 1 年に 1 度実施
されます。サービス項目は車両
使用年数および走行距離数に応
じて異なります。BMW Motorrad
ディーラーがお客様にサービス
の実施を確認し、次回のサービス
時期を登録します。
1 年間にかなりの距離を走行す
る車両に関しては、場合によっ
ては登録されている時期以前に
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サービスを実施する必要があり
ます。この場合、該当する最長走
行距離が一般整備記録に追記さ
れます。次回のサービス時期の
前にこの走行距離に達した場合
は、予定を早めてサービスを実施
する必要があります。

ディスプレイのサービス表示に
より、登録日の約 1 カ月前また
は登録距離の1000 km前に、次の
サービスの時期が近づいている
ことが示されます。

サービスに関する詳しい情報に
ついては、以下をご覧ください：
bmw-motorrad.com/service

車両に必要なサービス範囲
は、下記のメインテナンススケ
ジュールで確認できます：
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メインテナンススケジュール

1 BMW初回点検
2 BMW標準サービス範囲
3 エンジンオイルを交換する

（フィルター交換時）
4 バルブクリアランスを点検

する
5 すべてのスパークプラグを

交換する
6 エアクリーナーエレメント

を交換する
7 テレスコピックフォークの

オイル交換
8 システム全体のブレーキフ

ルードを交換する

a 1 年に 1 回または
10000 kmごと（どちらか先に
該当した方）

b 初回は1年後、その後は2年
ごと
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メンテナンスの確認

BMW Service標準範囲
以下は、BMW Service標準範囲の活動が記載されています。車両に該
当するサービス範囲は、実際には異なる場合があります。
BMW Motorrad故障診断装置で車両テストを実施する
クーラントレベルを点検する
クラッチの遊びを点検／調整する
ブレーキパッドとフロントブレーキディスクの摩耗点検
リヤブレーキパッドおよびブレーキディスクの摩耗を点検する
フロント／リヤのブレーキフルードレベルを点検する
ブレーキライン、ブレーキホース、接続部の目視点検
タイヤ空気圧およびトレッドの溝の深さを点検する
チェーンドライブを点検し、潤滑する
サイドスタンドがスムーズに動くか点検する
メイン（センター）スタンドがスムーズに動くか点検する
ステアリングヘッドベアリングを点検する
照明および信号装置を点検する
エンジン始動抑止機能の機能点検
最終点検および走行安全性の点検
BMW Motorrad故障診断装置を使用して、サービス時期および残余走
行距離を設定する
バッテリー充電状態を点検する
車載書類に記載されているBMWサービスについて確認する
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BMW納車前点検
実施済み

日付

押印、署名

BMW初回点検
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名



225

BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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BMWサービス
実施済み

日付
距離km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離km

実施済みの作業
はい なし

BMWサービス

エンジンオイルおよびフィルターの交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフルード交換

注意 押印、署名
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サービスの確認
この表は、メンテナンス作業、修理作業、取り付けられた特別付属
品、および実施された特別活動の確認のために利用できます。
実施済みの作業 距離km 日付
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実施済みの作業 距離km 日付
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To verify the authorization of 
the ignition key, the electronic 
immobilizer exchanges 
information with the ignition 
key via the ring aerial.
This device complies with 
Part 15 of the FCC rules.
Operation is subject to the 
following two conditions:
(1) This device may not cause

harmful interference, and
(2) this device must accept

any interference received,
including interference that
may cause undesired
operation.

   Any changes or modifi-
   cations not expressly  

approved by the party 
responsible for compliance 
could void the user's authority 
to operate the equipment.    

FCC Approval
Ring aerial in the ignition 
 switch

Approbation de la FCC
Antenne annulaire présente 
dans le commutateur 
d'allumage

Pour vérifier l'autorisation de 
la clé de contact, le système 
d'immobilisation électronique 
échange des informations 
avec la clé de contact via 
l'antenne annulaire.
Le présent dispositif est 
conforme à la partie 15 des 
règles de la FCC. Son 
utilisation est soumise aux 
deux conditions suivantes : 
(1) Le dispositif ne

doit pas produire
d'interférences nuisibles, et

(2) le dispositif doit pouvoir
accepter toutes les
interférences extérieures, y
compris celles qui
pourraient provoquer une
activation inopportune.



été approuvée expressément 
par l'organisme responsable 
de l'homologation peut 
annuler l'autorisation accordée 
à l'utilisateur pour utiliser le 
dispositif.            

Toute modification qui 
n'aurait qui n'aurait pas 



Certifications
BMW Keyless Ride ID Device 

USA, Canada: 

Product name: BMW Keyless Ride ID 
Device FCC ID: YGOHUF5750 
IC: 4008C-HUF5750 

Canada: 
Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including
interference that may cause undesired operation.

Any changes or modifications not expressly approved by the 
party responsible for compliance could void the user’s 

authority to operate the equipment.



Argentina: 

H-17115

USA: 
This device complies with Part 15 of the FCC rules. Operation is 
subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including
interference that may cause undesired operation.



Declaration Of Conformity

We declare under our responsibility that the product 

BMW Keyless Ride ID Device (Model: HUF5750) 

camplies with the appropriate essential requirements of the article 3 
of the R&TIE and the other relevant provisions, when used for its 
intended purpose. Applied Standards: 

1. Health and safety requirements contained in article 3 (1) a)
• EN 60950-1:2006+A11:2009+A1:2010+A12:2011;

Information technology equipment-Safety
2. Protection requirements with respect to electromagnetic

compatibility article 3 (1) b)
• EN 301 489-1 (V1 .9.2, 09/2011 ), Electromagnetic

compatibility and radio spectrum matters (ERM);
Electromagnetic compatibility (EMC) standard for radio
equipment and services;
Part 1: Common technical requirements

• EN 301 489-3 (V1.4.1, 08/2002) Electromagnetic
compatibility and radio spectrum matters (ERM);
Electromagnetic compatibility (EMC) standard for radio
equipment and services; Part 3: Specific conditions for short
range devices (SRD) operating on frequencies between 9 kHz
and 40 GHz

3. Means of the efficient use of the radio frequency spectrum
article 3 (2)

• EN 300 220-1 & -2 (V2.4.1, 05/2012), electromagnetic
compatibility and radio spectrum matters (ERM); Short range
devices (SRD); Radio equipment tobe used in the 25 MHz to
1000 MHz frequency range with power Ieveis ranging up to
500 mW;
Part 1: Technical characteristics and test methods.
Part 2: Harmonized EN covering essential requirements under
article 3.2 ofthe R&TIE directive



The product is Iabeted with the CE marking:   

Velbert, October 15th, 2013
Benjamin A. Müller 

Product Development Systems
Car Access and Immobilization - 
Electronics Huf Hülsbeck & Fürst 
GmbH & Co. KG 
Steeger Straße 17, D-42551 
Velbert



Declaration of 
Conformity 

Radio equipment tyre pressure 
control  (RDC) 

Simplified EU Declaration of 
Conformity acc. Radio Equipment 
Directive 2014/53/EU after 
12.06.2016 and during transition 
period

Technical information 
Frequency Band: 433.895 - 
433.945 MHz
Output Power:  <10 mW e.r.p. 

Manufacturer and Address 
Manufacturer: Schrader 
Electronics Ltd.
Adress: Technology Park, Antrim,  
N. Ireland BT41 1QS,
United Kingdom

Austria 
Hiermit erklärt Schrader 
Electronics Ltd., dass der 
Funkanlagentyp BC5A4 der 
Richtlinie 
2014/53/EU entspricht.  
Der vollständige Text der EU-
Konformitätserklärung ist unter 
der folgenden Internetadresse 
verfügbar: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Belgium 
Le soussigné, Schrader 
Electronics Ltd., déclare que 
l'équipement radioélectrique du 
type BC5A4 est conforme à la 
directive 2014/53/UE.  
Le texte complet de la déclaration 
UE de conformité est disponible à 
l'adresse internet suivante: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 



Cyprus 
Με την παρούσα ο/η Schrader 
Electronics Ltd., δηλώνει ότι ο 
ραδιοεξοπλισμός BC5A4 πληροί 
την οδηγία 2014/53/ΕΕ. 
Το πλήρες κείμενο της δήλωσης 
συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην 
ακόλουθη ιστοσελίδα στο 
διαδίκτυο: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Czech Republic 
Tímto Schrader Electronics Ltd. 
prohlašuje, že typ rádiového 
zařízení BC5A4 je v souladu se 
směrnicí 2014/53/EU. 
Úplné znění EU prohlášení o 
shodě je k dispozici na této 
internetové adrese: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Germany 
Hiermit erklärt Schrader 
Electronics Ltd., dass der 
Funkanlagentyp BC5A4 der 
Richtlinie 
2014/53/EU entspricht.  
Der vollständige Text der EU-
Konformitätserklärung ist unter 
der folgenden Internetadresse 
verfügbar: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Denmark 
Hermed erklærer Schrader 
Electronics Ltd., at 
radioudstyrstypen BC5A4 er i 
overensstemmelse med direktiv 
2014/53/EU. 
EU-
overensstemmelseserklæringens 
fulde tekst kan findes på følgende 
internetadresse: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Estonia 
Käesolevaga deklareerib Schrader 
Electronics Ltd., et käesolev 
raadioseadme tüüp BC5A4 vastab 
direktiivi 2014/53/EL nõuetele. 
ELi vastavusdeklaratsiooni täielik 
tekst on kättesaadav järgmisel 
internetiaadressil: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Spain 
Por la presente, Schrader 
Electronics Ltd. declara que el tipo 
de equipo radioeléctrico BC5A4 
es conforme con la Directiva 
2014/53/UE. 
El texto completo de la 
declaración UE de conformidad 
está disponible en la dirección 
Internet siguiente: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 



Finland 
Schrader Electronics Ltd. 
vakuuttaa, että radiolaitetyyppi 
BC5A4 on direktiivin 2014/53/EU 
mukainen. 
EU-
vaatimustenmukaisuusvakuutukse 
n täysimittainen teksti on saatavilla 
seuraavassa internetosoitteessa: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

France 
Le soussigné, Schrader 
Electronics Ltd., déclare que 
l'équipement radioélectrique du 
type BC5A4 est conforme à la 
directive 2014/53/UE.  
Le texte complet de la déclaration 
UE de conformité est disponible à 
l'adresse internet suivante: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

United Kingdom 
Hereby, Schrader Electronics Ltd. 
declares that the radio equipment 
type BC5A4 is in compliance with 
Directive 2014/53/EU.  
The full text of the EU declaration 
of conformity is available at the 
following internet address: http://
www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Greece 
Με την παρούσα ο/η Schrader 
Electronics Ltd., δηλώνει ότι ο 
ραδιοεξοπλισμός BC5A4 πληροί 
την οδηγία 2014/53/ΕΕ. 
Το πλήρες κείμενο της δήλωσης 
συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην 
ακόλουθη ιστοσελίδα στο 
διαδίκτυο: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Croatia 
Schrader Electronics Ltd. ovime 
izjavljuje da je radijska oprema 
tipa BC5A4 u skladu s Direktivom 
2014/53/EU. 
Cjeloviti tekst EU izjave o 
sukladnosti dostupan je na 
sljedećoj internetskoj adresi: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities

Hungary 
Schrader Electronics Ltd. igazolja, 
hogy a BC5A4 típusú 
rádióberendezés megfelel a 
2014/53/EU irányelvnek. 
Az EU-megfelelőségi nyilatkozat 
teljes szövege elérhető a 
következő internetes címen: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 



Ireland 
Hereby, Schrader Electronics Ltd. 
declares that the radio equipment 
type BC5A4 is in compliance with 
Directive 2014/53/EU.  
The full text of the EU declaration 
of conformity is available at the 
following internet address: http://
www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Italy 
Il fabbricante, Schrader 
Electronics Ltd., dichiara che il 
tipo di apparecchiatura radio 
BC5A4 è conforme alla direttiva 
2014/53/UE. 
Il testo completo della 
dichiarazione di conformità UE è 
disponibile al seguente indirizzo 
Internet: http://
www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Lithuania 
Aš, Schrader Electronics Ltd., 
patvirtinu, kad radijo įrenginių 
tipas BC5A4 atitinka Direktyvą 
2014/53/ES. 
Visas ES atitikties deklaracijos 
tekstas prieinamas šiuo interneto 
adresu: http://
www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Luxembourg 
Le soussigné, Schrader 
Electronics Ltd., déclare que 
l'équipement radioélectrique du 
type BC5A4 est conforme à la 
directive 2014/53/UE.
Le texte complet de la déclaration 
UE de conformité est disponible à 
l'adresse internet suivante: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities

Latvia 
Ar šo Schrader Electronics Ltd. 
deklarē, ka radioiekārta BC5A4 
atbilst Direktīvai 2014/53/ES. 
Pilns ES atbilstības deklarācijas 
teksts ir pieejams šādā interneta 
vietnē: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Malta 
B'dan, Schrader Electronics Ltd., 
niddikjara li dan it-tip ta' tagħmir 
tar-radju BC5A4 huwa konformi 
mad-Direttiva 2014/53/UE. 
It-test kollu tad-dikjarazzjoni ta' 
konformità tal-UE huwa 
disponibbli f'dan l-indirizz tal-
Internet li ġej: http://
www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 



Netherlands 
Hierbij verklaar ik, Schrader 
Electronics Ltd., dat het type 
radioapparatuur BC5A4 conform 
is met Richtlijn 2014/53/EU. 
De volledige tekst van de EU-
conformiteitsverklaring kan 
worden geraadpleegd op het 
volgende internetadres: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Poland 
Schrader Electronics Ltd. 
niniejszym oświadcza, że typ 
urządzenia radiowego BC5A4 jest 
zgodny z dyrektywą 2014/53/UE. 
Pełny tekst deklaracji zgodności 
UE jest dostępny pod 
następującym adresem 
internetowym: http://
www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Portugal 
O(a) abaixo assinado(a) Schrader 
Electronics Ltd. declara que o 
presente tipo de equipamento de 
rádio BC5A4 está em 
conformidade com a Diretiva 
2014/53/UE.
O texto integral da declaração de 
conformidade está disponível no 
seguinte endereço de Internet: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities

Romania 
Prin prezenta, Schrader 
Electronics Ltd. declară că tipul de 
echipamente radio BC5A4 este în 
conformitate cu Directiva 
2014/53/UE. 
Textul integral al declarației UE 
de conformitate este disponibil la 
următoarea adresă internet: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Sweden 
Härmed försäkrar Schrader 
Electronics Ltd. att denna typ av 
radioutrustning BC5A4 
överensstämmer med direktiv 
2014/53/EU. 
Den fullständiga texten till EU-
försäkran om överensstämmelse 
finns på följande webbadress: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Slovenia 
Schrader Electronics Ltd. potrjuje, 
da je tip radijske opreme BC5A4 
skladen z Direktivo 2014/53/EU. 
Celotno besedilo izjave EU o 
skladnosti je na voljo na 
naslednjem spletnem naslovu: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 



Slovakia 
Schrader Electronics Ltd. týmto 
vyhlasuje, že rádiové zariadenie 
typu BC5A4 je v súlade so 
smernicou 2014/53/EÚ. 
Úplné EÚ vyhlásenie o zhode je k 
dispozícii na tejto internetovej 
adrese: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 

Bulgaria 
С настоящото Schrader 
Electronics Ltd. декларира, че 
този тип радиосъоръжение 
BC5A4 е в съответствие с 
Директива 2014/53/ЕС. 
Цялостният текст на ЕС 
декларацията за съответствие 
може да се намери на следния 
интернет адрес: 
http://www.tpmseuroshop.com/
documents/
declaration_conformities 



Certification Tire Pressure 
Control (TPC) 

This device complies with Part 15 
of the FCC Rules and with 
Industry Canada license-exempt 
RSS standard(s). 
Operation is subject to the 
following two conditions:  
(1) This device may not cause

harmful interference, and
(2) This device must accept any

interference received,
including interference that
may cause undesired
operation.

Le présent appareil est conforme 
aux CNR d'Industrie Canada 
applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation 
est autorisée aux deux conditions 
suivantes: 
(1) l'appareil ne doit pas produire

de brouillage, et
(2) l'utilisateur de l'appareil doit

accepter tout brouillage
radioélectrique subi, même si
le brouillage est susceptible
d'en compromettre le
fonctionnement.

WARNING: Changes or 
modifications not expressively 
approved by the party responsible 
for compliance could void the 
user's authority to operate the 
equipment. The term “IC:” before 
the radio certification number only 
signifies that Industry Canada 
technical specifications were met. 

FCC ID: MRXBC5A4 
IC: 2546A-BC5A4 

FCC ID: MRXBC54MA4 
IC: 2546A-BC54MA4 

WARNING: Changes or 
modifications not expressively 
approved by the party responsible 
for compliance could void the 
user's authority to operate the 
equipment. The term “IC:” before 
the radio certification number only 
signifies that Industry Canada 
technical specifications were met. 



Declaration of 
Conformity 

Radio equipment TFT instrument 
cluster 

For all Countries without EU 

Technical information 
BT operating frq. Range:
2402 – 2480 MHz
BT version: 4.2 (no BTLE) 
BT output power: < 4 dBm 
WLAN operating frq. Range::           
2412 – 2462 MHz
WLAN standards:
IEEE 802.11 b/g/n 
WLAN output power: < 20 dBm 

Manufacturer and Address 
Manufacturer:  
Robert Bosch Car Multimedia 
GmbH                                              
Adress: Robert Bosch Str. 200,  
31139 Hildesheim, GERMANY 

Turkey 
Robert Bosch Car Multimedia 
GmbH, ICC6.5in tipi telsiz 
sisteminin 2014/53/EU  
nolu yönetmeliğe uygun olduğunu 
beyan eder.  AB Uygunluk 
Beyanı'nın tam metni, aşağıdaki 
internet adresinden görülebilir: 
http://cert.bosch-
carmultimedia.net 

Brazil 
Este equipamento opera em 
caráter secundário, isto é, não 
tem direito a proteção contra 
interferência prejudicial, mesmo 
de estações do mesmo tipo, e 
não pode causar interferência a 
siste        mas operando em caráter 
primário. 

     Canada 
This        device complies with Industry 
       Canada’s licence-exempt RSSs 
and part 15 of the FCC Rules. 
Operation is subject to the 
following two conditions:  
(1) this device may not cause
interference, and
(2) this device must accept any
i       nterference, including
interference that may cause
undesired operation of the device.
Changes or modifications not 
expressly approved by the party 
responsible for compliance could 
void the user's authority to 
operate the equipment. 



Mexico 
La operación de este equipo está 
sujeta a las siguientes dos 
condiciones: 
(1) es posible que este equipo o
dispositivo no cause interferencia
perjudicial y
(2) este equipo o dispositivo
debe aceptar cualquier
interferencia, incluyendo la que
pueda causar su operación no
deseada.

Taiwan, Republic of 
根據 NCC 低功率電波輻射性電機

管理辦法 規定: 第十二條

經型式認證合格之低功率射頻電

機，非經許可，公司、商號或使用

者均不得擅自變更頻率、加大功率

或變更原設計之特性及功能。

第十四條

低功率射頻電機之使用不得影響飛

航安全及干擾合法通信；經發現有

干擾現象時，應立即停用，並改善
至無干擾時方得繼續使用。

前項合法通信， 

指依電信法規定作業之無線電通
信。

低功率射頻電機須忍受合法通信或

工業、科學及醫療用電波輻射性電

機設備之干擾。

Le présent appareil est conforme 
aux CNR d'Industrie Canada 
applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation 
est autorisée aux deux conditions 
suivantes : (1) l'appareil ne doit 
pas produire de brouillage, et (2) 
l'appareil doit accepter tout 
brouillage radioélectrique subi, 
même si le brouillage est 
susceptible d'en compromettre le 
fonctionnement. 

Korea
적합성평가에 관한 고시
R-CMM-RBR-ICC65IN
상호 : Robert Bosch Car 
Multimedia GmbH모델명 : 
ICC6.5in
기자재명칭 : 특정소출력 무선기
기
(무선데이터통신시스템용 무선기
기)
제조자 및 제조국가 : Robert 
Bosch Car Multimedia GmbH / 
포르투갈
제조년월 : 제조년월로 표기
이 기기는 업무용 환경에서 사용
할 목적으로적합성평가를 받은 
기기로서 가정용 환경에
서 사용하는 경우 전파간섭의 우
려가 있습니
다.



Thailand 
เครื่องโทรคมนาคมและอุปกรณ์ นี้ 
มคีวามสอดคล้องตามข้อกาํหนดของ กทช. 
(This telecommunication 
equipments is in compliance with 
NTC requirements) 

United States (USA) 
This device complies with 
Industry Canada’s licence-exempt 
RSSs and part 15 of the FCC 
Rules. Operation is subject to the 
following two conditions:  
(1) this device may not cause
interference, and
(2) this device must accept any
interference, including
interference that may cause
undesired operation of the device.
Changes or modifications not 
expressly approved by the party 
responsible for compliance could 
void the user's authority to 
operate the equipment. 
Le présent appareil est conforme 
aux CNR d'Industrie Canada 
applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation 
est autorisée aux deux conditions 
suivantes : (1) l'appareil ne doit 
pas produire de brouillage, et (2) 
l'appareil doit accepter tout 
brouillage radioélectrique subi, 
même si le brouillage est 
susceptible d'en compromettre le 
fonctionnement. 



Declaration of 
Conformity 

Radio equipment anti-theft alarm 
(DWA) 

Simplified EU Declaration of 
Conformity acc. Radio Equip-
ment Directive 2014/53/EU 
after 12.06.2016 and during 
transition period

Technical information    
Frequency Band:    
433.05-434.79 MHz            
Output Power: 10 mW e.r.p. 

Manufacturer and Address                
Manufacturer: Meta System S.p.A. 
Adress: Via Galimberti 5  42124 
Reggio Emilia - Italy 

Austria 
Hiermit erklärt Meta System 
S.p.A., dass der Funkanlagentyp 
TXBMWMR der Richtlinie 
2014/53/EU entspricht.
Der vollständige Text der EU-
Konformitätserklärung ist unter 
der folgenden Internetadresse 
verfügbar: https://
docs.metasystem.it/

Belgium 
Le soussigné, Meta System S.p.A., 
déclare que l'équipement 
radioélectrique du type 
TXBMWMR est conforme à la 
directive 2014/53/UE.  
Le texte complet de la déclaration 
UE de conformité est disponible à 
l'adresse internet suivante: 
https://docs.metasystem.it/ 

Bulgaria 
С настоящото Meta System S.p.A. 
декларира, че този тип 
радиосъоръжение TXBMWMR е 
в съответствие с Директива 
2014/53/ЕС. Цялостният текст на 
ЕС декларацията за 
съответствие може да се намери 
на следния интернет адрес: 
https://docs.metasystem.it/ 

Cyprus 
Με την παρούσα ο/η Meta 
System S.p.A., δηλώνει ότι ο 
ραδιοεξοπλισμός TXBMWMR 
πληροί την οδηγία 2014/53/ΕΕ. 
Το πλήρες κείμενο της δήλωσης 
συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην 
ακόλουθη ιστοσελίδα στο 
διαδίκτυο: https://
docs.metasystem.it/ 



Czech Republic 
Tímto Meta System S.p.A. 
prohlašuje, že typ rádiového 
zařízení TXBMWMR je v souladu 
se směrnicí 2014/53/EU. 
Úplné znění EU prohlášení o 
shodě je k dispozici na této 
internetové adrese: 
https://docs.metasystem.it/ 

Germany 
Hiermit erklärt Meta System 
S.p.A., dass der Funkanlagentyp
TXBMWMR der Richtlinie
2014/53/EU entspricht.
Der vollständige Text der EU-
Konformitätserklärung ist unter
der folgenden Internetadresse
verfügbar:
https://docs.metasystem.it/

Denmark 
Hermed erklærer Meta System 
S.p.A., at radioudstyrstypen
TXBMWMR er i
overensstemmelse med direktiv
2014/53/EU. EU-
overensstemmelseserklæringens
fulde tekst kan findes på
følgende internetadresse:
https://docs.metasystem.it/

Estonia 
Käesolevaga deklareerib Meta 
System S.p.A., et käesolev 
raadioseadme tüüp TXBMWMR 
vastab direktiivi 2014/53/EL 
nõuetele. 
ELi vastavusdeklaratsiooni täielik 
tekst on kättesaadav järgmisel 
internetiaadressil: https://
docs.metasystem.it/ 

Spain 
Por la presente, Meta System 
S.p.A. declara que el tipo de
equipo radioeléctrico TXBMWMR
es conforme con la Directiva
2014/53/UE.
El texto completo de la
declaración UE de conformidad
está disponible en la dirección
Internet siguiente: https://
docs.metasystem.it/

Finland 
Meta System S.p.A. vakuuttaa, että 
radiolaitetyyppi TXBMWMR on 
direktiivin 2014/53/EU 
mukainen. EU-
vaatimustenmukaisuusvakuutukse
n täysimittainen teksti on 
saatavilla seuraavassa 
internetosoitteessa: https://
docs.metasystem.it/ 



France 
Le soussigné, Meta System S.p.A., 
déclare que l'équipement 
radioélectrique du type 
TXBMWMR est conforme à la 
directive 2014/53/U.53E
Le texte complet de la déclaration 
UE de conformité est disponible à 
l'adresse internet suivante : 
https://docs.metasystem.it/ 

United Kingdom 
Hereby, Meta System S.p.A. 
declares that the radio equipment 
type TXBMWMR is in compliance 
with Directive .2014/53/E53U
The full text of the EU declaration 
of conformity is available at the 
following internet address: 
https://docs.metasystem.it/ 

Greece 
Με την παρούσα ο/η Meta System 
S.p.A., δηλώνει ότι ο 
ραδιοεξοπλισμός TXBMWMR 
πληροί την οδηγία 2014/53/ΕΕ. Το 
πλήρες κείμενο της δήλωσης 
συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην 
ακόλουθη ιστοσελίδα στο 
διαδίκτυο: https://
docs.metasystem.it/ 

Croatia 
Meta System S.p.A. ovime izjavljuje 
da je radijska oprema tipa 
TXBMWMR u skladu s  Direkt- 
ivom 2014/53/EU. Cjeloviti tekst 
EU izjave o sukladnosti dostupan 
je na sljedećoj internetskoj adresi: 
https://docs.metasystem.it/ 

Hungary 
Meta System S.p.A. igazolja, hogy 
a TXBMWMR típusú 
rádióberendezés megfelel a 
2014/53/EU irányelvnek. 
Az EU-megfelelőségi nyilatkozat 
teljes szövege elérhető a 
következő internetes címen: 
https://docs.metasystem.it/ 

Ireland 
Hereby, Meta System S.p.A. 
declares that the radio equipment 
type TXBMWMR is in compliance 
with Directive 2014/53/EU.  
The full text of the EU declaration 
of conformity is available at the 
following internet address: 
https://docs.metasystem.it/ 

Italy 
Il fabbricante, Meta System S.p.A., 
dichiara che il tipo di 
apparecchiatura radio TXBMWMR 
è conforme alla direttiva 
2014/53/UE. 
Il testo completo della 
dichiarazione di conformità UE è 
disponibile al seguente indirizzo 
Internet: https://
docs.metasystem.it/ 



Lithuania 
Aš, Meta System S.p.A., patvirtinu, 
kad radijo įrenginių tipas 
TXBMWMR atitinka Direktyvą 
2014/53/ES. 
Visas ES atitikties deklaracijos 
tekstas prieinamas šiuo interneto 
adresu: https://
docs.metasystem.it/ 

Luxembourg 
Le soussigné, Meta System S.p.A., 
déclare que l'équipement 
radioélectrique du type 
TXBMWMR est conforme à la 
directive 2014/53/UE53 .
Le texte complet de la déclaration 
UE de conformité est disponible à 
l'adresse internet suivante: https://
docs.metasystem.it/ 

Latvia 
Ar šo Meta System S.p.A. deklarē, 
ka radioiekārta TXBMWMR atbilst 
Direktīvai 2014/53/ES. 
Pilns ES atbilstības deklarācijas 
teksts ir pieejams šādā interneta 
vietnē: https://docs.metasystem.it/ 

Malta 
B'dan, Meta System S.p.A., 
niddikjara li dan it-tip ta' tagħmir 
tar-radju TXBMWMR huwa 
konformi mad-Direttiva 
2014/53/UE. 
It-test kollu tad-dikjarazzjoni ta' 
konformità tal-UE huwa 
disponibbli f'dan l-indirizz tal-
Internet li ġej: https://
docs.metasystem.it/ 

Netherlands 
Hierbij verklaar ik, Meta System 
S.p.A., dat het type 
radioapparatuur TXBMWMR 
conform is met Richtlijn
2014/53/EU.
De volledige tekst van de EU-
conformiteitsverklaring kan 
worden geraadpleegd op het 
volgende internetadres: https://
docs.metasystem.it/

Poland 
Meta System S.p.A. niniejszym 
oświadcza, że typ urządzenia 
radiowego TXBMWMR jest 
zgodny z dyrektywą 2014/53/UE. 
Pełny tekst deklaracji zgodności 
UE jest dostępny pod 
następującym adresem 
internetowym: https://
docs.metasystem.it/ 

Portugal 
O(a) abaixo assinado(a) Meta 
System S.p.A. declara que o 
presente tipo de equipamento de 
rádio TXBMWMR está em 
conformidade com a Diretiva 
2014/53/UE. 
O texto integral da declaração de 
conformidade está disponível no 
seguinte endereço de Internet: 
https://docs.metasystem.it/ 



Romania 
Prin prezenta, Meta System S.p.A. 
declară că tipul de echipamente 
radio TXBMWMR este în 
conformitate cu Directiva 
2014/53/UE. Textul integral al 
declarației UE de conformitate 
este disponibil la următoarea 
adresă internet: https://
docs.metasystem.it/ 

Sweden 
Härmed försäkrar Meta System 
S.p.A. att denna typ av
radioutrustning TXBMWMR
överensstämmer med direktiv
2014/53/EU. Den fullständiga
texten till EU-försäkran om
överensstämmelse finns på
följande webbadress: https://
docs.metasystem.it/

Slovenia 
Meta System S.p.A. potrjuje, da je 
tip radijske opreme TXBMWMR 
skladen z Direktivo 2014/53/EU. 
Celotno besedilo izjave EU o 
skladnosti je na voljo na 
naslednjem spletnem naslovu: 
https://docs.metasystem.it/ 

Slovakia 
Meta System S.p.A. týmto 
vyhlasuje, že rádiové zariadenie 
typu TXBMWMR je v súlade so 
smernicou 2014/53/EÚ. 
Úplné EÚ vyhlásenie o zhode je k 
dispozícii na tejto internetovej 
adrese: 
https://docs.metasystem.it/ 



258 索引
A
ABS
技術情報, 130
自己診断, 114
表示, 39

ASC
インジケーター／警告灯, 41
技術情報, 133
自己診断, 114
操作する, 56
操作部, 17

B
Bluetooth, 86
ペアリング, 86

D
DTC
インジケーター／警告灯, 41
技術情報, 133
自己診断, 115
操作する, 56

DWA
仕様（諸元）, 208

Dynamic Brake Control, 138
技術情報, 138

Dynamic ESA
操作する, 57
操作部, 17

K
Keyless Ride
イグニッションを OFF にす
る, 51
イグニッションをONにする, 50
警告表示, 33, 34
ステアリングロックをロックす
る, 50

タンクキャップをロック解除す
る, 123, 124
無線キーのバッテリーが空に
なっているか、または無線キー
の紛失, 51

L
Laptimer, 65
時間計算を終了する, 66
タイム計測を開始する, 65
調整する, 66

P
Pairing, 86
Pre-Ride-Check, 113

U
USB充電ソケット
車両における位置, 14

あ
アクセサリー
一般的な情報, 180

値
表示, 27

アダプティブヘッドライト, 140
技術情報, 140

安全に関する注意事項
ブレーキ, 118
ライディングにあたって, 108

い
イグニッション
OFFにする, 49
ONにする, 48

イグニッションキルスイッチ
操作する, 53
操作部, 18

インジケーター／警告灯, 19
全体図, 22
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う
ウインカー
操作する, 55
操作部, 17

え
エンジン, 38
エンジンエレクトロニクス警告
表示, 38
エンジン制御系警告表示, 38
駆動システム故障警告灯, 37
始動, 112
仕様（諸元）, 203

エンジンオイル
オイルレベルゲージ, 14
充填レベルを点検する, 146
仕様（諸元）, 202
注入口, 14
補充する, 148

エンジン回転数表示, 19
エンジン回転数表示, 83

エンジン始動ロック
スペアキー, 53

エンジンブレーキトルクレギュ
レーター, 134

お
お手入れ
クローム, 193
ペ イ ン ト 保 護 コ ー テ ィ ン
グ, 195

オンボードコンピューター, 92

か
外気温度
外気温度警告, 33
表示, 33

型式プレート
車両における位置, 15

き
キー, 48, 49
記号と意味, 4
ギヤチェンジ
シフトアップ推奨, 84
シ フ ト ポ イ ン ト 用 フ ラ ッ
シュ, 118

ギヤボックス
仕様（諸元）, 204

給油する, 122
Keyless Ride装備, 123, 124
燃料品質, 121

く
クーラント
異常高温用警告表示, 37
充填レベル表示, 15
充填レベルを点検する, 154
補充する, 154

駆動システム故障警告灯, 37, 38
クラッチ
遊びを調整する, 153
遊びを点検する, 153
機能を点検する, 153
ク ラ ッ チ レ バ ー を 調 整 す
る, 101
仕様（諸元）, 203

グリップヒーター
操作する, 70
操作部, 18

クルーズコントロール
操作する, 63

け
警告灯, 19
全体図, 22

警告表示, 38
ABS, 39
ASC, 41
ASC/DTC, 41
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My Motorcycle, 89
エンジンエレクトロニクス, 38
エンジンコントロール, 38
外気温度警告, 33
ギヤが学習されていない, 43
クーラント温度, 37
駆動システム故障警告灯, 37
車両電装システム電圧, 34, 35
盗難警報装置, 36
表示, 27
フューエルリザーブ容量, 43
ライトバルブの故障, 35

警告表示一覧, 29
ケース, 181

こ
コンビネーションスイッチ
左側面, 17
右側面, 18

さ
サービス, 215
サービス履歴, 216

サービス表示, 44
サスペンション
仕様（諸元）, 205

し
シート
取り付ける, 71
取り外す, 71
ロック, 14

始動, 112
操作部, 18

シフトアシスト
技術情報, 139
ギヤが学習されていない, 43
走行, 116

シフト表示, 67
ONにする／OFFにする, 67
調整する, 67

締め付けトルク, 200
車両識別番号
車両における位置, 15

車両電装システム電圧
警告表示, 34, 35

ジャンプスタート, 170
重量
仕様（諸元）, 210
積載荷重一覧, 16

仕様（諸元）
一般的な情報, 5
エンジン, 203
エンジンオイル, 202
規格, 5
ギヤボックス, 204
クラッチ, 203
サスペンション, 205
重量, 210
スパークプラグ, 208
寸法, 209
性能, 210
電装系, 207
盗難警報装置, 208
燃料, 202
バッテリー, 208
ブレーキ, 206
フレーム, 205
ホイールとタイヤ, 206
ライトバルブ, 208
リヤホイールドライブ, 204

ショックアブソーバー
調整エレメント, 14
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診断コネクター
固定する, 177
車両における位置, 16
外す, 176

す
ステアリングロック
ロックする, 48

スパークプラグ
仕様（諸元）, 208

スピードメーター, 19
スプリングプリロード
調整エレメント, 15
調整する, 102

寸法
仕様（諸元）, 209

せ
制限速度情報
ONまたはOFFにする, 83

性能
仕様（諸元）, 210

全体図
My Motorcycle, 89
TFTディスプレイ, 23, 24
インジケーター／警告灯, 22
シート下, 16
左コンビネーションスイッ
チ, 17
左側面, 14
右コンビネーションスイッ
チ, 18
右側面, 15
メーターパネル, 19

そ
走行モード, 59
走行モードPROを設定する, 62

走行モードの事前選択, 60
設定する, 60

操作焦点
交換する, 81

装備, 5
それまでで最高のラップ, 67

た
タイヤ
充填圧, 207
充填圧を点検する, 155
仕様（諸元）, 206
推奨, 156
トレッドの溝の深さを点検す
る, 155
慣らし走行, 116

タンクキャップ緊急ロック解除
機構, 125

ち
チェーン
潤滑する, 166
たるみ量を調整する, 167
たるみ量を点検する, 167
摩耗状態を点検する, 168

チェックコントロール
ダイアログ画面, 27
表示, 27

駐車, 120

つ
ツールキット
車両における位置, 16

て
TFTディスプレイ, 19
全体図, 23, 24
操作する, 80, 81
操作部, 17
表示を選択する, 77

電源ソケット
使用上の注意, 180
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電装系
仕様（諸元）, 207

電話
操作する, 95

と
盗難警報装置（DWA）
インジケーター／警告灯, 19
警告表示, 36
操作する, 68

時計
調整する, 84

トップケース
操作する, 182

トラクションコントロール
ASC, 133
DTC, 133

トラブルシューティング, 198

な
ナビゲーション
操作する, 92

慣らし走行, 116

に
荷物
積載に関する注意, 109

ね
燃料
Keyless Ride 装備の場合の給
油, 123, 124
給油する, 122
仕様（諸元）, 202
燃料品質, 121

は
パーキングライト, 55
ハザードランプ
操作する, 55
操作部, 17

バッテリー
仕様（諸元）, 208
接続しているバッテリーを充電
する, 172
取り付ける, 174
取り外す, 173
外したバッテリーを充電す
る, 173
ボードエレクトリック電源電圧
に関する警告表示, 34, 35
メインテナンスに関する注
意, 171

バルブ
LEDバルブを交換する, 169
仕様（諸元）, 208
ライトバルブの故障用警告表
示, 35

ひ
Pure Ride
全体図, 23

ヒューズ
交換する, 174
車両における位置, 16

ふ
フォローミーホームライト, 54
フューエルリザーブ容量
警告表示, 43
走行可能距離, 83

ブレーキ
ABS Proの詳細, 132
ABS Pro は 走 行 モ ー ド に 対
応, 119
安全に関する注意事項, 118
機能を点検する, 148
仕様（諸元）, 206
ブ レ ー キ レ バ ー を 調 整 す
る, 102
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ブレーキパッド
慣らし走行, 116
フロントを点検する, 149
リヤを点検する, 150

ブレーキフルード
フロント充填レベルを点検す
る, 150
フロントリザーバータンク, 15
リ ヤ 充 填 レ ベ ル を 点 検 す
る, 152
リヤリザーバータンク, 15

フレーム
仕様（諸元）, 205

フロントホイールスタンド
取り付ける, 145

へ
ヘッドライト
光軸, 100
光軸を調整する, 101

ほ
ホイール
サイズ変更, 156
仕様（諸元）, 206
フロントホイールを取り付け
る, 159
フロントホイールを取り外
す, 156
ホイールリムを点検する, 156
リ ヤ ホ イ ー ル を 取 り 付 け
る, 164
リヤホイールを取り外す, 162

ホーン, 17
ボルト, 200
本書の記述について, 6

み
ミラー
調整する, 100

め
メインテナンス
メインテナンススケジュー
ル, 218

メインテナンススケジュー
ル, 216

メーターパネル
周囲輝度センサー, 19
全体図, 19

メディア
操作する, 94

メニュー
呼び出す, 80

メンテナンスの確認, 219

も
モーターサイクル
お手入れ, 190
固定する, 126
再使用, 195
清掃する, 190
駐車, 120
長期保管, 195

モビリティーサービス, 216

ら
ライダー情報ステータス欄
調整する, 81, 82

ライト
ア ダ プ テ ィ ブ ヘ ッ ド ラ イ
ト, 140
操作部, 17
パーキングライトを操作す
る, 55
ハイビームを操作する, 54
パッシングライトを操作す
る, 54
フォローミーホームライト, 54
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ポジション／パーキングライ
ト, 54
ロービーム, 54

り
リサイクル, 214
リモートコントロール
バッテリーを交換する, 52

リヤホイールスタンド
取り付ける, 146

リヤホイールドライブ
仕様（諸元）, 204

ろ
ローダウンサスペンション
制限, 108



ご購入いただきました車両の装
備、アクセサリー、仕様は、本書
の説明や図と異なる場合があり
ます。これらについてのクレー
ムはご容赦ください。
本書に記載されている寸法、重
量、燃費、性能などのデータに
は、一般に認められている許容誤
差が含まれています。
デザイン､装備､アクセサリーな
どは、製品を改良するために予告
なく変更することがあります｡
印刷の誤りや誤字、脱字に起因す
るクレームはご容赦ください。

© 2020 Bayerische Motoren
Werke Aktiengesellschaft
80788 München, Germany
本書はその全部について、たと
え一部であっても、BMW Motorrad
After Salesから書式による承諾
を得た場合を除き、転載や複製す
ることは禁じられています。
オリジナル取扱説明書、Printed
in Germany



燃料補給用データ：

燃料
推奨フューエルグレード 無鉛プレミアムガソリン（ハイオ

ク）(最大 15 ％エタノール、E15)
95 ROZ/RON
90 AKI

フューエルタンク容量 約13 l
フューエルリザーブ容量 約3.5 l
タイヤ空気圧
タイヤ空気圧（フロント） 2.5 bar、タイヤ冷間時
タイヤ空気圧（リヤ） 2.9 bar、タイヤ冷間時

ご使用の車両に関するさらに詳しい情報につい
ては、次のウェブサイトを参照してください：
bmw­motorrad.com

BMW recommends

P/No.: 01 40 9 830 628
05.2020、2nd edition、08 *01409830628*

*01409830628*
*01409830628*
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